
管理を一括で代行

顔認証で不正防止

セコム

ALSOK

／圭片刃

警
備
大
手
が
支
援
、
割
安
に

社
会
保
障
と
税
の
共
通
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制
度

に
対
応
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
を

警
備
保
障
大
手
が
5
月
か
ら

相
次
い
で
始
め
る
。
従
業
員

の
情
報
管
理
を
求
め
ら
れ
る

企
業
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
に
、
セ
コ
ム
は
管
理
や
書

類
申
請
な
ど
を
一
括
で
代
行

し
、
綜
合
警
備
保
障
（
A
L

S
O
K
）
は
顔
認
証
に
よ
る

不
正
ア
ク
セ
ス
防
止
技
術
な

ど
を
提
供
す
る
。
制
度
へ
の
・

対
応
が
遅
れ
る
中
小
企
業
な

ど
に
割
安
な
料
金
で
提
供

し
、
新
た
な
ぶ
ン
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
取
り
込
む
。

セ
コ
ム
は
顧
客
企
業
や
そ

の
従
業
員
か
ら
預
か
っ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
を
暗
号
化

し
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
設

け
た
2
4
時
間
監
視
の
専
用
保

管
区
域
で
管
理
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
る
。
パ
ス
ワ
ー
ド

が
な
い
と
番
号
を
引
き
出
せ
一

ず
、
万
一
の
際
に
備
え
て
接

続
し
た
端
末
や
時
刻
な
ど
の

履
歴
を
保
存
す
る
。

2
0
1
6
年
1
月
に
始
ま

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は

企
業
が
従
業
員
や
家
族
の
個

人
番
号
を
集
め
て
番
号
を
源

泉
徴
収
票
な
ど
に
記
載
、
税

務
署
な
ど
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
う
し
た
書
類
の

作
成
や
提
出
も
代
行
す
る
。

従
業
員
1
0
0
人
以
下
の

企
業
の
場
合
、
料
金
は
初
期

費
用
と
し
て
5
万
円
、
毎
月

の
利
用
料
金
と
し
て
1
万
円

徴
収
す
る
。
I
T
（
情
報
技

術
）
各
社
も
シ
ス
テ
ム
変
更

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
打
ち
出

し
て
い
る
が
、
．
数
千
万
円
単

位
の
料
金
が
か
か
る
こ
と
も

ある。セ
コ
ム
は
東
京
電
力
か
ら

運
営
会
社
を
買
収
す
る
な

ど
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事
業

を
強
化
し
て
い
る
。
自
社
の

保
有
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
な

が
ら
使
い
や
す
さ
と
割
安
さ

を
訴
え
、
来
年
1
月
の
制
度

開
始
時
点
で
1
0
0
0
社
程

度
の
利
用
を
見
込
む
。

A
L
S
O
K
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ト
を
自
前
で
管
理
す
る
企

業
向
け
に
、
情
報
端
末
が
あ

る
部
屋
の
出
入
室
管
理
や
侵

入
者
の
監
視
を
す
る
。
端
末

を
操
作
す
る
の
が
登
録
済
み

の
者
か
ど
う
か
を
顔
認
証
シ

ス
テ
ム
で
確
認
し
、
部
外
者

が
の
ぞ
く
と
画
面
を
ロ
ッ
ク

す
る
。
書
類
の
廃
棄
時
に
は

安
全
性
の
高
い
現
金
輸
送
車

で
溶
解
処
理
施
設
ま
で
運

ぶ
。
料
金
は
月
3
万
円
か
ら

で
、
初
年
度
に
5
干
件
程
度

の
受
注
と
1
億
円
の
売
り
上

げ
を
見
込
む
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理
に

は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
や
関

連
シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
が

必
要
で
、
手
間
や
コ
ス
ト
負

担
か
ら
中
小
企
業
を
中
心
に

対
応
が
遅
れ
て
い
る
。
日
経

B
P
社
な
ど
の
調
査
で
は
、

今
年
3
月
時
点
で
対
応
作
業

を
済
ま
せ
た
企
業
や
団
体
は

1
7
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

日
本
国
内
で
琴
b
す
す
べ
て

の
人
に
1
2
桁
の
番
号
を
割
り

振
り
、
税
金
や
社
会
保
険
料

な
ど
の
情
報
を
管
理
し
て
徴

収
業
務
の
効
窒
化
な
ど
に
つ

な
げ
る
制
度
。
1
0
月
か
ら
通

知
が
始
ま
り
、
原
則
的
に
生

涯
同
じ
番
号
を
使
う
。
企
業

は
従
業
員
と
家
族
の
偲
人
番

号
を
集
め
て
源
泉
徴
収
票
な

ど
必
要
書
類
に
記
載
し
、
安

全
に
管
理
す
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
る
。
個
人
は
専
用
サ
イ

ト
で
納
税
額
な
ど
を
確
認
で

きる。



NPO法人、5万件突破

職員の「薄給」見直す動き

国
内
の
N
P
O
法
人
数
は
ケ

3
月
末
に
5
万
件
を
突
破
し
仁

た
。
最
近
で
は
職
員
数
や
翠
づ

金
調
達
の
手
段
も
広
が
っ
て

い
る
。
（
1
面
参
照
）

「
『
N
P
O
＝
薄
給
』
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て

き
か
た

N
e
X
t

き
た
」
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
起
業
支
援
を
手
掛
け
る

N
P
O
法
人
エ
テ
ィ
ッ
ク

（
東
京
・
渋
谷
）
の
宮
城
治

男
代
表
理
事
（
盟
は
話
す
。

エ
テ
ィ
ッ
ク
運
営
の
求
人
サ

イ
ト
で
募
集
す
る
N
P
O
職

員
の
年
収
は
3
0
0
万
～
4

0
0
万
円
台
も
多
い
。
「
社

会
起
業
家
た
ち
が
N
P
O
に

関
わ
り
、
収
益
へ
の
意
識
が

根
付
き
始
め
た
」

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

（
N
P
O
法
）
の
成
立
は
1

9
9
5
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
が
き
っ
か
け
だ
。
救
助

や
復
興
支
援
で
ボ
ラ
ン
一
㌢

ア
活
動
が
広
が
り
、
簡
単
に

法
人
格
を
取
得
で
き
る
よ
う

に
9
8
年
に
制
定
さ
れ
た
。
東

日
本
大
震
災
後
も
支
援
の
N

P
O
が
増
え
た
。
最
近
は
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
資
金
集

め
も
活
動
を
後
押
し
す
る
。

ア
ジ
ア
の

子
供
の
人
身

売
買
を
無
く

す
活
動
を
行

う
N
P
O
か

も
の
は
し
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
個
人
会

費
や
法
人
の

寄
付
で
2
0

1
4
年
度
に
約
1
億
4
千
万

円
の
収
入
を
得
た
。
経
営
企

画
と
管
理
部
門
で
募
集
す
る

職
員
の
年
収
は
3
0
0
万
円

台
後
半
。
共
同
代
表
の
本
木

恵
介
さ
ん
（
翌
は
「
長
く

続
け
ら
れ
る
雇
用
条
件
も
大

事
な
要
素
」
と
話
す
。
善
意

の
活
動
と
生
活
の
両
立
を
探

る
道
が
続
く
。＝
こ
の
項
お
わ
り

宮
東
治
彦
、
柳
瀬
和
央
、
銀

木
晃
、
田
村
明
彦
、
河
尻
定
、

岩
村
高
信
、
北
西
厚
l
、
中
山

修
志
、
藤
野
逸
郎
、
阿
曽
村
雄

太
、
松
本
史
、
小
川
望
、
江
皇

直
哉
、
奥
田
宏
二
、
松
本
千
恵
、

木
寺
も
も
子
、
木
村
窓
、
学
頭

貴
子
、
諸
富
聡
、
植
出
勇
輝
が

担
当
し
ま
し
た
。
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JTBや近ツ �一、米土クスぺディア 

J T Bは体験型観光の

ネット販売で′ヾンチャ
ー企業と組む

各社が体験型旅行のネット販売を強化する

企東名 �主な取り離み 

JTB �体験型観光を扱うベンチャ 一に出資し、取扱件数を拡充 

近畿日本ツ ーリスト �予約確認メールで宿泊先や 
時期に合わせた体験型観光 
を紹介 

リクルート ライフスタ イル �今夏から「じゃらんnet」 

で販売を開始 

楽　天 �「楽天トラベル」で販売す 
る体験型観光を2割増やす 

エクスペデ �6月にも国内外の体験型旅 

イア �行の取り扱いを開始 

＿　　＿叫　　＿⊥J

大
手
旅
行
各
社
が
旅
先
で
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
体
験
を
楽
し
む
「
体
験
型
観
光
」
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
強
化
す
る
。
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
は
自
社
サ
イ
ト
で
宿
泊
予
約
し
た

顧
客
に
日
掛
や
場
所
に
合
っ
た
観
光
を
紹
介
す
る
。
米
ネ
ッ
ト
予
約
大
手
の
エ
ク
ス
ペ
デ

イ
ア
も
日
本
語
版
サ
イ
ト
で
国
内
外
の
プ
ラ
ン
皇
冗
り
出
す
。
自
分
に
合
っ
た
旅
行
プ
ラ

ン
を
手
軽
に
作
れ
る
よ
う
に
し
て
、
客
単
価
の
向
上
や
利
用
者
の
囲
い
込
み
に
つ
な
げ
る
。

旅
行
の
ア
レ
ン
ジ
、
手
軽
に

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
そ
ば
打
ち

近
ツ
ー
は
自
社
サ
イ
ト

「
2
宿
」
で
ホ
テ
ル
な
ど
を

予
約
し
た
顧
客
に
対
し
、
宿

泊
す
る
場
所
や
日
程
に
合
っ

た
体
験
プ
ラ
ン
を
メ
ー
ル
で

体
験
型
観
光
も

ネ
ッ
ト
一
括
予
約

案
内
す
る
。
利
用
者
は
交
通

手
段
や
宿
泊
施
設
に
、
様
々

な
体
験
型
観
光
を
組
み
合
わ

せ
た
旅
行
プ
ラ
ン
を
手
軽
に

作
る
こ
と
が
で
き
る
。
ホ
テ

ル
な
ど
の
予
約
段
階
で
体
験

型
観
光
を
薦
め
る
機
能
も
追

加
す
る
計
画
だ
。

体
験
プ
ラ
ン
は
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
や
そ
ぼ
打
ち
体
験
な
ど

日
本
全
国
で
約
1
万
件
を
そ

ろ
え
る
。
旅
行
先
で
空
き
時

間
が
で
き
た
時
な
ど
に
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手
軽
に
予

約
で
き
る
ア
プ
リ
の
提
供
も

始
め
た
。
米
エ
ク
ス
ぺ
デ
ィ
ア
は
6

月
に
も
海
外
を
含
め
た
体
験

型
観
光
の
予
約
販
売
を
始
め

る
。
サ
イ
ト
利
用
者
が
ホ
テ

ル
や
航
空
券
、
体
験
型
観
光

な
ど
を
検
索
し
た
履
歴
を
分

析
し
、
関
心
を
持
ち
そ
う
な

プ
ラ
ン
を
表
示
す
る
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
宿
泊
と

航
空
券
の
販
売
が
中
心
だ
っ

た
が
、
「
旅
行
の
す
べ
て
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
予
約
で
き

る
よ
う
に
す
る
」
。
サ
ー
ビ

ス
拡
充
で
2
0
1
5
年
の
国

内
サ
イ
ト
の
月
間
利
用
者
数

を
1
・
5
倍
の
3
0
0
万
人

に
引
き
上
げ
る
。

旅
行
に
対
す
る
関
心
が
多

様
化
す
る
な
か
、
「
旅
先
な

ら
で
は
の
体
験
を
し
た
い
と

い
う
人
が
増
え
て
い
る
」
（
J

T
B
総
合
研
究
所
の
早
野
陽

子
主
任
研
究
員
）
。
海
や
山

で
の
ス
ポ
ー
ツ
や
工
芸
品
作

り
な
ど
の
人
気
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
提
供
す
る
の
は
現

地
の
小
規
模
事
業
者
が
中
心

だ
。
大
手
旅
行
会
社
は
窓
口

な
ど
で
予
約
を
受
け
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
ネ
ッ
ト
販
売

で
は
ほ
と
ん
ど
扱
っ
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
小
規

模
業
者
で
も
ネ
ッ
ト
を
活
用

す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
大
手

旅
行
会
社
も
連
携
を
取
り
や

す
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

体
験
型
観
光
を
取
り
込
む
こ

と
で
、
他
社
に
は
無
い
プ
ラ

ン
を
提
供
し
て
顧
客
を
囲
い

込
む
と
同
時
に
、
単
価
の
引

き
上
げ
に
も
つ
な
げ
よ
う
と

い
う
動
き
が
相
次
ぐ
。

1
T
B
は
3
月
か
ら
予
約

サ
イ
ト
「
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
」

で
体
験
型
観
光
の
販
売
を
始

糾棚棚糊孤。

取
扱
高
を
前
年
度
比
4
・
3
一

倍
の
2
6
億
円
に
増
や
す
計

窮
謂
調
鍼
些

活
用
し
て
新
た
な
観
光
地
を

開
拓
し
た
い
」
と
話
す
。

国
内
の
ネ
ッ
ト
大
手
で
も

リ
ク
ル
ー
ト
子
会
社
の
「
じ

ゃ
ら
ん
n
e
t
」
が
今
夏
か

ら
予
約
の
受
け
付
け
を
始
め

る
。
楽
天
は
「
楽
天
ト
ラ
ベ

ル
」
で
販
売
す
る
体
験
型
プ

小
ろ
ゐ
劇
宙
昨
年
か
ら
2
割

面
や
し
て
い
る
。



2015年（平成27年）5月3日（日曜日）

場所に合わせ指導

日々のデ」タ把握糖尿病

医
療
ブ
プ
リ
で
ど
こ
で
も

ベ
ン
チ
ャ
ー
や
大
学
が
開
発

国
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
、
大
学
、
病
院
が
病
気
の

治
療
や
予
防
に
使
う
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
用
ア

プ
リ
（
応
用
ソ
フ
ト
）
の
開

発
に
乗
り
出
す
。
「
絶
妙
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
禁
煙
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
、
「
入
力
デ
ー
タ
か
ら

高
リ
ス
ク
者
を
検
出
」
と
い

っ
た
よ
う
に
、
ス
マ
ホ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
性
を
活
用
す

る
。
手
軽
に
持
ち
運
べ
る
情

報
端
末
と
し
て
浸
透
し
た

ス
マ
ホ
を
土
台
に
医
療
が
大

き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る。
2
0
1
4
年
1
1
月
に
医
薬

品
医
療
機
器
法
（
旧
薬
事
法
）

が
施
行
さ
れ
、
特
定
の
病
気

の
診
断
・
治
療
・
予
防
左
目

的
と
す
る
ソ
フ
ト
は
医
学
的

デ
ー
タ
を
示
し
て
厚
生
労
働

省
所
管
の
医
薬
品
医
療
機
器

総
合
機
構
（
東
京
・
千
代
田
）

か
ら
医
療
機
器
と
し
て
の
承

認
を
得
る
こ
と
が
必
要
に
な

っ
た
。
承
認
の
な
い
ソ
フ
ト

は
公
に
販
売
で
き
な
く
な
る

t
方
で
、
「
お
墨
付
き
」
を

得
た
ソ
フ
ト
は
医
療
機
関
が

新
た
な
ツ
ー
ル
と
し
て
採
用

し
や
す
く
な
る
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。
特
に
医
師
の
チ
ェ

ッ
ク
が
届
き
に
く
い
日
常
生

活
で
の
行
動
に
働
き
か
け
や

す
い
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が

ある。医
師
ら
が
1
4
年
に
設
立
し

た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
キ
エ

ア
・
ア
ッ
プ
（
東
京
・
新
宿
）

は
、
ア
プ
リ
を
使
い
ニ
コ
チ

ン
依
存
症
を
治
す
臨
床
研
究

を
始
め
た
。
慶
応
大
学
病
院

の
呼
吸
器
内
科
と
連
携
す

る
。
約
2
0
人
を
対
象
に
ス
タ

ー
ト
し
、
今
夏
を
メ
ド
に
1

0
0
人
規
模
に
増
や
す
。

起
床
時
や
食
後
な
ど
、
人

そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
喫
煙
し

た
く
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、

禁
煙
を
働
き
か
け
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
出
す
。
3
年
後
を
め

ど
に
ア
プ
リ
の
販
売
を
目
指

す。

全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム

（
G
P
S
）
に
よ
る
位
置
情

報
を
活
用
し
、
喫
煙
再
開
の

き
っ
か
け
に
な
り
や
す
い
飲

酒
の
機
会
を
と
ら
え
て
喫
煙

を
防
ぐ
コ
ツ
を
伝
え
る
と
い

っ
た
仕
組
み
の
開
発
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

健
康
管
理
支
援
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
（
東
京
・
千
代
哲
と

徳
島
大
学
の
糖
尿
病
臨
床
・

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
糖

尿
病
な
ど
生
清
習
慣
病
の
治

療
に
使
う
ア
プ
リ
の
開
発
に

着
手
し
た
。
患
者
自
身
が
血

糖
値
や
日
々
の
行
動
を
ア
プ

リ
で
管
理
し
、
そ
の
デ
ー
タ

を
電
子
カ
ル
テ
と
と
も
に
r

元
管
理
す
る
こ
と
を
基
盤
と

す
る
方
針
だ
。

病
院
や
地
域
の
診
療
所
は

患
者
の
日
々
の
入
力
値
を
参

照
し
な
が
ら
個
別
に
メ
ッ
セ

ト
ジ
を
送
る
こ
と
で
、
生
活

改
善
に
向
け
た
意
識
づ
け
と

す
る
。
集
ま
っ
た
デ
ー
タ
か

ら
、
自
動
的
に
屑
気
に
な
る

リ
ス
ク
が
高
い
人
を
抽
出
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
も
検
討

し
て
い
く
。

ア
ル
ム
（
東
京
・
渋
谷
）

は
医
療
用
画
像
を
医
師
間
で

共
有
で
き
る
ア
プ
リ
を
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
の
脳
神
経

外
科
と
開
発
し
た
。
磁
気
共

鳴
画
像
装
置
（
旺
R
I
）
な

ど
で
撮
影
し
た
患
部
の
画
像

を
ス
マ
ホ
に
円
滑
に
送
れ

る
。
脳
梗
塞
な
ど
の
急
患
が

来
た
と
き
に
即
座
に
専
門
医

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
使

い
方
を
想
定
し
て
い
る
。
血

糖
自
己
測
定
賢
手
の
ア
ー

ク
レ
イ
（
京
都
市
）
は
糖
尿

病
患
者
が
食
べ
た
炭
水
化
物

の
量
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤

の
必
要
量
を
計
算
す
る
ア
プ

リ
を
開
発
、
申
請
済
み
だ
。

ノー．



務
書
類
、
電
子
保
存
容
易
に
誓
丞
相
弓
廿

I
T
（
情
報
技
術
）
ベ
ン
チ
一
横
山
公
一
社
長
）
は
会
計

ー
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
上
税
務
書
類
の
オ
ン
ラ
イ
ン
保

ィ
ル
パ
ワ
ー
（
東
京
・
港
、
一
管
に
適
し
た
シ
ス
テ
ム
を
開

発
、
今
夏
に
も
販
売
す
る
。
企

業
が
長
期
保
管
を
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
契
約
書
や
領
収

香
な
ど
を
電
子
保
存
し
、
契

約
や
事
業
ご
と
に
関
連
書
類

を
引
き
出
せ
る
機
能
を
備
え

る
。
月
額
1
0
万
円
程
度
か
ら

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

企
業
は
領
収
香
な
ど
の
原

本
か
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
読
み

取
っ
た
デ
ー
タ
を
原
則
7
年

間
保
管
す
る
義
務
が
あ
る
。

現
在
ス
キ
ャ
ナ
ー
が
利
用
で

き
る
の
は
3
万
円
未
満
に
限

ら
れ
て
い
る
が
、
電
子
帳
簿

保
存
法
の
緩
和
で
今
年
9
月

に
上
限
額
が
撤
廃
さ
れ
る
。

規
制
緩
和
に
伴
い
電
子
保

存
の
l
T
ズ
が
伸
び
る
と
見

て
シ
ス
テ
ム
関
連
会
社
の
ほ

か
複
合
機
メ
」
ヵ
」
な
ど
と

製
品
化
に
取
り
組
む
。
経
団

連
に
よ
る
と
電
子
保
存
を
実

施
し
て
い
る
法
人
は
1
％
以

下
で
、
会
計
・
税
洛
書
類
の

保
管
コ
ス
ト
は
経
済
界
全
体

で
年
間
3
千
億
円
に
上
る
。



行政・銀行向け

竃
方
の
起
業
支
署
育
成

力
　
ト
ー
マ
ツ
系
、
ス
ク
ー
ル
開
設

監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
子
会

社
の
ト
ー
マ
ツ
ベ
ン
チ
ャ
ー

ポ
ー
ト
（
東
京
・
千
代
田
、

村
孝
郎
社
長
）
は
、
地
方

治
体
や
地
方
銀
行
向
け
に

業
支
援
の
人
材
育
成
サ
ー

ス
を
1
1
月
に
始
め
る
。
地

で
特
色
の
あ
る
ベ
ン
チ
ャ

企
業
を
育
て
、
雇
用
や
融

先
を
増
や
し
た
い
と
い
う

政
や
金
融
機
関
に
起
業
家

育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す

る。
東
北
芸
術
工
科
大
学
（
山

形
市
）
と
共
同
で
ス
ク
ー
ル

を
開
設
す
る
。
ベ
ン
チ
ャ
」

ト
ー
マ
ツ
ベ
ン
チ
ャ
ー
サ

ポ
ー
ト
の
社
員
や
外
部
講
師

が
、
成
功
し
た
起
業
家
の
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
な
ど
を
講

義
す
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
（
V
C
）
と
の
連
携

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由

で
小
口
資
金
を
広
く
集
め
る

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
い
っ
た
資
金
調
達
の
手
法

も
教
え
る
。
東
北
芸
工
大
は

受
講
シ
ス
テ
ム
な
ど
運
営
面

を
担
う
。
こ
れ
ま
で
は
東
京
に
V
C

が
集
中
す
る
な
ど
、
地
方
で

起
業
支
援
の
仕
組
み
を
広
げ

る
に
は
課
題
が
あ
っ
た
。
ベ

ン
チ
ャ
ー
育
成
が
地
方
経
済

の
活
性
化
や
雇
用
創
出
の
対

策
と
し
て
注
目
さ
れ
る
な

か
、
起
業
支
援
に
通
じ
た
人

材
を
増
や
し
た
い
自
治
体
や

地
銀
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
る
と
判
断
し
た
。

育
成
に
取
り
組
む
自
治
体

地
銀
の
職
員
を
対
象
に
、

ヵ
月
間
で
2
ラ
ー
ニ
ン
グ

回
と
集
合
研
修
2
回
を
提

す
る
。
料
金
は
税
別
3
0
万

を
予
定
し
て
い
る
。



ナツメアタリ

表情など70通り

自動加工アプリ

r〆

自
撮
り
動
画
漫
画
風
に

ゲ
ー
ム
開
発
会
社
の
ナ
ツ
メ
ア

タ
リ
（
大
阪
市
、
松
本
隆
司
社
長
）

は
自
分
を
撮
影
し
た
動
画
を
漫
画

の
よ
う
に
加
工
で
き
る
ア
プ
リ
を

開
発
心
た
。
菩
墾
哀
楽
や
感
謝
、

謝
罪
な
ど
伝
え
た
い
気
持
ち
を
選

ん
で
動
画
を
撮
る
と
、
表
情
や
背

景
を
自
動
で
加
工
ず
る
。
5
月
中

旬
か
ら
無
料
配
信
し
、
1
0
0
万

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
旨
指
す
。

開
発
し
た
「
ム
ビ
ッ
ク
ス
タ
ン

プ
」
は
約
7
0
通
り
に
動
画
を
加
工

で
き
る
。
例
え
ば
謝
罪
を
選
択
す

る
と
、
ア
プ
リ
が
目
や
鼻
の
位
置

を
認
識
し
涙
目
の
ア
ニ
メ
画
像
と

合
成
、
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
文

字
を
入
れ
る
。



米
中
企
業
と
世
界
で
展
開

タ
ニ
ー
は
米
国
や
中
国
の
▲

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
鬼
ど
と
連

携
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
算
数
を
学
べ
る
サ
ー

ビ
ス
を
世
界
で
展
開
す
る
。

底
堅
い
需
要
が
見
込
め
る
教

育
分
野
で
、
利
用
者
か
ら
継

続
的
に
収
益
を
稼
げ
る
事
業

モ
デ
ル
を
築
く
。
2
0
1
7

年
に
世
界
で
1
0
0
万
人
の

利
用
者
を
目
指
す
。

ソ
ニ
ー
は
教
育
サ
ー
ビ
ス

子
会
社
を
今
春
新
設
し
た
。

こ
め
ソ
l
T
・
グ
ロ
ー
バ
ル

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
づ
ン
（
S
G

豆
D
、
東
京
・
品
川
）
が
開

発
し
た
学
習
ソ
フ
ト
を
米
中

な
ど
の
企
業
と
連
携
し
、
利

用
者
を
獲
得
す
る
。
S
G
E

D
が
開
発
し
た
算
数
学
習
ア

プ
リ
「
マ
ス
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」

は
ク
イ
ズ
形
式
な
ど
で
分
・

か
り
や
す
く
知
識
、
考
え
る

力
肌
身
に
付
く
よ
う
に
し

た。
ま
ず
教
育
関
連
ベ
ン
チ
ャ

ー
の
米
E
d
打
b
d
。
と
中

国
の
l
起
作
業
と
組
む
。
E

d
m
O
d
O
は
米
で
約
5
0

、
0
0
万
人
の
利
用
者
を
も
つ

教
職
者
向
け
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー

ビ
ス
（
S
N
S
）
を
展
開
す

竜
一
起
作
業
も
中
国
で
1

4
0
0
万
人
の
会
員
を
抱
え

る
。
今
秋
に
も
同
社
を
通
じ
、

S
G
E
D
の
学
習
ソ
フ
ト
を

提
供
す
る
。

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
簡
単
に

算
数
の
教
材
を
作
成
し
、
公

開
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
1
5
年

中
に
立
ち
上
げ
る
。
問
題
作

成
は
基
本
無
料
と
し
、
コ
ン

テ
ン
ツ
の
追
払
な
ど
で
課
金

す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

ソ
七
－
は
「
リ
カ
ー
リ
ン

グ
吾
と
呼
び
、
継
続
し
て

顧
客
に
課
金
で
き
る
事
業
モ

デ
ル
の
育
成
を
中
期
経
営
計

画
の
柱
に
据
え
る
。
教
育
サ

ー
ビ
ス
も
そ
の
一
環
と
し
て

育
て
る
。
様
々
な
端
末
で
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境

を
整
え
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
の

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
成

長
さ
せ
る
。



線度
JO／ぐ、上声

政
府
、
豊
派
遣
へ
バ
イ
オ
・
医
療
な
ど

安
倍
晋
三
首
相
が
打
ち
出

し
た
「
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と

日
本
の
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
柱
は
3
つ
あ
る
。

1
つ
は
日
本
の
中
小
・
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
の
支
援
。
デ
ザ
イ
ン
、

ロ
ボ
ッ
ト
、
バ
イ
オ
・
医
療
分

野
を
主
な
対
象
に
5
年
間
で

2
．
0
0
社
を
選
び
、
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
に
送
り
込
む
。
現

地
で
は
日
系
人
団
体
の
「
米

日
カ
ウ
ン
シ
ル
」
主
導
で
立

ち
上
げ
る
「
賢
人
会
議
」
が
販

路
の
開
拓
や
デ
ザ
イ
ン
の
向

上
な
ど
を
助
言
す
る
。
同
会

議
の
メ
ン
バ
ー
に
は
米
ヤ
フ

ー
共
同
創
業
者
の
ジ
ェ
リ
ー

・
ヤ
ン
氏
や
米
ツ
イ
ゥ
タ
ー

共
同
創
業
者
の
ジ
ャ
ッ
ク
・

≡
書
〓
≡
≡
三
≡
≡
≡
≡
≡
－
－
≡
〓

ド
ー
シ
ー
氏
な
ど
そ
う
そ
う

た
る
顔
ぶ
れ
を
そ
ろ
え
た
。

2
つ
目
は
若
手
人
材
の
育

成
だ
。
起
業
家
や
ベ
ン
チ
ャ

ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
、
大
企

業
の
新
規
事
業
担
当
者
を
対

象
に
ま
ず
1
0
0
人
を
公

募
。
国
内
研
修
で
3
0
人
に
絞

り
込
ん
だ
上
で
派
遣
す
る
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
本
拠

を
置
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
・

育
成
会
社
W
・
1
L
（
ウ
ィ
ル
）

が
受
け
皿
と
な
り
、
現
地
の

日
本
人
起
業
家
な
ど
が
指
導

す
る
。
バ
イ
オ
・
医
療
分
野

で
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

と
東
京
大
学
、
東
北
大
学
、

大
阪
大
学
が
連
携
す
る
。

日
米
の
大
企
業
や
投
資
家

と
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
引

き
合
わ
せ
る
イ
ベ
ン
ト
も
東

京
と
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
双

方
で
定
期
的
に
開
催
す
る
。
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シリコンバレーの主な日本人ベンチャー
（カッコ内は出身アクセラレーター、敬称略） 

会社名－ �代表者 �．業容 

ユニーノ？－ �福山太郎 （Yコンビネ一 夕ー） �新興企業向け福 

ク ��利厚生 

トレジャー �芳川裕誠 �ビッグデータ分 
データ ��析支援 

サーチマン �柴田尚樹 （500スター トアップス） �アプリ開発者向 ．けデータ分析 

フライデー �藤川幸一 （500スター トアップス） �企業向けクラウ 
タ ��ド活用支援 

シフト・フ �中村恵 �仮想通貨や各種 ポイントを一元 管理できる次世 代決済 

ァイナンシ �（Yコンビネー 

ヤル＿ �ター） 

WHILL （ウィル） �杉江理 （500スター トアップス） �電動車椅子　■ 

アップソー シャリ▼－ �高橋雄介 �スマホアプリの 
（500スター �ユニーザー獲得支 
トアップス） �擾 

ドライブモ �古賀洋吉 �スマホによる運 
ード ��転支援アプリ 

ヽ

∴毎

互へ

日
本
人
、
痍
き
門
に
挑
む

【
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
＝
小
川
義
也
、
兼
松
雄
一
郎
】
安
倍
晋
三
首
相
が
先
週
、
現
職
の
首
相
と
し

て
は
初
め
て
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
訪
れ
、
日
本
の
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
進
出
や
起
業
家
の
育

成
を
支
援
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

に
有
望
な
人
材
や
企
業
を
送
り
込
み
、
日
本
経
済
の
新
た
な
担
い
手
を
育
て
る
の
が
狙
い
だ
。
世
界

中
か
ら
優
秀
な
人
材
が
集
ま
る
「
起
業
の
聖
地
」
の
競
争
は
厳
し
い
が
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
に
あ
え
て

挑
戦
す
る
日
本
人
は
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

「
な
ぜ
こ
ち
ら
で
は
ど
ん

ど
ん
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
生
ま
れ

る
の
か
。
み
な
さ
ん
の
率
直

な
意
見
を
伺
い
た
い
」
。
安

倍
首
相
は
1
日
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
市
内
で
開
い
た
朝

食
会
で
集
ま
っ
た
日
本
人
起

業
家
に
こ
う
語
り
か
け
た
。

会
合
で
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

と
日
本
に
お
け
る
起
業
家
の

位
置
づ
け
や
失
敗
の
受
け
止

め
方
の
違
い
な
ど
幅
広
い
テ

ー
マ
に
議
論
が
及
び
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
育
成
に
か
け
る
首
相

の
熱
意
が
本
物
で
あ
る
こ
と

を
参
加
者
に
印
象
づ
け
た
。

参
加
者
の
一
人
、
柴
田
尚

樹
さ
ん
（
3
4
）
は
楽
天
の
最

年
少
執
行
役
員
、
東
京
大
学

助
教
を
経
て
2
0
0
9
年
に

渡
米
。
一
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
で
客
員
研
究
員
を
2
年
間

務
め
た
後
、
ア
プ
リ
開
発
者

向
け
に
販
売
動
向
な
ど
の
デ

ー
タ
分
析
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
サ
ー
チ
マ
ン
を
1
1
年
に

創
業
し
た
。

先
輩
が
指
南
役

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
は

「
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
」
と

呼
ば
れ
る
起
業
家
の
〝
学
校
〟

が
複
数
あ
る
。
少
数
の
株
式

と
引
き
換
え
に
、
少
額
の
資

金
と
起
業
経
験
者
や
投
資
家

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ら
れ
る
。
一
流
の
ア
ク
セ
ラ

レ
ー
タ
ー
は
狭
き
門
だ
が
、

柴
田
．
さ
ん
は
そ
の
う
ち
の
一

つ
「
5
0
0
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
ス
」
を
卒
業
し
た
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
起
業

「
競
争
、
日
本
の
州
倍
」
世
界
相
手
に
勝
負

え
る
人
が
多
い
が
、
そ
れ
で

は
遅
い
」
と
指
摘
。
「
英
語
の

壁
は
低
く
は
な
い
が
、
世
界

を
目
指
す
な
ら
最
初
か
ら
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
や
っ
て
く

る
べ
き
だ
」
と
呼
び
か
け
る
。

．
上
竹
冊
躍

安
倍
首
相
（
右
奥
）
と
の
朝

食
会
に
臨
む
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
在
住
の
日
本
人
起
業
家

し
た
理
由
の
一
つ
は
、
「
最
初

か
ら
世
界
を
相
手
に
ビ
ジ
ネ

ス
が
で
き
る
こ
と
」
だ
と
い

う
。
同
社
は
世
界
で
数
万
社

の
顧
客
を
抱
え
る
が
日
本
は

全
体
の
4
分
の
l
。
「
日
本
だ

け
な
ら
市
場
が
小
さ
い
ビ
ジ

ネ
ス
で
も
世
界
に
広
げ
れ
ば

成
り
立
つ
ケ
ー
ス
も
あ
る
」

フ
ラ
イ
デ
ー
タ
の
共
同
創

業
者
、
藤
川
幸
一
さ
ん
（
3
7
）

は
日
本
の
ヤ
フ
ー
な
ど
複
数

の
I
T
（
情
報
技
術
）
企
業

を
渡
り
歩
い
た
後
、
1
1
年
に

渡
米
。
企
業
の
ク
ラ
ウ
ド
活

用
を
支
援
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上

げた。最
初
に
手
掛
け
た
サ
ー
ビ

ス
が
伸
び
悩
み
、
共
同
創
業

者
が
去
る
な
ど
苦
し
い
時
期

も
あ
っ
た
が
、
「
4
年
た
っ

て
よ
う
や
く
互
角
に
戦
え
る

よ
う
に
な
っ
た
」
。
こ
れ
ま

で
に
日
米
の
投
資
家
か
ら
総

額
3
0
0
万
㌦
を
調
達
し
た

繹
綴

り
と
抜
か
れ
る
」
と
気
を
引

き
締
め
る
。

進
出
企
業
最
高
に

中
村
恵
さ
ん
（
善
は
ト

ッ
プ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
の

に
2
人
の
仲
間
と
シ
フ
ト
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
を
創
業

し
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

大
手
や
銀
行
な
ど
と
連
携

九
ド
絹
謂
鍼
＝

ビ
ス
の
開
発
に
取
り
組
む
。

金
融
と
I
T
を
融
合
し
た

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」
は
日
本

で
も
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
中
村
さ
ん
は
「
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
は
日
本
よ
り
変
化

膏
ス
ピ
ー
ド
が
格
段
に
速

配
摘
鞘
消
閑

甘
大
き
い
」
と
話
す
。

I
T
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
企

業
の
撤
退
が
相
次
い
だ
日
本

は
、
中
国
や
韓
国
、
イ
ン
ド

な
ど
に
比
べ
る
と
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
で
の
気
仕
感
が
薄
か

っ
た
が
、
状
況
は
急
速
に
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。
昨
年
1
0
月

時
点
の
進
出
企
業
数
は
7
2

6
社
と
前
年
比
で
約
1
5
％

増
、
邦
人
数
も
約
4
％
増
の

4
万
2
6
8
人
で
い
ず
れ
も

過
去
最
高
と
な
っ
た
。

最
近
で
は
学
校
の
研
修
も

増
え
て
い
る
。
文
部
科
学
省

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
い
、
昨

年
末
に
ま
ず
立
命
館
大
学
が

学
生
を
派
遣
。
東
京
大
学
な

ど
も
続
く
予
定
だ
。
ま
た
今

年
に
入
り
東
京
工
業
大
学
や

聖
光
学
院
（
横
浜
市
）
な
ど

「
Y
コ
ン
ビ
ネ
ー
タ
⊥
を
も
研
修
で
訪
れ
て
い
る
。

膏
一
人
。
金
融
コ
ン
サ
ル
テ

〕
ン
グ
会
社
を
経
て
、
1
4
年

Y
コ
ン
ビ
ネ
ー
タ
ー
の
パ

ー
ト
ナ
ー
、
ケ
ビ
ン
・
ヘ
イ
ル

氏
は
「
日
本
人
は
ま
ず
国
内

で
成
功
し
て
か
ら
世
界
を
目

魔
す
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
考



ソフトバンクとベネッセ

電子教材120校に配信

高校など、タブレットで利用

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
ベ
ネ
ッ

セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
2

0
1
5
年
度
か
ら
私
立
高
校

な
ど
約
1
2
0
校
を
対
象
に

授
業
や
宿
雷
で
使
う
デ
ジ
タ

ル
教
材
の
配
信
を
始
め
た
。

ベ
ネ
ッ
セ
が
持
つ
教
材
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
使
え
る
よ
う
に
す
る
。
今

夏
に
は
複
数
の
出
版
社
が
開

発
す
る
問
題
集
な
ど
の
ア
プ

リ
（
応
用
ソ
フ
ト
）
提
供
も

始
め
る
。
両
社
が
折
半
出
資
し
て
設

立
し
た
ゼ
フ
ッ
シ
ー
（
東
京

・
新
宿
）
が
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
す
る
。
具
体
的
に
は
端
末

を
通
じ
て
授
業
に
使
う
動
画

な
ど
の
教
材
を
教
師
と
生
徒

が
利
用
で
き
る
。
生
徒
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
自
習
時
間

を
記
録
し
た
り
、
教
師
が
成

績
や
学
習
状
況
を
記
録
し
た

り
す
る
機
能
も
導
入
す
る
。

4
月
か
ら
順
次
、
各
校
と

年
間
契
約
を
結
ん
で
配
信
を

始
め
た
。
I
C
T
（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し
た
教
育

・　　－■▲，．－．

に
力
を
入
れ
る
凝
立
校
を
中

心
に
今
年
度
は
組
r
2
0
校

に
提
供
す
る
計
画
だ
。
う
ち

7
割
が
高
校
で
、
ト
3
割
が
中

学
校
向
け
と
い
寺

契
約
は
学
校
単
位
で
、
料

金
は
生
徒
1
人
当
た
り
年
3

6
0
0
円
。
す
で
に
授
業
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
る

学
校
に
は
教
材
の
配
信
の
み

と
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
な
い

学
校
に
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
販
売
す

る。



町．－
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スマ木で音楽／lT大手参入

I
T
（
情
報
技
術
）
の
進
化
に
ホ
「
1
P
h
O
n
e
（
ア
イ
フ
ォ

よ
り
、
自
動
車
内
で
音
楽
を
楽
し
1
ン
）
」
の
ア
プ
リ
を
車
内
で
も

む
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
使
用
で
き
る
の
が
特
徴
。
ア
イ
フ

る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
　
ォ
ー
ン
内
に
保
存
し
て
い
る
音
楽

や
携
帯
型
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
を
楽
し
め
る
う
え
、
メ
ー
ル
作
成

を
持
ち
込
ん
で
聴
く
人
が
増
え
る
や
電
話
発
信
も
可
能
だ
。

車
内
市
場
争
奪
の
時
代

だ
け
で
な
く
、
カ
ー
ナ
ビ
を
含
め
　
童
戸
認
識
機
能
を
使
う
た
め
、

た
車
載
情
報
シ
ス
テ
ム
で
も
米
ア
目
線
を
動
か
さ
ず
に
操
作
で
き

ッ
プ
ル
や
米
グ
ー
グ
ル
な
ど
I
T
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ボ
ル
ボ
・

大
手
の
参
入
が
相
次
ぐ
。
　
　
カ
ー
な
ど
が
ら
、
4
0
以
上
の
対
応

ア
ッ
プ
ル
の
車
載
シ
ス
テ
ム
車
種
が
登
場
す
る
予
定
だ
。

「
カ
ー
プ
レ
イ
」
は
同
社
の
ス
マ
　
米
グ
ー
グ
ル
も
同
様
の
車
載
シ

ス
テ
ム
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
オ
ー

ト
」
を
開
発
し
、
2
0
1
5
年
中

に
ホ
ン
ダ
な
ど
が
対
応
車
種
を
投

入
す
る
予
定
。
普
段
使
い
慣
れ
た

ス
マ
ホ
の
機
能
を
そ
の
ま
ま
使
え

る
た
め
、
利
用
者
の
支
持
は
高
い

と
見
る
関
係
者
は
多
い
。

ク
ル
マ
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
常
時
接
続
が
可
能
に
な
り
、
従

来
の
経
路
検
索
だ
け
で
は
消
費

者
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
は
難
し
い
。
カ
ー
ナ
ビ
各
社
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
難
し
い
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
戦
略
を
迫
ら
れ
て
い

る。
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カーナビ各社は新たな技術や
サービスをアピールする

企業名 �主な取り組み・・ 

パイオニア �レコテョクと連携し、カ －ナビ向け音楽配信サー 

ビスを開始 

パナソニック �独自開発の画像処理プロ セッサ丁を使い画面の見 

やすさを訴求 

JVCケン ウッド �業界初のハイレゾ対応 
で、音質の良さをアどこ 
ル 

富士通テン �クルマの周囲の安全確認 
をしやすい車載カメラ 
を、カーナビと組み合わ 
せて提案 

クラリオン �グーグルの無料メールサ 
ービス「Gメール」で、 

運転中に声でメールの作 
成・送信ができる 

アルパイン �大画面タイプを用意。従 
・釆品より2．4倍高精細に 

表示できる液晶ディスプ 
レーを採用 

ガーナビで

′

′

ノ／
ぜJ t：

′／
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音楽配信－サービスを利用できるカーナビ「カロッツ
ェリア『サイバーナビ』」（8日、東京都渋谷区）

レコチョクと組みスマホ活用

主力事業テコ入れ

パ
イ
オ
ニ
ア
は
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
た
音
楽
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
5
月
下
旬
に
始
め

る
。
音
楽
配
信
大
手
の
レ
コ
チ
ョ
ク
（
東
京
・
渋
谷
）

と
連
携
し
、
1
0
0
万
曲
以
上
を
年
3
0
0
0
円
で

聴
き
放
題
に
す
る
。
パ
イ
オ
ニ
ア
は
カ
ー
ナ
ビ
を
中

心
と
し
た
自
動
車
分
野
に
特
化
す
る
戦
略
だ
が
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
を
使
っ
た
ナ
ビ
の
普
及

な
ど
環
境
は
厳
し
い
。
サ
ー
ビ
ス
面
の
充
実
で
新
し

い
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
顧
客
を
確
保
す
る
。

ら
自
由
に
選
べ
る
。
カ
ー
ナ

ビ
の
大
型
画
面
で
選
曲
で
き

る
た
め
、
ス
マ
ホ
な
ど
に
比

べ
て
操
作
性
が
高
く
な
る
と

い
う
。
新
機
種
購
入
者
は
l

年
間
無
料
で
聴
け
る
よ
う
に

し
、
初
年
度
で
1
0
万
台
の
販

売
を
目
指
す
。

1
0
0
万
曲
聴
き
放
題

、者繍甘
雫
サ
／♂

田
大
型
画
面
で
操
作
性
高

く
　
5
月
下
旬
に
発
売
す
る

上
位
機
種
「
サ
イ
バ
ー
ナ
ビ
」

（
1
5
万
～
2
5
万
円
程
度
）
向

け
に
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。

専
用
ア
プ
リ
（
応
用
ソ
フ
ト
）

を
入
れ
た
ス
マ
ホ
と
サ
イ
バ

ー
ナ
ビ
を
近
距
離
無
線
規
格

「
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
」
で
つ

な
ぎ
、
■
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
再

生
す
る
。
ス
マ
ホ
に
数
曲
分

を
記
憶
さ
せ
、
ト
ン
ネ
ル
内

な
ど
で
も
再
生
が
切
れ
な
い

よ
う
に
し
た
。

楽
曲
は
レ
コ
チ
ョ
ク
が
提

供
す
る
1
0
0
万
曲
以
上
か

■
気
分
入
力
す
る
と
楽
曲

推
薦
　
パ
イ
オ
ニ
ア
が
独
自

開
発
し
た
楽
曲
推
薦
技
術
も

搭
載
す
る
。
「
明
る
い
気
分
」

「
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
」
な
ど

気
分
や
好
み
を
入
力
す
る

と
、
曲
調
の
合
っ
た
楽
曲
が

出
て
く
る
。
最
新
の
ヒ
ッ
ト

曲
章
フ
ン
ダ
ム
に
再
生
し
た

り
、
カ
ラ
オ
ケ
モ
ー
ド
に
し

た
り
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

自
動
車
に
後
付
け
す
る
市

販
カ
ー
ナ
ビ
の
国
内
市
場
は

2
0
1
3
年
度
に
約
1
2
2

l
億
円
と
3
年
連
続
で
縮
小

し
た
。
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
ナ

ビ
ア
プ
リ
の
普
及
な
ど
が
響

い
て
お
り
、
カ
ー
ナ
ビ
各
社

は
独
自
性
の
あ
る
技
術
な
ど

で
ス
マ
ホ
に
対
抗
す
る
。

ア
ル
パ
イ
ン
は
大
画
面
で

高
精
細
表
示
が
可
能
な
新
機

種
を
発
売
す
る
。
J
V
C
ケ

ン
ウ
ッ
ド
は
C
D
よ
り
高
音

質
な
ハ
イ
レ
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
音
源
の
再
生
に
対
応
し
た

カ
ー
ナ
ビ
を
投
入
し
、
カ
ー

用
品
店
な
ど
で
好
調
な
出
足

を
見
せ
て
い
る
。

パ
イ
オ
ニ
ア
は
こ
れ
ま
で

技
術
面
を
前
面
に
出
し
て
き

た
が
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
と
の

明
確
な
違
い
を
出
す
の
は
難

マ
ホ
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に

音
楽
と
い
う
新
し
い
付
加
価

値
を
訴
求
し
た
い
」
と
話
す
。

今
後
は
走
行
状
況
に
応
じ
た

音
楽
を
流
す
な
ど
さ
ら
に
独

自
性
の
あ
る
製
品
を
開
発
し

た
い
考
え
だ
。

パ
イ
オ
ニ
ア
は
据
え
置
き

塾
カ
ー
ナ
ビ
の
国
内
最
大

手
。
す
で
に
A
V
（
音
響
・

映
像
）
機
器
事
業
を
分
離
し

て
お
り
、
今
後
は
カ
ー
ナ
ビ

を
中
心
と
し
た
自
動
車
分
野

に
集
中
す
る
。
1
7
年
3
月
期

し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
大
館

諭
執
行
役
員
は
「
ス
マ
ホ
と

争
う
の
で
な
く
、
車
内
に
ス

に
は
車
載
機
事
業
の
売
上
高

を
1
4
年
3
月
期
比
1
3
％
増
の

約
4
0
0
0
億
円
に
引
き
上

げ
る
計
画
だ
。



ソフトバンク
テ　ク　　ノ

佃
攻
撃
メ
ー
ル
に
対
策

企
業
の
公
開
ア
ド
レ
ス
向
け

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
（
S
B
T
）
は
、
企

業
が
公
開
し
て
い
る
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
狙
っ
て
企
業
の

情
報
を
盗
み
出
す
「
標
的
塾

サ
イ
バ
ー
攻
撃
」
の
対
策
サ

ー
ビ
ス
を
今
月
中
旬
か
ら
始

め
る
。
採
用
窓
口
な
ど
企
業

が
外
部
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

を
受
け
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
的
を
絞
っ
て
、
効
率
的
に

対
策
が
取
れ
る
の
が
特
徴
。

3
年
で
5
0
0
社
の
採
用
を

め
ざ
す
。
採
用
や
投
資
家
向
け
広
報

（
I
R
）
、
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
、

企
業
が
社
外
に
公
開
し
て
い

る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
保
護

対
象
と
す
る
。
ウ
イ
ル
ス
付

き
イ
・
ル
を
受
信
す
る
前
に

ク
ラ
ウ
ド
の
仮
想
環
境
で
メ

ー
ル
を
開
き
、
実
際
に
ウ
イ

ル
ス
が
見
つ
か
れ
ば
隔
離
す

る。
顧
客
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

や
苦
情
な
ど
は
不
特
定
の
外

部
か
ら
の
メ
ー
ル
で
も
閃
か

ざ
る
を
え
ず
、
結
果
と
し
て

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
許
し
て

し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
求
人

へ
の
応
募
を
装
っ
た
サ
イ
バ

ー
攻
撃
も
増
え
て
お
り
、
標

的
に
な
り
や
す
い
ア
ド
レ
ス

を
優
先
的
に
守
る
。

基
本
料
金
は
公
開
ア
ド
レ

ス
一
つ
に
つ
き
年
6
万
円
で

初
期
費
用
が
9
万
円
（
6
月

末
ま
で
の
申
し
込
み
は
無

料
）
か
か
る
。
同
社
は
全
従

業
員
の
ア
ド
レ
ス
を
対
象
と

し
た
保
護
サ
ー
ビ
ス
も
提
供

し
て
い
る
が
、
よ
り
リ
ス
ク

の
高
い
公
開
ア
ド
レ
ス
に
絞

り
料
金
を
抑
え
る
。
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ネット経由で労務管理

派
遣
社
員
、
在
宅
勤
務
O
K

パ
ソ
ナ
と
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

導
入
を
支
援
や

パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
と
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
は
、
派
遣
社
員
が
自
宅
で
働
け
る
「
在
宅

派
遣
」
の
導
入
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
共
同
で
始

め
る
。
両
社
が
開
発
し
た
労
務
管
理
ソ
フ
ト

と
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ク
ラ
ウ
ド
塾

業
務
ソ
フ
ト
を
連
携
さ
せ
、
自
宅
で
の
就
労

環
境
を
整
え
る
。
限
ら
れ
た
時
間
や
日
数
だ

け
働
き
た
い
人
に
新
し
い
働
き
方
を
提
供

し
、
企
業
の
人
材
確
保
の
選
択
肢
を
増
や
す
。

月
内
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
在
宅

勤
務
で
は
、
労
務
管
理
な
ど

の
シ
ス
テ
ム
構
築
と
、
就
業

規
則
作
り
の
支
援
と
い
っ
た

仕
組
み
作
り
は
別
々
だ
っ
た

が
、
新
サ
ー
ビ
ス
で
は
ま
と

め
て
提
供
で
き
る
。
両
社
で

は
、
書
類
の
作
成
が
多
い
企

画
部
門
の
事
務
職
や
メ
ー
ル

で
消
費
者
対
応
す
る
派
遣
社

員
な
ど
で
の
活
用
が
進
む
と

想
定
し
て
い
る
。

派
遣
社
員
か
自
宅
で
働
く

在
宅
派
遣
は
、
「
ほ
と
ん
ど

前
例
が
な
い
」
　
（
厚
生
労
働

省
）
と
さ
れ
、
地
方
や
郊
外

に
住
む
人
材
の
活
用
に
も
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
派

遣
社
員
に
加
え
、
契
約
社
員
、

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
寄
り
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

時
給
で
働
く
全
従
業
員
の
在

宅
勤
務
に
活
用
で
き
る
。

会
社
に
い
る
管
理
者
と
自

宅
に
い
る
派
遣
社
員
の
や
り

と
り
は
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
の
ク
ラ
ウ
ド
塾
業
務
ソ

フ
ト
「
オ
フ
ィ
ス
3
6
5
」

と
対
話
ソ
フ
ト
「
ス
カ
イ
プ

・
フ
ォ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
を

使
う
。
メ
ー
ル
、
音
声
・
ビ

デ
オ
対
話
、
ビ
デ
オ
会
議
、

文
事
共
有
の
機
能
を
組
み
合

わ
せ
る
。
′

労
務
管
理
は
こ
う
し
た
ソ

フ
ト
と
連
動
さ
せ
、
仕
事
中

か
休
憩
中
か
な
ど
派
遣
社
員

の
状
況
を
記
録
す
る
。
労
働

時
間
の
認
定
は
労
働
者
の
申

請
ベ
ー
ス
だ
が
、
パ
ソ
コ
ン

画
面
を
不
定
期
に
記
録
し
て

勤
務
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
も
可
能
だ
。

派
遣
社
員
は
派
遣
先
の
企

業
か
ら
指
揮
命
令
を
受
け
て

働
き
、
給
料
は
派
遣
元
の
会

社
か
ら
支
払
っ
て
も
ら
う
。

時
給
制
が
多
く
、
在
宅
派
遣

の
実
現
に
は
時
間
管
理
と
指

揮
命
令
系
統
の
明
確
化
が
必

要
と
な
る
た
め
、
I
C
T
（
情

報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
て

体
制
を
担
保
す
る
。

正
社
員
な
ど
の
在
宅
勤
務

の
導
入
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
き
た
パ
ソ
ナ
で
は
、

在
宅
派
遣
の
導
入
支
援
で
も

就
労
規
則
の
見
直
し
や
人
事

評
価
制
度
の
構
築
と
い
っ
た

業
務
を
受
注
で
き
る
と
み
て

い
る
。
一
方
、
日
本
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
は
オ
フ
ィ
ス
3
6

5
な
ど
の
利
用
拡
大
に
つ
な

げ
た
い
考
え
。

厚
労
省
の
労
働
力
調
査
に

よ
る
と
、
3
月
時
点
の
派
遣

労
働
者
は
約
1
1
7
万
人
。

在
宅
派
遣
が
広
が
れ
ば
「
い

ま
ま
で
働
晶
で
い
な
い
人

が
、
l
万
人
単
乱
で
増
え
る

可
能
性
が
あ
る
」
（
パ
ソ
ナ
）

と
い
う
。
派
遣
社
員
詣
働
く
時
間
や

場
所
、
時
給
、
壱
事
内
容
な

ど
の
希
望
に
逝
い
働
き
口
を

派
遣
会
社
が
紆
し
て
く
れ
る

ほ
か
、
派
遣
会
社
の
教
育
訓
■

練
サ
ー
ビ
ス
で
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
で
き
象
徴
が
濁
る
。

日
本
人
材
派
遣
協
会
の
派
遣

社
員
ア
ン
ケ
「
ト
で
は
今
後

の
働
き
方
に
、
つ
い
て
、
既
婚

女
性
の
約
4
7
儀
「
当
面
は

派
遣
」
は
漂
て
茂
∵
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卜の連携が進む

怯）契約者掛ま直近の謁示件数、法人含む。Tポイントは1年以内にカードを使った会員数

ポ
イ
ン
ト
事
業
仙
川
5

万
人
に
カ
ー
ド

N
T
T
ド
コ
モ
は
携
帯
電
話
契
約
者
向
け
の
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
（
3
面
き
ょ
う
の
こ
と
ば
）
の
利
用
を
外
部
に
開
放
す
る
。
共
通
ポ
イ
ン
ト

「
P
O
n
t
a
（
ボ
ン
タ
）
」
の
運
営
会
社
と
連
携
し
、
1
2
月
か
ら
小
売
り
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
2
万
余
り
の
加
盟
店
で
ポ
イ
ン
ト
を
使
え
る
よ
う

に
す
る
。
約
5
4
0
0
万
人
の
個
人
契
約
者
が
対
象
と
な
る
。
利
用
者
の
裾
野
の
広
い
携
帯
電
話
の
最
大
手
、
ド
コ
モ
の
戦
略
転
換
で
ポ
イ
ン
ト

の
使
い
や
す
さ
が
大
き
く
高
ま
る
。

ま
ず
ロ
ー
ソ
ン
利
用
可
能
に

ド
コ
モ
は
並
行
し
て
個
人

契
約
者
向
け
に
独
自
の
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
も
無
償
で
発
行

す
る
。
ボ
ン
タ
と
の
連
携
は

事
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
手
続
き
が
必
要
に
な

る
。
l
方
、
独
白
カ
ー
ド
で

は
小
売
り
や
サ
ー
ビ
ス
店
で

そ
の
ま
ま
買
い
物
を
し
た

り
、
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
た
り

で
き
る
。
ま
ず
、
ボ
ン
タ
の

有
力
メ
ン
バ
ー
の
ロ
ー
ソ
ン

か
ら
始
め
、
他
の
小
売
企
業

な
ど
に
広
げ
る
。

ボ
コ
モ
は
現
在
、
月
々
の
．

携
帯
料
金
な
ど
の
支
払
い
1

0
0
0
円
に
つ
き
、
基
本
的

に
5
～
1
0
0
澤
を
付
与
す

る
。
独
自
サ
ー
ビ
ス
に
こ
だ

わ
り
、
利
用
は
端
末
や
ケ
ー

ス
購
入
な
ど
ド
コ
モ
向
け
の

支
払
い
、
商
品
券
へ
の
交
換

な
ど
の
ほ
か
、
日
本
航
空
の

マ
イ
レ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

限
ら
れ
て
い
た
。

携
帯
大
手
で
は
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
が
共
通
ポ
イ
ン
ト
「
T

ポ
イ
ン
ト
」
と
サ
ー
ビ
ス
を

統
合
し
運
営
す
る
T
ポ
イ
ン

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
（
東
京
・
渋

谷
）
に
出
資
し
た
。
K
D
D

I
（
a
u
）
は
ポ
イ
ン
ト
と

電
子
マ
ネ
ー
を
組
み
合
わ
せ

た
独
自
の
「
a
u
ウ
ォ
レ
ッ

ト
」
を
展
開
し
小
売
店
な
ど

で
の
利
用
を
進
め
て
い
る
。

携
帯
電
話
の
国
内
市
場
が

伸
び
悩
む
申
、
ド
コ
モ
は
小

売
り
や
飲
食
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
な
ど
に
ポ
イ
ン
ト
の

用
途
を
広
げ
て
利
用
者
の
利

便
性
を
高
め
契
約
者
を
つ
な

ぎ
留
め
る
。
こ
れ
で
携
帯
大

手
3
社
が
ポ
イ
ン
ト
の
外
部

開
放
で
で
そ
ろ
う
。

ド
コ
モ
は
ポ
イ
ン
ト
の
名

称
を
「
d
ポ
イ
ン
ト
」
に
変

更
し
、
「
ボ
ン
タ
」
を
運
営

す
る
三
菱
商
事
系
の
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

（
東
京
・
渋
谷
）
と
提
携
す

る
。
ネ
ッ
ト
で
手
続
き
し
ド

と
ボ
ン
タ
の
ポ
イ
ン
ト

を
交
換
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
る
計
画
だ
。
ポ
イ
ン
ト

の
交
換
比
率
は
今
後
詰
め
る

が
、
ボ
ン
タ
加
盟
の
昭
和
シ

ェ
ル
石
油
や
D
V
D
レ
ン
タ

ル
の
ゲ
オ
な
ど
約
2
万
3
0

0
0
店
で
広
く
ポ
イ
ン
ト
を

使
え
る
よ
う
に
す
る
。

共
通
ポ
イ
ン
ト
は
会
員
数

が
約
5
3
0
0
万
人
の
J
ポ

イ
ン
ト
と
約
6
9
0
0
万
人

の
ボ
ン
タ
、
楽
天
が
展
開
す

る
約
9
9
0
0
万
人
の
「
楽

天
ス
ー
パ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
の

3
陣
営
に
分
か
れ
る
。
T
ポ

イ
ン
ト
は
ヤ
フ
ー
と
も
サ
ー

ビ
ス
を
統
合
。
ボ
ン
タ
は
リ

ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
と
相
乗
り
を
進
め
る
。
国

内
最
大
規
模
の
5
0
0
0
万

人
強
の
会
員
を
抱
え
る
ド
コ

モ
が
ボ
ン
タ
と
連
携
す
る
こ

と
で
勢
力
図
が
変
わ
り
合
従

連
衡
が
続
き
そ
う
だ
。
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アウトレット

専用カウンターで免税の手続きをする旅行客
（11日、東京都新宿区のルミネエスト新宿）

訪日外国人の消費額は急速に伸びている 
万人 

億円 8000 6000 4000 2000 0 （ミ �⊥慧〒血・∃享§§ 

2012年‘l13rl14　日5 

主）観光庁「訪日外国人消責動向調査」を茎に作成 

商業施設や商店街に
「免税一括カウンター」設置の動きが広がる
■企業・商店街名 �概琴 

ルミネ �11日からルミネ横浜（横 浜市）など首都圏の5館 

に設置 

イオンモール �成田市や沖縄県北中城村 
‾など3カ所のSCで順次 

導入 

三葦地所・サイ �今秋をめどに成田空港近 

モン �陵のアウトレットモール 

（東京・千代田） �に設置・ 

福岡地所 �「キャナルシティ博多」 

（福岡市） �で今夏めどに設ける 

しまなみ （愛媛県今治市） �「多々羅しまなみ公園」な 
ど3カ所の道の駅た導入 

予定 

裏町商店街、 �地元百貨店の天満屋にあ る免税カウンターで、商 

（岡山市） �店街の免税の手続きを受 

け付ける予定 

駅の…道∴

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
S
C
）
な
ど
の
商
業
施

設
で
、
複
数
店
の
免
税
手
続
き
を
ま
と
め
て
済
ま
せ
る

「
免
税
一
括
カ
ウ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
広
が
っ
て
い
る
。

1
1
日
に
ル
ミ
ネ
が
首
都
圏
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
5
施

設
で
始
め
た
ほ
か
、
商
店
街
や
「
道
の
駅
」
で
も
開
設

準
備
が
進
む
。
4
月
の
規
制
緩
和
を
受
け
て
、
訪
日
外
、

国
人
客
の
旺
盛
な
買
い
物
需
要
を
取
り
込
む
動
き
が
地

方
で
も
倍
発
に
な
っ
て
い
る
。

訪
日
客
取
り
込
み

免
税
一
括
カ
ウ
ン
タ
ー

、
は
、
商
業
施
設
内
の
い
ろ
い

ろ
な
店
で
買
っ
た
商
品
を
ま

と
め
て
免
税
の
手
続
き
が
で

き
る
。
訪
日
客
に
と
っ
て
面

倒
な
手
続
き
を
減
ら
せ
る
う

蕾
雷
蓋
等

え
、
1
店
ず
つ
で
は
免
税
対

象
の
下
限
額
（
衣
料
品
な
ど

一
般
物
品
で
1
万
円
）
に
達

し
な
か
っ
た
場
合
も
、
複
数

店
の
購
入
額
を
合
算
し
て
免

税
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

店
舗
側
に
と
っ
て
も
、
免

税
や
外
国
語
に
通
じ
た
免
税

担
当
者
を
商
業
施
設
に
委
ね

ら
れ
る
。
さ
ら
に
施
設
内
で
、

少
額
で
も
幅
広
く
買
い
物
を

重
ね
る
訪
日
客
を
呼
び
込
み

や
す
く
な
る
。

ル
ミ
ネ
は
日
日
、
首
都
圏

の
主
要
5
施
設
に
消
費
税
を

払
い
戻
す
免
税
t
括
カ
ウ
ン

タ
ー
を
設
け
た
。
ル
ミ
ネ
エ

ス
ト
新
宿
（
東
京
・
新
宿
）

で
は
地
下
1
階
と
6
階
の
2

カ
所
に
設
置
。
英
語
と
中
国

語
を
話
せ
る
ス
タ
ッ
フ
を
常

駐
さ
せ
、
買
い
物
を
急
ぐ
訪

日
客
に
迅
速
に
対
応
す
る
。

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
運

営
大
手
の
三
菱
地
所
・
サ
イ

モ
ン
（
東
京
・
千
代
田
）
は
、

今
秋
を
メ
ド
に
酒
々
井
プ
レ

ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
（
千

葉
県
酒
々
井
町
）
に
導
入
す

る
。
成
田
空
港
に
近
く
、
訪

日
客
の
利
用
増
を
見
込
む
。

福
岡
市
の
複
合
商
業
施
設

「
ヰ
ヤ
ナ
ル
シ
テ
ィ
博
多
」

を
運
営
す
る
福
岡
地
所
は
、

今
夏
を
め
ど
に
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
る
。
博
多
港
に
近
い
同

施
設
に
は
ア
ジ
ア
観
光
客
が

多
く
、
2
0
1
4
年
度
の
ク

ル
ー
ズ
船
か
ら
の
来
店
客
は

前
年
度
の
8
倍
の
1
8
万
人
に

増
え
た
。
商
業
施
設
を
展
開

す
る
三
井
不
動
産
や
森
ビ
ル

も
一
部
で
導
入
を
検
討
し
て

いる。S
C
運
営
大
手
の
イ
オ
ン

モ
ー
ル
は
、
成
田
空
港
か
ら

近
い
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田

（
千
葉
県
成
田
市
）
な
ど
3
つ

の
S
C
で
順
次
設
置
す
る
予

定
。
「
ま
と
め
買
い
な
ど
消
費

を
喚
起
し
や
す
い
」
（
吉
田
昭

夫
社
長
）
と
み
て
、
さ
ら
に

導
入
店
を
増
や
す
姿
勢
だ
。

ユ
ニ
ー
ク
な
事
例
で
は
、

広
島
県
尾
道
市
と
愛
媛
県
今

治
市
を
結
ぶ
西
瀬
戸
自
動
車

道
（
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
）

で
、
集
客
施
設
「
道
の
駅
」

の
運
営
会
社
が
3
カ
所
で
開

設
を
準
備
し
て
い
る
。
地
方

に
も
訪
日
客
の
足
が
延
び
、

免
税
手
続
き
の
利
便
性
を
求

め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
。

従
来
は
、
ュ
つ
の
店
舗
と

み
な
さ
れ
る
百
貨
店
で
一
括

手
続
き
は
で
き
た
。
一
方
で

多
く
の
店
が
テ
ナ
ン
ト
と
し

て
入
居
す
る
商
業
施
設
は
、

規
制
緩
和
を
受
け
て
一
括
対

応
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

訪
日
客
に
人
気
の
観
光
地

を
持
つ
京
都
府
は
、
商
店
街

に
お
け
る
免
税
一
括
カ
ウ
ン

タ
ー
の
設
置
費
用
を
補
助

る
。
自
治
体
の
後
押
し
で

で
も
普
及
が
加
速
す
る

性
が
あ
る
。



号
ソ
ア
で
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析

が
　
N
ト
デ
・
夕
自
前
で
自
販
機
や
通
販

N
T
T
デ
ー
タ
は
2
0
1
5
年
中
に
も
ア
ジ
ア
で
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
自
ら
自
動
販

売
機
の
運
用
や
生
鮮
品
の
ネ
ッ
ト
通
販
を
手
が
け
、
現

地
で
効
果
を
提
示
し
な
が
ら
顧
客
を
開
拓
す
る
。
2
0
年

ま
で
に
シ
ス
テ
ム
関
連
事
業
の
売
上
高
を
現
在
の
4
倍

の
1
0
0
0
億
円
に
引
き
上
げ
る
。
企
業
向
け
シ
ス
テ
曾

ム
構
築
や
機
器
販
売
が
中
心
だ
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
で
は

市
場
を
育
て
る
た
め
消
費
者
向
け
事
業
に
踏
み
込
む
。

効
果
示
し
顧
客
開
拓

飲
料
自
販
機
の
運
用
は
年

内
に
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ

レ
ー
シ
ア
で
始
め
る
。
鉄
道

会
社
や
商
業
施
設
の
運
営
会

社
な
ど
と
組
み
、
駅
や
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
い
っ
た

人
が
集
ま
る
場
所
に
設
置
す

る
。
飲
料
会
社
や
物
流
会
社

と
も
協
業
す
る
が
、
自
販
機

の
保
有
や
飲
料
の
在
庫
管
理

な
ど
の
事
業
全
体
は
N
T
T

デ
ー
タ
が
手
が
け
る
。

昆
版
機
に
は
通
信
機
能
を

搭
載
し
、
設
置
場
所
や
時
間

帯
に
よ
る
売
れ
行
き
を
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
分
析
し
て
品
ぞ
ろ

え
に
生
か
す
。
設
置
場
所
と

販
売
動
向
の
関
係
な
ど
も
分

析
し
、
購
入
頻
度
が
高
そ
う

な
施
設
に
設
置
を
提
案
す

る
。
電
子
マ
ネ
ー
で
決
済
で

き
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
現

金
の
回
収
を
不
要
に
す
る
な

ど
し
て
運
営
効
率
を
高
め

る。
イ
ン
ド
で
は
年
内
に
も
野

菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
を
ネ
ッ

ト
で
販
売
す
る
。
有
徽
野
菜

の
農
家
や
配
送
を
担
う
物
流

会
社
を
と
り
ま
と
め
、
鮮
度

や
品
質
の
良
い
食
材
を
求
め

る
富
裕
層
や
高
級
ホ
テ
ル
の

に
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
既
存

の
事
業
を
含
め
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
で
売
上
高
1
0
0

0
億
円
を
め
ざ
す
。

需
要
に
応
え
る
。

通
販
サ
イ
ト
や
決
済
な
ど

の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
事

業
全
体
を
管
理
す
る
。
消
費

者
向
け
の
新
事
業
で
2
0
年
ま

で
に
売
上
高
2
5
0
億
円
を

め
ざ
す
。
新
興
国
の
企
業
は
高
額
な

I
T
（
情
報
技
術
）
機
器
を

導
入
す
る
資
金
に
乏
し
い
場

合
が
あ
る
。
「
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
分
析
技
術
を
生
か
せ
ば
売

り
上
げ
を
伸
ば
せ
る
」
と
提

案
し
て
も
現
地
で
は
実
績
が

な
い
た
め
説
得
力
に
欠
け
た

と
い
う
。
自
ら
消
費
者
向
け

の
事
業
に
乗
り
出
し
て
導
入

の
効
果
を
示
し
、
商
機
を
広

げ
て
い
く
考
え
宅

東
南
ア
ジ
ア
の
I
T
市
場

は
5
兆
4
0
0
0
億
円
程
度

と
さ
れ
る
。
年
8
％
前
後
の

勢
い
で
伸
び
て
い
る
が
、
N

T
T
デ
ー
タ
は
消
費
者
向
け

諏
謂
髭
粥
錮
闘



タブレット使い音声・動画

授業で盲　P a d

を使い調べ物を
する生徒（横浜
市の桐蔭学園）

霊
丁
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入
検
討

・錘

文
部
科
学
省
は
1
2
日
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
携
帯
情
報
端
末
）
な
ど
を
使
っ
た
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
睾
」
の
導

入
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
検
討
会
議
の
初
会
合
を
開
い
た
。
英
語
や
音
楽
で
童
戸
を
使
っ
た
体
験
型

学
習
な
ど
を
し
や
す
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
教
科
書
の
検
定
制
度
や
端
末
の
費
用
負
担
な
ど

実
現
に
は
課
題
も
多
い
。
検
討
会
議
は
2
0
1
6
年
末
ま
で
に
具
体
的
な
方
向
性
を
ま
と
め
る
方
針
だ
。

検
定
・
端
末
費
用
に
課
題
文
科
省
会
議

検
討
会
議
は
教
育
の
専
門

家
ら
n
人
で
構
成
。
座
長
に

就
任
し
た
東
北
大
大
学
院
の

城
田
龍
也
教
授
（
教
育
工
学
）

は
「
情
報
化
に
対
応
し
た
学

習
環
境
が
議
論
さ
れ
る
な

か
、
検
討
す
べ
き
要
素
は
多

い
が
、
前
向
き
に
進
め
た
い
」

と
話
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
紙
の
■

教
科
等
の
デ
ー
タ
を
タ
ブ
レ

ッ
ト
な
ど
に
収
め
、
童
戸
や

動
画
も
含
ん
だ
も
の
を
相
是

し
て
い
る
。
英
語
や
音
楽
で

童
戸
を
聴
け
た
り
、
算
数
・

数
学
の
図
形
を
立
体
的
に
学

ん
だ
り
、
体
験
型
の
学
習
を

し
や
す
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
が

ある。無
線
L
A
N
な
ど
が
備
わ

っ
た
教
室
内
で
電
子
黒
板
と

接
続
す
れ
ば
、
教
員
と
児
童

生
徒
や
、
児
童
生
徒
同
士
の

や
り
と
り
も
可
能
に
な
る
。

動
画
な
ど
の
活
用
に
よ
っ

て
児
童
生
徒
の
授
業
の
理
解

が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

政
府
の
教
育
再
生
実
行
会

議
が
今
月
1
4
日
に
安
倍
晋
三

首
相
に
提
出
す
る
提
言
案
で

も
「
教
科
書
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
」
が
盛
り
込
ま
れ
る

見
込
み
だ
。
・

た
だ
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
本
格
的
な
導
入
に
は
課
題

が
多
い
。
教
科
書
は
現
行
法

で
は
「
紙
」
で
あ
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
小
中
高

校
生
向
け
の
教
科
書
は
公
正

性
や
正
確
性
の
確
保
の
た
め

検
定
を
経
て
使
用
さ
れ
て
お

り
、
本
格
的
な
導
入
に
は
学

校
教
育
法
な
ど
の
法
改
正
が

必
要
に
な
る
。

童
戸
や
動
画
な
ど
の
検
定

方
法
や
、
著
作
物
の
権
利
者

へ
の
支
払
い
方
法
な
ど
も
検

計
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
義
務
教
育
段
階
の

教
科
書
は
現
在
、
毎
年
約
4

0
0
億
円
を
投
じ
て
無
償
配

布
し
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

な
ど
「
1
人
1
台
」
を
児
童

生
徒
に
配
備
し
た
り
、
全
体

の
通
信
環
境
を
整
備
し
た
り

す
る
費
用
負
担
は
ど
う
な
る

の
か
、
自
治
体
の
負
担
分
は

ど
う
な
る
の
か
、
財
政
的
な

課
雷
は
大
き
い
。
視
力
や
ネ

ッ
ト
依
存
な
ど
児
童
生
徒
の

健
康
面
へ
の
配
慮
も
求
め
ら

有
そ
う
だ
。



20代単身の金融資産

5年前の4割
147万円

学
生
や
社
会
人
に
な
っ
た

平
成
生
ま
れ
の
若
者
た
ち
が

活
躍
し
始
め
て
い
る
。
「
内

向
き
」
　
「
縮
み
志
向
」
な
ど

と
嘆
か
れ
る
こ
と
の
多
い
世

代
だ
が
、
潜
在
力
を
発
揮
す

る
の
は
こ
れ
か
ら
。
社
会
の

現
実
と
向
き
合
う
平
成
世
代

を
追
う
。
東
京
大
学
の
投
資
サ
ー
ク

ル
「
A
g
e
n
t
S
」
に
今

年
春
、
2
0
人
超
の
新
入
生
が

門
を
た
た
い
た
。
前
の
年
の

心
の
高
さ
に
上
級
生
も
驚
き

を
隠
せ
な
い
。

サ
ー
ク
ル
は
、
単
に
有
利

な
投
資
先
を
選
ぶ
場
で
は
な

い
。
「
こ
の
会
社
の
自
己
資

本
利
益
率
（
R
O
E
）
は
上

昇
基
調
に
あ
る
」
　
「
在
庫
が

増
え
た
理
由
は
」
－
－
。
短

入
部
希
望
者
が
殺
到
し
た
東
京
大
学

の
投
資
サ
ー
ク
ル
A
g
e
n
I
S

日
経
平
均
株
価
が
一
時
2
万
円
を
超

え
、
投
資
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。

企
業
の
潜
在
力
を
引
き
出
す
た
め
に

も
、
投
資
家
層
の
裾
野
は
広
げ
た
い
。

若
年
層
に
も
投
資
の
意
味
や
妙
味
を
き

っ
ち
り
伝
え
、
貯
蓄
だ
け
に
偏
ら
な
い

資
産
形
成
に
目
を
向
け
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
た
だ
若
年
層
は
手
持
ち
の
資
金
が
少

な
く
、
ど
う
し
て
も
思
い
切
っ
た
投
資

行
動
を
と
れ
な
い
。
金
融
広
報
中
央
委

員
会
に
よ
る
と
、
2
0
代
・
単
身
者
の
金

融
資
産
保
有
額
は
2
0
1
4
年
で
1
4

7
万
円
。
5
年
前
の
4
割
の
水
準
に
落

ち
込
ん
で
い
る
。
堅
実
と
い
う
よ
り
萎

縮
し
て
い
る
印
象
だ
。

昨
年
始
ま
っ
た
少
額
投
資
非
課
税
制

度
（
N
I
S
A
）
も
口
座
開
設
者
は
4
0

代
以
上
に
集
中
。
2
0
代
は
3
％
に
す
ぎ

な
い
。
今
の
景
気
は
平
成
世
代
が
初
め

て
直
面
す
る
明
る
い
局
面
と
い
え
そ

う
。
今
後
の
投
資
行
動
に
注
目
だ
。

期
の
も
う
け
に

目
を
奪
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
腰

投
資
意
欲
、
前
例
な
い
高
さ

在
籍
学
生
と
は

ぽ
同
数
と
あ
っ
て
、
新
入
り

は
1
0
人
に
抑
え
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
株
式
投
資
へ
の
閲

を
据
え
て
企
業

を
見
る
目
を
養
お
う
と
し
て

いる。サ
ー
ク
ル
の
滝
沢
優
真
さ

ん
（
2
1
）
は
経
済
学
部
3
年

生
。
株
式
投
資
は
中
学
3
年

で
始
め
た
。
今
は
ジ
ャ
ス
ダ

ッ
ク
な
ど
の
企
業
6
銘
柄
に

資
金
を
投
じ
る
。
「
大
字
は

成
長
が
限
ら
れ
、
値
動
き
も

重
い
。
新
興
企
業
の
成
長
力

に
注
目
し
て
い
る
」
と
冷
静

に
企
業
の
動
き
を
見
守
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
証
券
最

大
手
の
S
B
I
証
券
が
昨
年

1
2
月
に
実
施
し
た
顧
客
調
査

で
は
、
投
資
額
を
「
増
や
し

た
い
」
と
答
え
た
2
0
代
の
比

率
は
6
5
・
7
％
と
、
他
の
ど

の
世
代
よ
り
も
高
か
っ
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
も
手
伝

い
、
投
資
熱
は

か
つ
て
な
い
高

さ
に
あ
る
。
S

B
I
証
券
も

「
若
い
人
の
方
が
挑
戦
し
や

す
い
は
ず
だ
」
と
期
待
を
込

める。大
阪
府
内
に
住
む
会
社
員

の
坂
上
文
哉
さ
ん
（
空
は

昨
年
3
月
、
日
経
平
均
株
価

に
連
動
す
る
投
資
信
託
を
1
0

万
円
購
入
し
た
。
活
況
を
示

す
相
場
に
背
中
を
押
さ
れ
て

資
産
形
成
に
踏
み
出
し
た
。

こ
れ
ま
で
「
ち
ょ
っ
と
お
金

が
た
ま
っ
た
な
と
思
っ
た
時

に
貯
金
し
て
き
た
」
。
り
そ

な
銀
行
の
Ⅴ
・
1
S
a
デ
ピ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
使
い
、
ふ
だ
ん

の
買
い
物
も
口
座
残
高
の
範

囲
内
に
抑
え
る
。

平
成
世
代
は
堅
実
さ
が
信

条
だ
。
少
し
ず
つ
自
由
に
使

え
る
お
金
が
増
え
る
な
か
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
入
り
口
で
身

の
丈
に
あ
っ
た
投
資
を
考
え

始
め
て
い
る
。



BAS Eは鶴岡さん㊧を中
心に経営のアイデアを練る

25～34歳の起業者

5年で9万人減

大
阪
府
吹
田
市
に
住
む
男

性
（
翌
は
ほ
ぼ
毎
日
、
午

前
6
時
半
か
ら
翌
日
午
前
0

時
ま
で
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

に
向
き
合
う
。
手
掛
け
る
の

は
、
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
と
呼

ば
れ
る
成
果
報
酬
型
の
広
告

サ
ー
ビ
ス
。
自
前
の
5
つ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を

駆
使
し
、
紹
介
し
た
商
品
が

売
れ
れ
ば
そ
の
企
業
か
ら
報

酬
を
も
ら
う
。
月
々
の
稼
ぎ

は
1
0
0
万
円
を
超
す
。

商
売
道
具
の
パ
ソ
コ
ン
を

手
に
入
れ
た
の
は
小
学
校
5
ノ

年
生
の
と
き
。
中
学
生
で
ア

フ
ィ
リ
エ
イ
ト
を
始
め
、
青

た
。
I
T
（
情

報
技
術
）
を
貪

欲
に
取
り
込

ガ

汁
や
家
電
製
品
の
広
告
で
月

2
万
～
3
万
円
を
得
た
。
「
い

つ
潰
れ
て
も
お
か
し
く
な

い
」
大
企
業
に
は
就
職
し
な

い
。
「
2
0
代
で
2
億
円
を
稼

ぐ
」
の
が
目
標
だ
。

い
ま
の
2
0
代
は
パ
ソ
コ
ン

が
あ
竃
の
が
当
た
り
前
の
環

境
で
育
っ
て
き

一

．

i

■

t

■

■

け

／

挑
む
平
成
世
代
噺

電
子
商
取
引
の
市
場
規
模
は
拡
大
し

て
お
り
、
経
済
産
業
省
に
よ
る
と
、
2

0
1
3
年
に
企
業
が
消
費
者
と
の
闇
で

売
り
買
い
し
た
規
模
は
1
1
兆
円
に
な
っ

た
。
前
年
比
1
7
％
増
と
高
い
伸
び
だ
。

企
業
同
士
の
取
引
も
4
％
増
の
1
8
6

兆
円
に
上
る
。
ネ
ッ
ト
空
間
に
入
り
込

め
ば
、
あ
る
程
度
、
生
計
を
立
て
る
の

は
可
能
だ
。

た
だ
I
T
の
普
及
が
開
業
率
を
上
げ

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
総
務
省

の
就
業
構
造
基
本
調
査
（
2
0
1
2
年
）

を
み
る
と
、
2
5
～
3
4
歳
の
起
業
者
は
2
4

万
人
。
0
7
年
の
3
3
万
人
か
ら
減
り
、
全

体
に
占
め
る
比
率
も
5
％
を
割
り
込
ん

で
い
る
。
身
近
な
I
T
で
簡
単
に
収
入
を
得
て

い
る
人
は
増
え
て
い
る
。
た
だ
、
出
色

の
ア
イ
デ
ア
や
人
並
み
外
れ
た
行
動
力

は
乏
し
い
よ
う
に
み
え
る
。
安
定
志
向

か
ら
も
う
一
歩
抜
け
出
せ
る
か
ど
う
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。

身
近
な
I
T
、
独
立
の
武
器

ェ
ブ
サ
イ
ト
開

設
支
援
の
B
A

S
E
人
東
京
・

み
、
「
起
業
だ
」
「
独
立
だ
」

と
身
構
え
ず
と
も
、
わ
ず
か

な
元
手
で
仕
事
を
始
め
る
。

軽
や
か
に
踏
み
出
す
著
者
を

I
T
が
支
え
る
。

愛
知
県
で
サ
ー
ビ
ス
系
企

業
に
勤
め
る
武
田
俊
一
さ
ん

（
空
は
2
カ
月
前
、
妻
の

妊
娠
で
減
っ
た
収
入
の
足
し

に
し
よ
う
と
小
遣
い
稼
ぎ
を

始
め
た
。
ネ
ッ
ト
上
で
仕
事

を
請
け
負
う
「
ク
ラ
ウ
ド
ソ

ー
シ
ン
グ
」
で
簡
単
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
る
も
の
。
実

入
り
は
月
千
円
だ
が
、
「
周

園
に
は
万
単
位
で
稼
ぐ
人
も

い
る
。
自
分
も
早
く
慣
れ
て

追
い
つ
き
た
い
」
。

競
争
相
手
が
楽
天
や
ア
マ

ゾ
ン
で
も
ひ
る
ま
な
い
。
ウ

渋
谷
）
。
個
人

で
電
子
商
取
引
（
E
C
）
を

始
め
た
い
人
に
簡
単
に
電
子

商
店
を
作
れ
る
仕
組
み
を
提

供
す
る
。
会
社
設
立
か
ら
2

年
、
主
婦
ら
個
人
の
人
気
を

集
め
、
登
録
店
舗
は
1
5
万
件

と
楽
天
を
も
し
の
ぐ
。

最
高
経
営
責
任
者
の
鶴
岡

裕
太
さ
ん
（
禁
の
実
家
は

洋
品
店
だ
。
今
の
仕
事
を
始

め
る
き
っ
か
け
は
店
主
で
あ

る
母
の
三
一
ロ
。
、
「
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
を
や
り
た
い
」
。
母

に
か
わ
っ
て
作
業
を
進
め
る

う
ち
、
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の

使
い
勝
手
の
悪
さ
や
お
金
が

か
か
る
難
点
に
気
づ
き
、
自

ら
会
社
を
興
し
た
。
出
店
者

へ
の
資
金
融
通
な
ど
ネ
ッ
ト

を
さ
ら
に
生
か
す
方
策
を
練

る
。
鶴
岡
さ
ん
は
「
ワ
ク
ワ

ク
す
る
気
持
ち
が
大
き
い
」

と
笑
う
。
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海外在留邦人

89年から倍増
126万人

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
世
界
遺
産

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
近
く
で

1
年
ほ
ど
前
か
ら
ひ
と
り
の

日
本
人
が
働
き
始
め
た
。
東

京
工
業
大
学
の
大
学
院
を
中

退
し
て
現
地
に
移
り
住
ん
だ

瓜
生
原
琢
実
さ
ん
（
空
。

日
本
で
の
研
究
生
活
に
見
切

り
を
つ
け
、
い
ま
は
W
e
b

や
映
像
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
で

生
計
を
立
て
て
い
る
。

「
停
電
に
な
れ
ば
ロ
ー
ソ

ク
を
囲
ん
で
会
話
を
楽
し

む
。
モ
ノ
は
な
く
て
も
創
意

を
紹
介
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
練

る
な
ど
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
い
る

か
ら
こ
そ
思
い
つ
く
ビ
ジ
ネ

ス
の
タ
ネ
を
探
っ
て
い
る
。

内
向
き
志
向
と
さ
れ
る
若

年
層
だ
が
、
若
い
う
ち
か
ら

海
外
と
の
接
点
を
も
っ
て
い

れ
ば
、
自
然
と
視
野
は
外
に

海
外
で
暮
ら
す
日
本
人
は
増
え
て
い

る
。
外
務
省
の
調
べ
で
は
1
9
8
9
年

の
約
5
9
万
人
か
ら
2
0
1
3
年
は
約
1

2
6
万
人
へ
と
倍
増
。
小
中
学
生
と
し

て
外
国
生
活
を
送
る
人
も
直
近
1
0
年

間
で
1
・
3
倍
の
7
万
2
千
人
に
な
っ

た。
減
り
続
け
た
日
本
人
の
海
外
留
学
に

も
反
転
の
兆
し
が
み
え
る
。
文
部
科
学

省
に
よ
る
と
、
直
近
の
ピ
ー
ク
は
0
4
年

の
約
8
万
3
千
人
。
1
2
年
は
6
万
人
台

を
回
復
し
、
8
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
と
な

った。電
通
若
者
研
究
部
の
奈
木
れ
い
研
究

員
は
「
内
向
き
派
と
積
極
派
の
二
極
化

が
目
立
つ
」
と
し
、
海
外
志
向
で
の
温

度
差
を
指
摘
す
る
。
違
い
が
生
じ
る
の

は
両
親
の
収
入
や
考
え
方
に
よ
る
と
み

る
。
日
本
に
い
れ
ば
先
行
き
へ
の
不
安

ば
か
り
が
募
る
。
若
い
う
ち
に
海
外
の

空
気
を
吸
う
こ
と
で
独
立
心
を
養
い
た

、
1
0

1－∨

向
く
。
瓜
生
原

さ
ん
が
カ
ン
ボ

ジ
ア
を
新
た
な

国
際
経
験
が
広
げ
る
選
択
肢

論
さ
せ
る
と
、

み
ん
な
目
を
輝

か
せ
る
」
。
早

天
が
こ
の
国
に
は
あ
る
」
。

外
で
働
き
た
い
日
本
人
学

に
非
政
府
組
織
（
N
G
O
）

働
き
場
所
に
選

ん
だ
の
も
、
学
生
時
代
に
か

か
わ
っ
た
N
G
O
の
活
動
で

訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら

だ。
海
外
ト
ッ
プ
校
の
学
生
と

交
流
し
、
漫
然
と
受
験
勉
強

に
打
ち
込
む
日
本
の
教
育
シ

ス
テ
ム
を
変
え
た
い
。
そ
ん

な
発
想
で
日
本
の
高
校
生
向

け
に
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開

く
の
が
「
H
L
A
B
」
だ
。
　
発
起
人
の
ひ
と
り
、
高
田

今
夏
も
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
修
太
さ
ん
（
空
は
「
日
本

学
生
を
講
師
と
し
て
招
き
、
の
高
校
生
は
学
校
の
中
に
閉

各
地
で
公
開
討
論
会
な
ど
を
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
米
国

開
く
。
　
　
　
　
　
　
　
の
学
生
や
他
の
高
校
生
と
議

い
う
ち
か
ら
将

来
に
様
々
な
選
択
肢
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
訴

える。教
え
る
側
が
変
わ
れ
ば
、

教
わ
る
側
も
変
わ
る
。
関
西

の
公
立
中
学
校
で
社
会
を
教

え
る
長
尾
正
樹
さ
ん
（
仮
名
、

3
0
）
は
外
国
の
友
人
と
ま
め

に
連
絡
を
取
り
合
う
。
フ
ラ

ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム

…
…
国
際
交
流
サ
イ
ト
を
通

じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
交
換
。

ド
イ
ツ
人
に
「
学
校
で
哲
学

は
ど
う
教
わ
る
の
？
」
と
尋

ね
、
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
と
は
手
紙

を
や
り
と
り
す
る
。
日
本
で

も
で
き
る
異
国
体
験
を
も
と

に
授
業
に
彩
り
を
添
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

．
．
．
．
．
．
‥
．
．
＝
L
：
＝
：
：
：
：

横
田
祐
介
、
里
戸
川
誠
、
小

川
和
広
、
杉
本
新
太
郎
、
宮
崎

真
が
担
当
し
ま
1
た
。
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写
真
集
、
手
軽
に
自
費
出
版

キ
ヤ
ノ
藩
」
共
有
サ
イ
ト
で
販
売

キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
ジ
ャ
パ
ン
（
M
l
V
は
、

自
社
の
写
真
共
有
サ
イ
ト
の

会
員
が
作
成
し
た
写
真
ア
ル

バ
ム
を
手
軽
に
販
売
で
き
る

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

る
。
作
っ
た
ア
ル
バ
ム
の
印

刷
代
に
上
乗
せ
し
た
販
売
価
■

格
を
作
者
が
設
定
し
、
好
評

な
ら
一
定
の
収
益
も
得
ら
れ

る
。
気
軽
に
ア
ル
バ
ム
を
「
白

丁
費
出
版
」
で
き
る
仕
組
み
だ
。

同
社
の
無
料
写
真
共
有
サ

イ
ト
「
フ
ォ
ト
プ
レ
ッ
ソ
」

内
で
、
．
5
月
中
旬
に
新
サ
ー

ビ
ス
「
オ
ン
ザ
マ
ト
ケ
ッ
ト
」

を
始
め
る
。
作
っ
た
ア
ル
バ

ム
を
出
品
し
た
い
ユ
ー
ザ
ー

が
販
売
価
格
を
決
め
、
サ
イ

ト
内
で
公
開
す
る
。

公
開
さ
れ
た
ア
ル
バ
ム
を

他
の
ユ
ー
ザ
ー
が
気
に
入
る

と
、
同
サ
イ
十
を
通
じ
て
作

成
者
が
設
定
し
た
価
格
で
購

入
で
き
る
。
キ
ヤ
ノ
ン
M
J

は
印
刷
代
金
と
し
て
規
定
料

を
受
け
取
り
上
乗
せ
分
の
金

額
を
作
成
者
に
振
り
込
む
。

ア
ル
バ
ム
は
写
真
だ
け
で

な
く
文
字
を
入
れ
る
こ
と
も

で
き
る
。
小
説
や
絵
本
風
の

ア
ル
バ
ム
を
公
開
し
た
い
人

の
利
用
も
見
込
む
。
ア
ル
バ

ム
は
B
6
判
の
み
で
、
印
刷

代
金
は
4
0
吋
で
1
7
5
0
円

から。現
在
は
ア
ル
バ
ム
印
刷
代

金
を
払
え
ば
、
公
開
さ
れ
た

ア
ル
バ
ム
を
零
つ
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
。
キ
ヤ
ノ
ン
M

1
は
作
成
者
に
販
売
金
額
か

ら
取
り
分
を
渡
す
仕
組
み
を

撃
見
る
こ
と
で
、
出
品
量
を

増
や
し
て
サ
イ
ト
を
活
発
に

す
る
。
会
員
数
を
年
内
に
ち

割
増
や
し
た
い
考
え
だ
。
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新
機
種
、
来
月
に
発
売
価
格
も
割
安
に

N
T
T
ド
コ
モ
は
1
3
日
、
米
グ
ー
グ
ル
の
基
本
ソ
フ

ト
（
O
S
）
　
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
」
を
搭
載
す
る
折
り
畳

み
式
の
携
帯
電
話
端
末
を
6
月
に
発
売
す
る
と
発
表
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
の
技
術
を
導
入
し

て
い
る
が
、
根
強
い
人
気
が
あ
る
従
来
型
の
携
帯
と
同

様
の
操
作
で
使
え
る
。
同
様
の
端
末
を
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

も
年
内
に
も
投
入
す
る
見
通
し
で
、
販
売
中
の
K
D
D

I
（
a
u
）
を
含
め
た
3
社
が
競
う
。
飽
和
す
る
ス
マ

ホ
市
場
で
シ
ニ
ア
な
ど
を
開
拓
す
る
。

6
月
中
旬
に
富
士
通
製

「
A
R
R
O
W
S
ケ
ー
タ
イ

F
－
0
5
G
」
、
同
下
旬
に
シ

ャ
ー
プ
製
「
A
Q
U
O
S
ケ

ー
タ
イ
S
H
I
0
6
G
」
を
発

売
す
る
。
ス
マ
ホ
の
よ
う
な

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
は
な
く
、

数
字
ボ
タ
ン
で
操
作
す
る
な

ど
、
「
ガ
ラ
ケ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
従
来
型
携
帯
と
同
様
に

使
え
る
。
同
日
の
新
製
品
発

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
も
年
内

．

り

′

′
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＼
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N
T
T
ド
コ
モ
の
新
製
品
は
「
」
－
N
E
」
を
内
蔵
（
1
3
日
、
東
京
都
中
央
区
）

表
会
で
ド
コ
モ
の
加
藤
薫
社

長
は
「
O
S
は
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
だ
が
、
使
い
勝
手
は
従
来

型
と
全
く
変
わ
ら
な
い
」
と

強
調
し
た
。

■
　
通
常
の
ス
マ
ホ
の
よ
う
に

ア
プ
リ
（
応
用
ソ
フ
ト
）
を

追
加
で
取
り
込
む
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
利
用
者
が
多
い

人
気
の
無
料
対
話
ア
プ
リ

「
L
I
N
E
」
は
内
蔵
し
た
。

l
方
、
電
子
マ
ネ
ー
の
「
お

サ
イ
フ
ケ
ー
タ
イ
」
を
省
く

な
ど
機
能
は
絞
り
込
ん
だ
。

両
端
末
の
価
格
は
オ
ー
プ

ン
だ
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
実
質

負
担
金
は
1
万
円
程
度
で
従

来
型
の
携
帯
と
同
水
準
に
抑

え
、
同
3
万
～
5
万
円
の
通

常
の
ス
マ
ホ
よ
り
も
大
幅
に

穿
し
。
通
信
光
T
八
草
モ
笥
＜
し

て
、
従
来
型
携
帯
向
け
の
体

系
を
維
持
す
る
。

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
O
S
を
搭

載
す
る
「
ガ
ラ
ケ
ー
」
仕
様

の
携
帯
は
「
ガ
ラ
ホ
」
な
ど

と
も
呼
ば
れ
る
。
大
手
3
社

で
初
め
て
K
D
D
I
が
2
月

に
シ
ャ
ー
プ
製
の
「
A
Q
U

O
S
 
K
 
S
H
F
3
1
」
を

発
売
し
て
お
り
「
販
売
は
堅

調
」
（
K
D
D
I
）
と
い
う
。

ヽ

　

こ

．

　

　

ノ

、

－

ノ

′

1

日

「

　

　

′

ユ

　

「

レ

■

、

L

r

も
シ
ャ
ー
プ
製
端
末
を
投
入

す
る
と
み
ら
れ
る
。

「
ガ
ラ
ホ
」
が
生
ま
れ
る

背
景
に
は
、
従
来
型
の
携
帯

端
末
を
開
発
す
る
の
が
難
し

く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ

る。
ド
コ
モ
な
ど
通
信
各
社
と

端
末
メ
ー
カ
ー
は
こ
れ
ま
で

は
専
用
O
S
や
半
導
体
な
ど

の
基
幹
部
品
を
自
社
開
発
し

て
き
た
か
、
無
償
O
S
C
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
や
汎
用
半
導
体

を
使
う
ス
マ
ホ
の
シ
ェ
ア
が

高
ま
る
中
で
自
社
開
発
の
コ

ス
ト
が
高
止
ま
り
し
て
い

る
。
将
来
は
独
自
O
S
を
搭

載
す
る
携
帯
端
末
向
け
で
は

「
部
品
も
な
く
な
る
」
　
（
加

藤
社
長
）
見
通
し
。
O
S
を

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
切
り
替
え

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
。

慣
れ
た
「
従
来
型
」
に
需
要

シ
ニ
ア
、
ス
マ
ホ
に
抵
抗
感

「
本
当
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
ス
マ
れ
）
に
移
っ
て
も

ら
う
の
が
あ
り
が
た
い
が
、

『
ガ
ラ
ケ
ー
を
ず
っ
と
作
っ

て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
要
望

が
多
い
」
。
N
T
T
ド
コ
モ

の
加
藤
薫
社
長
は
1
3
日
の
製

品
発
表
会
で
こ
う
話
し
た
。

従
来
型
携
帯
電
話
が
急
速
に

普
及
し
「
ガ
ラ
ケ
ー
」
と
し

て
独
自
の
進
化
を
遂
げ
て
き

た
国
内
市
場
で
は
、
世
界
で

主
流
に
な
っ
て
き
た
ス
マ
ホ

へ
の
「
完
全
移
行
」
を
早
期

に
進
め
る
の
は
難
し
い
の
が

現
状
だ
。
1
9
9
9
年
に
ド
コ
モ
が

携
帯
を
使
っ
た
世
界
初
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
「
・
1
モ
ー
ド
」
を
始
め
る

な
ど
日
本
の
通
信
・
端
末
各

社
は
か
つ
て
世
界
の
携
帯
の

技
術
革
新
を
先
導
し
た
。
日

本
の
利
用
者
は
世
界
に
比
べ

て
多
機
能
・
高
性
能
だ
っ
た

ガ
ラ
ケ
ー
端
末
に
早
く
か
ら

慣
れ
、
生
活
の
一
部
と
し
て

便
利
に
使
っ
て
き
た
。
中
高

年
を
中
心
に
、
ス
マ
ホ
の
操

作
を
覚
え
る
の
左
高
い
ハ
ー

ド
ル
と
感
じ
る
消
費
者
は
少

な
く
な
い
。
一
方
で
若
い
層

な
ど
に
は
、
コ
ス
ト
の
低
い

従
来
型
携
帯
を
使
い
続
け
た

い
と
い
う
顧
客
も
い
る
。

ガ
ラ
ケ
ー
は
企
業
シ
ス
テ

ム
に
も
早
く
か
ら
組
み
込
ま

れ
て
お
り
、
法
人
向
け
需
要

は
今
で
も
多
い
。
国
内
端
末

メ
ー
カ
ー
が
昨
年
4
月
仁
今

年
2
月
に
国
内
で
出
荷
し
た

端
末
台
数
で
は
ガ
ラ
ケ
ー
が

ス
マ
ホ
を
上
回
っ
て
い
る
。

中
身
を
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
」

に
切
り
替
え
て
「
ガ
ラ
ケ
ー

を
続
け
る
の
は
、
各
社
の
苦

肉
の
策
と
も
い
え
る
。



窟
薬
種
連
携
で
魅
力
作
り

硬
　
　
端
末
販
売
頭
打
ち
顧
客
囲
い
込
み

携
帯
電
話
業
界
は
、
端
末

自
体
の
販
売
が
頭
打
ち
な
う

え
、
大
手
3
社
が
扱
う
端
末

と
料
金
の
違
い
が
薄
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
な
か
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
が
顧
客
を
囲
い
込

む
た
め
に
狙
う
の
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
を
核

に
、
外
部
と
の
連
携
に
よ
る

「
経
済
圏
」
づ
く
り
だ
。

調
査
会
社
M
M
総
研
（
東

京
・
港
）
に
よ
る
と
、
2
0

1
4
年
度
の
国
内
ス
マ
ホ
出

荷
台
数
は
7
・
2
％
減
の
2

7
4
8
万
台
と
2
年
連
続
で

前
年
度
実
績
を
割
り
込
ん
で

いる。出
遅
れ
て
い
た
N
T
T
ド

コ
モ
も
1
3
年
9
月
に
米
ア
ッ

プ
ル
の
「
・
1
P
h
O
n
e
」

の
取
り
扱
い
を
開
始
。
料
金

で
も
各
社
が
通
話
定
額
プ
ラ

ン
左
昨
年
か
ら
相
次
ぎ
始

め
、
K
D
D
I
（
a
u
）
を

含
む
大
手
3
社
の
同
質
化
が

急
速
に
進
ん
だ
。

実
際
、
先
週
開
か
れ
た
ド

コ
モ
と
K
D
D
I
の
新
商
品

・
サ
ー
ビ
ス
発
表
会
で
も
、

説
明
の
主
役
は
端
末
で
は
な

く
大
半
の
時
間
を
割
い
た
サ

ー
ビ
ス
だ
っ
た
。

各
社
の
戦
塵
で
点
近
目
声

つ
の
が
、
ス
マ
ホ
を
中
心
に

共
通
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を

組
み
合
わ
せ
て
異
業
種
と
連

携
す
る
試
み
だ
。

ド
コ
モ
は
ロ
ー
ソ
ン
と
組

ん
だ
り
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が

東
京
電
力
と
携
帯
電
話
サ
ー

ビ
ス
と
電
気
を
セ
ッ
ト
に
し

て
販
売
す
る
提
携
交
渉
を
進

め
た
り
し
て
い
る
。

広
く
普
及
し
て
生
活
に
欠

か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
た
ス

マ
ホ
は
、
多
彩
な
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
扱
う
異
業
種
に
と

っ
て
も
手
を
組
む
魅
力
は
高

い
。
携
帯
各
社
は
こ
う
し
た

ス
マ
ホ
の
「
磁
力
」
を
生
か

し
て
陣
営
づ
く
り
を
進
め
、

敵
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
領
域

を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
考
え

だ。



位置情報やツイックーのつぶやき

データ収集、民間に提供

政
府
は
世
の
中
に
飛
び
交
う

携
帯
電
話
か
ら
の
位
置
情
報
や

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
流
れ
る
情
報
な

ど
を
賃
め
て
デ
ー
タ
化
し
、
2

0
1
6
年
度
か
ら
民
間
企
業
に

提
供
す
る
新
事
業
を
始
め
る
。

企
業
は
必
要
な
デ
ー
タ
を
加
工

し
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

に
つ
な
げ
る
。
例
え
ば
、
障
害

者
が
通
り
に
く
い
坂
道
を
示
し

た
立
体
地
図
の
作
製
や
、
地
震

な
ど
の
災
害
時
に
被
害
状
況
を

瞬
時
に
把
握
し
て
避
難
経
路
を

表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な

ど
、
様
々
な
分
野
で
活
用
を
見

込む。政
府
は
1
5
年
度
中
に
情
報
を

集
め
、
民
間
が
使
い
や
す
い
形

式
に
デ
ー
タ
を
加
工
す
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
、
1
6
年
度
か
ら

政
府
、
来
年
度
か
ら

企
業
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
指

す。
1
4
年
度
に
車
い
す
の
利
用
者

が
立
体
地
図
を
使
っ
て
気
軽
に

観
光
地
を
移
動
で
き
る
案
内
シ

ス
テ
ム
や
、
畑
を
効
率
的
に
耕

せ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
走
行

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
実
証
試
験
を

実
施
し
て
お
り
、
民
間
の
ア
イ

デ
ア
で
活
用
範
囲
が
広
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
蕎

集
め
る
情
報
は
、
携
帯
電
話

や
カ
ー
ナ
ビ
の
位
置
情
報
や
人

工
衛
星
の
画
像
な
ど
の
ほ
か
、

「
○
○
地
区
で
火
事
が
発
生
し

て
い
る
」
と
い
っ
た
ツ
イ
ッ
タ

ー
上
の
「
つ
ぶ
や
き
」
な
ど
も

想
定
。
企
業
に
協
力
を
呼
び
か

け
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
集
め

た
い
意
向
だ
。



′
携
帯
漫
画
や
雑
誌

呵
2
方
向
閲
覧
O
K

m
メ
デ
ィ
ア
ド
ゥ
が
ア
プ
リ

′
電
子
書
籍
取
次
の
メ
デ
ィ

ア
ド
ゥ
は
新
た
に
電
子
睾
籍

閲
覧
ア
プ
リ
を
開
発
し
、
5

月
か
ら
提
供
を
始
め
た
。
縦

と
横
の
2
方
向
に
漫
画
や
雑

誌
な
ど
を
読
み
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
ス
マ
ホ
）
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
（
多
機
能
携
帯
端
末
）
で

の
読
み
や
す
さ
を
高
め
た
。

閲
覧
ア
プ
リ
「
M
D
ビ
ュ

ー
ア
」
は
9
日
か
ら
、
ア
プ

リ
配
信
サ
イ
ト
「
ア
ッ
プ
ス

ト
ア
」
と
「
グ
ー
グ
ル
プ
レ

イ
」
で
公
開
し
て
い
る
。
ま

ず
メ
デ
ィ
ア
ド
ゥ
が
運
営
す

る
電
子
書
店
で
扱
う
漫
画
や

コ
ミ
ッ
ク
が
M
D
ビ
ュ
ー
ア

で
読
め
る
。

M
D
ビ
ュ
ー
ア
は
特
別
な

切
り
替
え
操
作
を
し
な
く
て

も
、
漫
画
や
雑
誌
な
ど
を
縦

と
横
方
向
に
読
み
進
め
る
こ

と
が
可
能
だ
。
従
来
の
閲
覧

ア
プ
リ
は
横
方
向
に
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
ケ
ー
ス
が
1
．
般
的

だ
っ
た
。



「「笥訂‾‾‾■‾‾‾帽‾‾‾　2015年（平成27年）5月15日（金曜占う‾－ノ▼‾‾▲‾‾－【‾－‾

KDDl食も売る
auショップで始める物販サービスの仕組み 

①闘志窟買価・去雲 
商 ⊂コ ロロ 説 明 を 受 け て �説明員ち嘘 �打で夏 □ 

一一l警汐ト 

注 文 �来店客　独白のECサイト �KDDlや 提携企業 

⊂：コ 

国　　　　　③配送 

来店客の自宅lO　O 

▼こ・戦車を軒

が肇
／℡＼I

、．．、▲▲g　企、
グループで多様な

生活関連サービスを手掛ける

金・融品誓賢言盟志度 
auウオレット（電子マネ 

決　済　一兼ポイント）、auかん 
たん決済（料金収納代行） 

通信讐雫軍配野口‾ドバ 

言誤学至芸意志葡夢子 
auオンラインショップ 

（スマホや充電轟など）、 
電子商取引ルクサ（高額商品や限定 

品）、auウオ・レットマ 
ーケット（食材など） 

K
D
D
I
（
a
u
）
が
暮
ら
し
回
り
の
総
合
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
変
身
仙
金
や
端
末
で
ラ
イ
バ
ル
と
葛
が
付
き
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
成
長
の
鈍

し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
1
4
日
、
今
夏
か
ら
携
帯
電
話
販
売
店
「
a
u
シ
ョ
仰
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
通
信
に
限
ら
ず
、
金
融
な
ど
も
含
め
た
多
様
な

ッ
プ
」
で
食
材
な
ど
の
物
販
を
始
め
る
と
発
表
し
た
。
通
信
事
業
は
料
仙
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
顧
客
を
ひ
き
つ
け
、
収
入
機
会
も
増
や
す
狙
い
だ
。

暮
ら
し
に
浸
透
、
通
信
補
う

同
日
都
内
で
開
い
た
新
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
会
。

田
中
孝
司
社
長
は
、
例
年
は

目
玉
と
な
る
最
新
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
の
説
明

を
2
0
分
で
切
り
上
げ
る
と
、

倍
の
4
0
分
を
新
た
に
始
め
る

物
販
事
業
の
説
明
に
費
や
し

た
。
「
本
気
で
参
入
す
る
」
。

そ
う
語
気
を
強
め
た
。

取
り
扱
う
の
は
安
心
・
安

全
な
ど
に
こ
だ
わ
っ
た
食
材

や
嗜
好
品
。
各
地
の
農
園
な

ど
と
提
携
し
、
コ
メ
や
水
、

肉
、
無
農
薬
野
菜
、
コ
ー
ヒ

ー
豆
と
い
っ
た
購
入
頻
度
が

高
い
日
常
品
を
そ
ろ
え
る
。

店
頭
に
品
物
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
電
子
商
取
引
（
E

C
）
サ
イ
ト
「
a
u
ウ
ォ
レ

ッ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
設

し
、
a
u
シ
ョ
ッ
プ
の
店
員

が
来
店
客
の
好
み
を
聞
き
な

が
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多
機
能

携
帯
端
末
）
を
使
っ
て
商
品

を
紹
介
す
る
。
今
夏
に
東
京
、

大
阪
な
ど
の
直
営
4
店
で
始

め
、
今
年
度
中
に
全
国
2
5

0
0
店
に
広
げ
る
。

商
品
は
提
携
先
の
生
産
者

や
K
D
D
I
が
来
店
客
の
自

宅
に
送
る
。
購
入
に
は
電
子

マ
ネ
ー
「
a
u
ウ
ォ
レ
ッ
ト
」

や
K
D
D
I
の
携
帯
電
話
料

金
と
一
緒
に
払
え
る
「
a
u

か
ん
た
ん
決
済
」
な
ど
を
使

ネ
ッ
ト
の
商
品
、
店
頭
で
注
文

っ
て
も
ら
う
。
4
月
に
子
会

社
化
を
決
也
た
E
C
サ
イ
ト

運
営
の
ル
ク
サ
（
東
京
・
渋

谷
）
と
も
連
携
。
ウ
ォ
レ
ッ

ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
観
劇
チ

ケ
ッ
ト
、
地
方
の
珍
し
い
特

産
品
、
家
電
製
品
な
ど
も
購

入
で
き
る
。

携
帯
販
売
店
で
食
材
な
ど

を
販
売
す
る
の
は
奇
異
に
映

る
が
、
田
中
社
長
は
意
に
介

さ
な
い
。
「
端
末
や
ス
マ
ホ

ケ
ー
ス
な
ど
は
頻
繁
に
買
い

新
サ
ー
ビ
ス
を
発
表
す
る
田
中
社
長
（
1
4
日
、
東
京
都
港
区
）

替
え
な
い
。
日
常
品
も
販
売

す
れ
ば
店
に
継
続
的
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
、
新
機
種
も

紹
介
し
や
す
く
な
る
」

E
C
サ
イ
ト
に
は
直
接
ア

ク
セ
ス
も
で
き
る
が
、
高
齢

者
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
が
苦
手
な
人
も
少
な
く
な

い
。
対
面
販
売
だ
か
ら
こ
そ

「
そ
う
し
た
普
段
は
a
u
シ

ョ
ッ
プ
を
訪
れ
る
こ
と
が
な

い
顧
客
も
呼
び
込
め
る
」
と

の
読
み
も
あ
る
。

3
6
0
0
万
人
超
の
顧
客

基
盤
だ
け
で
な
く
、
全
国
を

網
羅
す
る
店
舗
網
も
フ
ル
活

用
し
て
消
費
者
と
の
接
点
を

増
や
し
て
い
く
。
K
D
D
I

は
暮
ら
し
の
中
に
深
く
入
り

込
ん
で
収
益
を
拡
大
し
よ
う

と
布
石
を
打
っ
て
き
た
。

1
年
前
に
始
め
た
電
子
マ

ネ
ー
と
ポ
イ
ン
ト
を
組
み
合

わ
せ
た
a
u
ウ
ォ
レ
ッ
ト
の

利
用
者
は
1
2
0
0
万
人
を

突
破
。
独
自
の
決
済
基
盤
を

築
い
た
う
え
で
、
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
も
余
念

が
な
い
。
4
月
に
ネ
ッ
ト
生

保
の
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命
保

険
と
資
本
・
業
務
提
携
を
締

結
。
グ
ル
ー
プ
内
に
は
既
に

銀
行
、
損
害
保
険
会
社
も
あ

る
。
傘
下
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー
テ

レ
コ
ム
（
J
C
O
M
）
は
電

力
販
売
も
宇
掛
廿
る
。

K
D
D
I
欄
2
0
1
6
年

3
月
期
も
連
結
純
利
益
が
最

高
益
に
な
る
と
見
て
お
り
、

足
元
の
業
績
は
好
調
だ
。
携

帯
電
話
と
固
定
通
信
の
セ
ッ

ト
割
引
で
ラ
イ
バ
ル
に
先
行

し
成
長
し
て
き
た
。
だ
が
、

こ
こ
に
き
て
携
帯
各
社
の

「
同
質
化
」
が
進
ん
で
き
た
。

独
自
の
料
金
体
系
を
打
ち

出
し
て
も
す
ぐ
横
並
び
と
な

り
、
米
ア
ッ
プ
ル
の
「
・
1
P

h
O
n
e
」
な
ど
端
末
の
品

ぞ
ろ
え
も
似
通
う
。
セ
ッ
ト

割
引
も
Ⅳ
T
T
ド
コ
モ
と
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
が
追
随
し
た
。

携
帯
端
末
1
台
あ
た
り
の

通
信
サ
ー
ビ
ス
収
入
は
頭
打

ち
だ
。
田
中
社
長
は
1
2
日
の

決
算
記
者
会
見
で
「
今
後
は

顧
客
1
人
か
ら
得
ら
れ
る
収

入
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」

と
表
明
し
た
。
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
を
そ
ろ
え
る
だ
け
で
な
．

く
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
デ

ー
タ
を
活
用
し
て
顧
客
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
提
案
を
し

て
い
け
る
か
ど
う
か
が
実
現

の
カ
ギ
に
な
る
。
（
高
槻
芳
）



中元商戦スタート

新規顧客を開拓

格
椚
離
別
封
。
q
M
現
月
詔
ス
マ
ホ
か
ざ
せ
ば

オ
ン
（
ス
マ
ホ
）
で
手
軽
に
商
品

情
報
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に
割

引
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
り
と
、

ネ
ッ
ト
関
連
を
強
化
す
る
動
き
が

目
立
つ
。
中
元
・
歳
暮
市
場
が
伸

び
悩
む
な
か
、
各
社
と
も
顧
客
層

を
広
げ
た
い
考
え
だ
。

三
越
伊
勢
丹
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
中
元
カ
タ
ロ
グ
に
ス
マ
ホ
を

通
版
サ
イ
ト

か
ざ
せ
ば
商
品
情
報
を
よ
り
詳
し

く
得
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

た
。
ま
ず
、
1
5
日
に
ネ
ッ
ト
通
販

の
受
注
を
始
め
た
三
越
の
中
元
商

品
に
取
り
入
れ
た
。

そ
ご
う
・
西
武
は
ネ
ッ
ト
通
販

サ
イ
ト
「
e
．
デ
パ
ー
ト
」
で
6

月
3
0
日
ま
で
に
中
元
商
品
を
注
文

す
る
と
、
定
価
か
ら
5
～
1
5
％
割

り
引
く
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
ネ

ッ
ト
販
売
だ
け
で
前
年
よ
り
1
割

多
い
売
り
上
げ
を
目
指
す
。

高
島
屋
は
カ
タ
ロ
グ
を
ス
マ
ホ

で
読
み
取
る
と
、
ネ
ッ
ト
通
販
サ

イ
ト
に
移
行
す
る
ア
プ
リ
を
導
入

す
る
。
ネ
ッ
ト
上
で
探
し
直
す
手

間
を
省
く
。
自
宅
で
ゆ
っ
く
り
選

び
、
そ
の
ま
ま
配
送
手
配
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
も
拡
充
し
、
前
年
比

2
6
％
増
の
売
り
上
げ
を
見
込
む
。



日本のアパレル雑貨

ラクーンが紹介サイト

代金回収なども代行

一円」

駕
外
小
売
り

事
業
者
向
け
電
子
商
取
引
サ

イ
ト
運
営
の
ラ
ク
ー
ン
は
日
本

の
ア
パ
レ
ル
・
雑
貨
メ
ー
カ
ー

の
商
品
を
海
外
小
売
店
向
け
に

売
り
込
む
。
8
月
を
メ
ド
に
英

語
版
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
約

4
5
万
点
の
日
本
商
品
を
紹
介
、

海
外
事
業
者
か
ら
の
注
文
を
受

け
付
け
る
。
申
寅
や
東
南
ア
ジ

に
販
路
拡
大

ア
な
ど
、
日
本
製
商
品
の
人
気

が
高
ま
っ
て
い
る
と
見
て
、
メ

ー
カ
ー
が
取
り
組
む
ア
ジ
ア
圏

で
の
販
路
拡
大
を
後
押
し
す

る。
自
社
サ
イ
ト
「
ス
ー
パ
ー
デ

リ
バ
リ
ー
」
で
英
語
版
サ
イ
ト

を
設
け
る
。
日
本
語
で
の
商
品

登
録
を
英
語
に
自
動
翻
訳
す
る

機
能
を
導
入
す
る
。
メ
ー
カ
ー

側
は
特
別
な
対
応
な
し
で
海
外

販
売
に
乗
り
出
せ
る
。
メ
ー
カ

ー
の
海
外
市
場
開
拓
の
需
要
を

取
り
込
み
、
数
年
内
に
商
品
点

数
を
2
0
0
万
～
3
0
0
万
点

に
増
や
す
。

物
流
代
行
の
デ
ィ
ー
エ
ム
エ

ス
と
組
ん
で
埼
玉
県
に
専
用
倉

庫
を
設
け
、
商
品
の
検
品
・
梱

包
か
ら
輸
出
手
続
き
、
代
金
回

収
ま
で
を
代
行
す
る
。
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叩
東
電
、
「
T
ポ
イ
ン
ト
」
導
入

ny東
京
電
力
は
カ
ル
チ
ュ
ア

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ

ブ
（
C
C
C
）
と
提
携
し
、

共
通
ポ
イ
ン
ト
「
T
ポ
イ
ン

ト
」
を
導
入
す
る
。
電
気
料

金
の
支
払
い
に
対
し
て
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
ほ
か
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

で
契
約
申
し
込
菌
を
受
け
付

け
る
こ
と
も
検
討
す
る
。
2

0
1
6
年
4
月
か
ら
の
一
般

豪
庭
向
け
の
電
力
小
売
り
自

由
化
を
控
え
、
顧
客
に
対
す

る
訴
求
力
を
高
め
る
。

1
6
年
1
月
か
ら
順
次
、
顧
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コ
ン
ビ
ニ
で
契
約
手
続
き
も

客
に
対
し
て
T
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
。
電
気
料
金
の
支

払
い
に
加
え
、
省
エ
ネ
な
ど

を
促
す
サ
ー
ビ
ス
の
会
員
に

な
っ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
し
た
り
し
て
も
ポ
イ
ン

ト
が
付
く
。

顧
客
獲
得
に
向
け
、
T
ポ

イ
ン
ト
の
加
盟
店
網
も
活
用

す
る
。
例
え
ば
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
マ
ー
ト
の
店
頭
で
電
気
の

契
約
を
受
け
付
け
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
る
。
T
ポ
イ
ン

ト
の
加
盟
店
舗
数
は
3
月
禾

時
点
で
約
9
万
4
0
0
0
店

に
達
す
る
。

東
電
は
電
力
小
売
り
で
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
と
提
携
に
向
け

た
協
議
を
進
め
て
お
り
、
通

信
と
電
気
を
セ
ッ
ト
で
契
約

す
る
と
T
ポ
イ
ン
ト
を
よ
り

多
く
付
与
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
る
。

東
電
は
三
菱
商
事
系
の
ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
（
東
京
・
渋
谷
）
が
運
営

す
る
共
通
ポ
イ
ン
ト
「
P
O

n
－
a
（
ボ
ン
タ
）
」
も
導

入
す
る
。
顧
客
は
T
ポ
イ
ン

ト
か
ボ
ン
タ
を
選
択
で
き
る

形
に
な
る
。

電
力
小
売
り
の
全
面
自
由

化
で
、
家
庭
向
け
の
販
売
は

新
規
事
業
者
と
の
競
争
が
激

し
さ
を
増
す
。
東
電
は
ポ
イ

ン
ト
制
の
導
入
で
既
存
顧
客

を
つ
な
ぎ
留
め
る
と
と
も

に
、
全
国
に
広
が
る
加
盟
店

網
を
生
か
し
て
新
規
顧
客
を

開
拓
す
る
。

T
ポ
イ
ン
ト
の
会
員
数
は

4
月
禾
時
点
で
全
国
で
約
5

3
0
0
万
人
お
り
、
う
ち
、

東
京
都
や
神
奈
川
県
な
ど
東

電
管
内
の
会
員
数
は
約
2
6

0
0
万
人
に
達
す
る
と
い

う。



ア
プ
リ
使
用
履
歴

系
列
で
記
録

フ
ラ
ー
が
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
の
F

U
L
L
E
R
（
フ
ラ
ー
、
千

葉
県
柏
市
、
渋
谷
修
太
社
長
）

は
ア
プ
リ
（
応
用
ソ
フ
ト
）

の
使
用
履
歴
を
時
系
列
で
記

録
す
る
ア
プ
リ
を
提
供
す

る
。
一
日
に
S
N
S
（
交
流

サ
イ
ト
）
や
ゲ
ー
ム
を
何
回

起
動
し
た
か
な
ど
が
一
目
で

わ
か
る
。
1
0
～
2
0
代
の
著
者

を
中
心
に
年
内
1
0
0
万
人

の
利
用
を
見
込
む
。

ア
プ
リ
「
ス
マ
ホ
ス
ピ
タ

ル
」
は
利
用
者
が
起
動
し
た

ア
プ
リ
の
履
歴
を
5
分
こ
と

の
時
系
列
で
記
録
す
る
。
ア

プ
リ
を
「
仕
事
効
率
化
」
「
ゲ

ー
ム
」
な
ど
で
分
類
し
、
ど

の
分
野
の
ア
プ
リ
を
多
く
持

っ
て
い
る
か
も
分
析
で
き

る
。
米
グ
ー
グ
ル
の
基
本
ソ

フ
ト
（
O
S
）
　
「
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
」
対
応
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
向
け
で
料
金
は
無
料
。

フ
ラ
ー
は
ア
プ
リ
の
使
用

状
況
な
ど
の
分
析
デ
ー
タ
を

販
売
し
て
お
り
、
ス
マ
ホ
ス

ピ
タ
ル
の
デ
ー
タ
も
利
用
者

の
同
意
を
得
た
上
で
活
用
す

る
と
い
う
。
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動
画
広
告
で
ヤ
フ
ー
と
提
携
．

ビ
ー
バ
ー
、
視
聴
デ
ー
タ
解
析

映
像
分
野
の
ク
リ
エ
ー
タ

ー
を
束
ね
動
画
制
作
を
す
る

ビ
ー
バ
ー
（
東
京
・
品
川
、

坂
優
太
社
長
）
は
、
ヤ
フ

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動

広
告
分
野
で
資
本
・
業
務

携
す
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

に
動
画
を
活
用
す
る
企
業

増
え
る
中
、
広
告
商
品
の

同
開
発
な
ど
で
連
携
す

。
新
た
に
人
材
も
採
用
し
、

謂
掴
雛
明
く
。

ヤ
フ
ー
の
ほ
か
、
ベ
ン
チ

ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
グ
ロ
ー

ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
バ
ー

ナ
ー
ズ
（
東
京
・
千
代
田
）
、

リ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
（
東

京
・
港
）
に
対
し
て
第
三
者

割
当
増
資
を
実
施
し
、
合
計

7
億
円
を
調
達
す
る
。
調
達

資
金
を
用
い
て
、
映
像
の
効

果
分
析
な
ど
デ
ー
タ
解
析
に

強
い
人
材
や
シ
ス
テ
ム
開
発

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
採
用
。
年

内
を
め
ど
に
社
員
を
現
在
の

2
倍
の
6
0
人
程
度
に
増
や
す

計
画
だ
。
ビ
ー
バ
ー
で
は
編
集
者
ら

が
映
像
素
材
の
受
け
渡
し
や

制
作
の
指
示
を
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
で
き
る
独
白
の
編
集
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
制
作
コ
ス

ト
を
抑
え
て
い
る
。

ヤ
フ
ー
と
の
提
携
を
生
か

し
て
、
例
え
ば
ヤ
フ
ー
の
サ

イ
ト
で
配
信
し
た
動
画
広
告

の
視
聴
デ
ー
タ
を
解
析
し
、

よ
く
見
ら
れ
る
映
像
の
傾
向

を
調
査
す
る
。
顧
客
の
求
め

る
効
果
を
得
や
す
い
映
像
の

制
作
に
つ
な
げ
る
考
え
だ
。



情
報
漏
洩
対
策
、
低
価
格
で

ア
イ
ル
、
機
能
絞
り
サ
ー
ビ
ス

ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
に
上
場
す

は
低
コ
ス
ト
で
情
報
漏
洩
を

防
げ
る
中
小
企
業
向
け
サ
ー

ビ
ス
を
月
内
に
始
め
る
。
情

報
管
理
の
需
要
は
高
ま
っ
て

い
る
が
導
入
コ
ス
ト
が
高
く

中
小
の
対
策
は
遅
れ
て
い

る
。
機
能
を
絞
る
こ
と
で
他

社
の
高
機
能
ソ
フ
ト
よ
り
価

格
を
約
3
分
の
1
に
抑
え

た。

新
サ
ー
ビ
ス
「
ア
ラ
ジ
ン

ラ
イ
ブ
モ
ニ
タ
」
は
パ
ソ
コ

ン
に
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
と
、
操
作
し
た
履
歴

を
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に
定

期
的
に
送
信
す
る
。
シ
ス
テ

ム
管
理
者
は
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
端
末
「
」
と
の
履
歴
を
閲
覧

で
き
る
。
U
S
B
メ
モ
リ
ー

に
デ
ー
タ
を
移
し
た
り
、
プ

リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
た
り
し

た
履
歴
も
把
握
で
き
る
。

他
社
の
ソ
フ
ト
で
は
特
定

の
操
作
が
で
き
な
く
な
る
機

能
に
よ
っ
て
情
報
漏
洩
を
防

ぐ
こ
と
が
多
い
が
、
ア
イ
ル

の
サ
ー
ビ
ス
で
は
警
告
を
発

す
る
だ
け
に
し
て
コ
ス
ト
を

抑
え
た
。
パ
ソ
コ
ン
5
台
で
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カ
ー
ド
番
号
人
力
不
要

1
0
月
に
も
、
ま
ず
ヤ
フ
ー
で

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
1
0
月
に
も
、
ネ
ッ
ト
埴
版
の
買
い
物
代
金
を
携
帯
電
話
料
金
と
ま
と
め
て
支
払
え
る
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
の
電
話
番
号
で
認
証
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
サ
イ
ト
の
事
前
登
録

を
不
要
に
す
る
。
ま
ず
子
会
社
ヤ
フ
ー
の
通
販
サ
イ
ト
で
始
め
、
グ
ル
ー
プ
外
に
広
げ
る
。
携
帯
電
話
市
場
は
頭
打

ち
に
な
っ
て
お
り
、
自
社
の
ス
マ
ホ
の
利
便
性
を
高
め
て
契
約
者
を
囲
い
込
む
。

利
用
者
は
ス
マ
ホ
の
画
面

で
自
分
の
電
話
の
暗
証
番
号

を
入
力
す
る
と
、
提
携
先
の

通
販
サ
イ
ト
で
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
買
え
る
よ
う
に
な

る
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
電
話

番
号
で
利
用
者
の
端
末
を
認

識
し
て
決
済
を
代
行
す
る
。

ま
ず
「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
」

ブ
ラ
ン
ド
の
ス
マ
ホ
を
使
っ

て
い
る
2
0
0
0
万
人
超
を

対
象
に
始
め
る
。
利
用
動
向

を
み
て
別
ブ
ラ
ン
ド
の
「
ワ

イ
モ
バ
イ
ル
」
契
約
者
へ
の

拡
大
も
検
討
す
る
J

利
用
者
は
会
員
登
録
を
し

て
い
な
い
通
販
サ
イ
ト
で
も

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
提
携
し
た

サ
イ
ト
な
ら
携
帯
電
話
で
代

金
を
支
払
え
る
。
ネ
ッ
ト
通

販
で
は
名
前
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
番
号
な
ど
個
人
情
報

の
登
録
を
た
め
ら
っ
た
り
、

決
済
時
の
入
力
が
手
間
で
購

入
を
や
め
た
り
す
る
利
用
者

は
多
か
っ
た
。

パ
ソ
コ
ン
経
由
が
主
流
だ

っ
た
ネ
ッ
ト
通
販
は
、
ス
マ

ホ
の
普
及
に
よ
り
、
携
帯
端

末
か
ら
手
軽
に
利
用
す
る
消

費
者
が
増
え
て
い
る
。
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
は
使
い
勝
手
を
高

め
た
独
自
の
決
済
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
ス
マ
ホ
の
契
約

継
続
を
促
す
考
え
だ
。

毎
月
の
決
済
額
は
年
齢
や

契
約
期
間
に
応
じ
て
上
限
を

設
け
る
。
未
成
年
で
契
約
期

間
が
短
い
場
合
は
5
0
0
0

円
（
通
信
料
含
む
）
、
成
人
′

は
最
大
1
0
万
円
（
同
）
ま
で

と
す
る
。
注
文
は
利
用
者
の

ス
マ
ホ
か
ら
し
か
で
き
な

い
。
電
話
を
な
く
し
た
時
は

電
話
と
と
も
に
決
済
サ
ー
ビ

ス
．
の
利
用
も
停
止
で
き
る
。

新
サ
ー
ビ
ス
は
ヤ
フ
ー
の

ネ
り
廿
施
願
「
ヤ
ウ
〓
」
シ

ヨ
ツ
ビ
ン
グ
」
か
ら
始
め
る
。

衣
料
品
や
食
料
品
な
ど
幅
広

い
商
品
を
扱
っ
て
お
り
、
開

設
準
備
中
も
含
め
た
出
店
数

は
約
2
8
万
（
3
月
禾
時
点
）

で
商
品
数
は
約
1
億
6
0
0

0
万
に
な
る
。

ヤ
フ
ー
は
買
い
物
の
利
用

額
巨
船
じ
共
通
ポ
イ
ン
ト

「
T
ポ
イ
ン
ト
」
を
付
け
て

い
る
が
、
新
サ
ー
ビ
ス
で
は

割
増
付
与
も
検
討
す
る
。
同

社
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
「
ヤ
フ

オ
ク
！
」
な
ど
幅
広
い
分
野

に
対
象
を
広
げ
る
方
針
だ
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
利
用
者

の
買
い
物
に
応
じ
提
携
し
た

企
業
か
ら
手
数
料
を
得
る
。

提
携
企
業
は
新
た
な
顧
客
を

開
拓
し
や
す
く
な
る
。
ヤ
フ

ー
は
同
社
の
会
員
登
録
を
し

て
い
な
い
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の

契
約
者
を
取
り
込
み
、
ネ
ッ

ト
通
販
大
手
の
ア
マ
ゾ
ン
ジ

ャ
パ
ン
（
東
京
・
目
黒
）
や

楽
天
を
追
い
上
げ
る
。



頑タ．タメ士
冗タブレット販

他力の勝算は？

日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は

1
9
日
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多
機

能
携
帯
端
末
）
の
新
製
品
「
サ

ー
フ
ェ
ス
3
」
を
6
月
1
9
日

か
ら
国
内
で
販
売
す
る
と
発

表
し
た
。
高
速
通
信
サ
ー
ビ

ス
「
L
T
E
」
に
対
応
す
る

機
種
を
、
マ
イ
ク
七
ソ
フ
ト

と
し
て
は
世
界
で
初
め
て
投

入
す
る
。
「
我
々
は
挑
戦
者
」

と
語
る
樋
口
奉
行
社
長
が
明

か
し
た
巻
き
返
し
戦
略
は
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
と
の

提
携
。
通
信
キ
ャ
リ
ア
の
力

を
借
り
た
バ
ツ
コ
ン
時
代
の

巨
人
の
勝
算
は
。

「
や
っ
と
呼
ん
で
い
た
だ

い
た
」
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ

バ
イ
ル
が
1
9
日
午
前
に
開
い

た
発
表
会
。
日
本
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
の
樋
口
社
長
は
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
の
宮
内

謙
社
長
に
握
手
を
求
め
た
。

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
個
人

日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
提
携

樋
口
社
長
㊨
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
の

宮
内
社
長
に
は
微
妙
な
温
度
差
も
（
1
9
日
）

新
端
末
、
携
帯
回
線
と
セ
ッ
ト

向
け
に
L
T
E
対
応
機
種
の

み
、
法
人
向
け
に
L
T
E
機

種
と
無
線
L
A
N
モ
デ
ル
を

用
意
し
た
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

モ
バ
イ
ル
は
法
人
向
け
を
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
、
個
人
向
け
を

ワ
イ
モ
バ
イ
ル
の
回
線
と
そ

れ
ぞ
れ
セ
ッ
ト
販
売
す
る
。

サ
ー
フ
ェ
ス
な
ど
O
S

（
基
本
ソ
フ
ト
）
に
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
の
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
」
を
使
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

国
内
シ
ェ
ア
（
1
4
年
度
上
半

期
）
は
8
・
7
％
に
と
ど
ま

る
。
1
4
年
度
通
期
は
1
0
％
に

達
し
た
も
よ
う
だ
が
、
グ
ー

グ
ル
の
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
」

や
ア
ッ
プ
ル
の
T
d
S
」
と

の
差
は
歴
然
。
′
販
路
拡
大
の

切
り
札
と
し
て
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
と
の
提
携
を
選
ん
だ
。

樋
口
社
長
は
「
最
も
思
い

が
強
い
通
信
会
社
と
組
も
う

と
考
え
た
。
シ
ェ
ア
を
少
な

く
と
も
2
倍
以
上
に
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。
ワ
イ
モ

バ
イ
ル
も
サ
ー
フ
ェ
ス
3
専

用
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

向
け
の
一
般
的
な
料
金
よ
り

も
2
0
0
い
円
以
上
割
安
と

な
る
月
額
3
6
9
6
円
の
プ

ラ
ン
を
提
供
す
る
。

た
だ
、
個
人
ユ
ー
ザ
ー
の

評
判
は
必
ず
し
も
芳
し
く
な

い
。
発
表
直
後
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
失
望
の
つ

ぶ
や
き
が
広
が
っ
た
。

不
評
の
多
く
は
価
格
設
定

に
あ
る
。
個
人
向
け
モ
デ
ル

の
価
格
は
8
万
1
8
0
0
円

（
税
別
）
か
ら
。
同
じ
記
憶
容

量
を
持
つ
ア
ッ
プ
ル
の
「
1

P
a
d
」
よ
り
3
0
0
0
円

高
い
。
ワ
イ
モ
バ
イ
ル
の
料

金
プ
ラ
ン
は
割
安
と
い
う

が
、
2
4
回
払
い
の
割
賦
で
購

入
し
た
場
合
に
は
毎
月
7
0

0
0
円
強
の
出
費
と
な
る
。

安
価
な
無
線
L
A
N
モ
デ
ル

を
個
人
向
け
に
用
意
し
な
か

っ
た
の
も
批
判
さ
れ
た
。

回
線
や
販
売
店
が
携
帯
3

強
の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
で
は
な

く
、
シ
ェ
ア
6
％
程
度
の
ワ

イ
モ
バ
イ
ル
で
あ
る
の
も
個

人
ユ
ー
ザ
ー
の
不
評
に
輪
を

か
け
た
。
「
田
舎
在
住
の
私

は
ど
う
す
れ
ば
」
。
こ
ん
な

つ
ぶ
や
き
も
聞
か
れ
た
。

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
白
身
も

主
戦
場
は
法
人
向
け
と
考
え

て
い
る
フ
シ
が
あ
る
。
「
当

－

－

一

　

1

1

－

■

■

■

初
は
個
人
向
け
が
中
心
に
な

る
が
、
中
・
長
期
的
に
は
法

人
向
け
が
追
い
つ
く
だ
ろ

う
」
（
樋
口
社
長
）
。
1
9
日
の

発
表
会
で
は
三
井
住
友
銀
行

が
サ
ー
フ
ェ
ス
3
を
1
0
0

0
台
採
用
す
る
こ
と
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
。
だ
が
、
先
月
末

に
ア
ッ
プ
ル
と
提
携
し
た
日

本
郵
政
が
購
入
す
る
i
P
a

d
は
将
来
的
に
数
百
万
台
と

い
わ
れ
る
の
と
比
べ
る
と
、

見
劣
り
感
は
い
な
め
な
い
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
こ
れ
ま

で
、
米
ア
ッ
プ
ル
や
グ
ー
グ

ル
の
O
S
を
搭
載
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
販
売
し
て
き
た
。

今
回
の
提
携
に
つ
い
て
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
の
宮

内
社
長
は
「
ユ
ー
ザ
ー
に
喜

ば
れ
る
よ
う
、
幅
広
い
商
品

を
そ
ろ
え
た
」
と
微
妙
な
温

度
差
を
漂
わ
せ
た
。

（
竹
居
智
久
、
小
泉
裕
之
）



KDDl→コロプラ→電通

位置情報で販促支援

抑

ス
マ
木
で
通
行
量
調
査

電
通
、
K
D
D
I
（
a
u
）
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
ゲ

ー
ム
大
手
の
コ
ロ
プ
ラ
は
ス
マ
ホ

の
位
置
情
報
を
使
っ
た
販
売
促
進

支
援
で
提
携
す
る
。
ス
マ
ホ
の
位

置
情
報
を
収
集
し
て
通
行
量
を
調

べ
、
小
売
店
や
観
光
施
設
の
広
告

戦
略
な
ど
を
立
案
す
る
。
目
視
や

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
従
来
の
手
法

で
は
、
調
査
を
実
施
．
し
た
場
所
や

時
間
で
の
結
果
し
か
得
ら
れ
な
い

が
、
ス
マ
ホ
の
位
置
情
報
を
デ
ー

タ
化
す
る
こ
と
で
必
要
な
情
報
を

切
り
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
（
G
P

S
）
や
携
帯
基
地
局
と
の
通
信
記

録
か
ら
、
K
D
D
I
の
携
帯
電
話

端
末
の
利
用
者
の
移
動
経
路
や
通

行
量
な
ど
を
調
べ
る
。
K
D
D
I

の
電
子
マ
ネ
ー
「
a
u
ウ
ォ
レ
ッ

ト
」
の
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

登
録
者
か
ら
同
意
を
得
て
位
置
情

報
を
集
め
る
。
情
報
は
個
人
が
特

定
さ
れ
な
い
よ
う
に
集
計
す
る
。

K
D
D
I
か
ら
デ
ー
タ
提
供
を

受
け
、
コ
ロ
プ
ラ
が
人
の
流
れ
を

分
析
す
る
報
告
書
を
作
成
。
コ
ロ

プ
ラ
は
「
位
置
ゲ
ー
」
と
呼
ば
れ
る

位
置
情
報
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
の
大

手
。
利
用
者
が
実
際
に
行
っ
た
場

所
に
よ
っ
て
ア
イ
テ
ム
を
獲
得
で

き
る
ゲ
ー
ム
も
開
発
し
て
お
り
位

置
情
報
の
解
析
に
強
み
を
持
つ
。

電
通
は
報
告
書
に
基
づ
き
小
売

店
や
観
光
施
設
に
対
し
て
販
促
策

を
提
案
す
る
。
人
の
流
れ
が
あ
る

の
に
顧
客
を
獲
得
で
き
て
い
な
い

地
域
に
広
告
を
打
｛
っ
た
り
集
客
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
す
る
。

利
用
料
は
1
回
数
百
万
円
か

ら
。
初
年
度
は
1
0
件
以
上
の
受
注

を
目
指
す
。



カ止、よす†

ベンチャー企業右金融機関に 
紹介、便利な金融サービスの 
創出を支援する＿ ‾四国層瞳チア‾ 

書発掘、技術検証 

】富士通、N［データなど・1 

－’紹介、システム構築 

日昌日去融機関 

牒スさ等芸‾ビス 
便利なスマホアプリや企業の資金

需要に応えるサービスが登場しそうだ

ゲームなど遊び心を取り入れたスマホの 

預金アプリ 

仮想通貨「ビットコイン」で決済ができ 

るスマホアプリ 

財務諸表の作成を支援する中小企業向け 

のクラウドサービス 

資金を借りたい中小企業と投資家などを 

結びつける小口融資サービス 

消費行動をビッグデータ分析し、リスク 

に応じて金利をきめ細かく設定できるカ 
ードローン 

1
T
で
金
融
分
野
開
揮

富
士
通
新
サ
ー
ビ
ス
創
出
支
援

【
　
富
士
通
や
N
T
T
デ
ー
タ
が
I
T
（
情
報
技
術
）
を
駆
使
し
た
新
た
な
金
融
サ
ー
ピ

サ
　
ス
を
提
供
す
る
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」
事
業
に
参
入
す
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）

を
活
用
し
た
決
済
な
ど
最
新
の
技
術
を
求
め
る
金
融
機
関
に
、
独
自
技
術
を
持
っ
た
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
結
び
付
け
る
。
富
士
通
や
N
T
T
デ
ー
タ
は
新
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や

運
用
時
に
自
社
で
の
受
注
を
目
指
す
。

N
T
T
デ
ー
タ
も
事
業

富
士
通
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
3
0
社
と
金
融
機
関
1
0
社
が

参
加
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
連
合
体
）
を
9
月
ま
で
に

立
ち
上
げ
る
。
参
加
企
業
が

互
い
の
技
術
と
経
営
課
題
、

実
現
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
な
ど

窒
息
見
交
換
し
、
ス
マ
ホ
で

利
用
で
き
る
預
金
用
の
ア
プ

リ
な
ど
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム

案
件
の
検
討
に
つ
な
げ
る
。

ス
マ
ホ
を
使
っ
た
ネ
ッ
ト

決
済
技
術
な
ど
を
得
意
と
す

る
国
内
、
海
外
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
の
ほ
か
、
銀
行
や
保

険
会
社
、
証
券
会
社
な
ど
に

参
加
を
呼
び
か
け
る
。
2
0

1
7
年
ま
で
に
金
融
機
関
1

0
0
社
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
1
6

0
社
ま
で
増
や
す
。
富
士
通

は
1
7
年
度
に
関
連
事
業
を
含

め
5
0
0
億
円
程
度
の
売
り

上
げ
を
目
指
す
。

N
T
T
デ
ー
タ
も
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
が
持
つ
技
術
の
活

用
を
後
押
し
す
る
金
融
機
関

向
け
の
事
業
を
月
内
に
始
め

る
。
ス
ペ
イ
ン
の
子
会
社
が

持
つ
世
界
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
5
0

万
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活

用
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で

財
務
諸
表
を
作
成
で
き
る
技

術
を
持
つ
企
業
な
ど
、
金
融

機
関
の
l
T
ズ
に
応
え
る
ベ

ン
チ
ャ
ー
を
探
し
出
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
な
ど
の
情
報
を
も
と

に
更
新
し
て
お
り
「
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
分
析
」
　
「
ス
マ
ホ
活

用
」
と
い
っ
た
技
術
別
に
検

索
で
き
る
。
海
外
の
公
的
組

織
や
大
学
な
ど
2
0
0
以
上

の
機
関
と
の
独
自
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
活
用
す
る
。

N
T
T
デ
ー
タ
は
探
し
出

し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
技

術
を
評
価
し
、
新
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
計
画
を
策
定
し
て
金

融
機
関
に
提
供
す
る
。
料
金

は
3
0
0
0
万
円
程
度
か

ら
。
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
大
手

金
融
機
関
の
需
要
を
狙
う
。

1
9
年
ま
で
に
関
連
事
業
を
含

め
累
計
1
0
0
億
円
超
の
売

り
上
げ
を
目
指
す
。

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
関
連
の
国

内
市
場
は
1
7
年
に
1
0
0
0

億
円
程
度
と
、
1
4
年
比
3
倍

金
融
＋
技
術
＝
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」

金
融
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）

と
技
術
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

と
い
う
2
つ
の
言
葉
を
組
み

合
わ
せ
た
造
語
。
金
融
と
I

T
（
情
報
技
術
）
を
融
合
し

た
技
術
革
新
を
指
す
。
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
関
連

や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
な
ど

に
秀
で
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
技
術
を
生
か
し
便
利
な
金

融
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
。

単
な
る
預
金
機
能
だ
け
で

な
く
、
ゲ
ー
ム
で
独
白
の
優

待
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
で
き
る

な
ど
遊
び
心
を
取
り
入
れ
た

ス
マ
ホ
用
ア
プ
リ
を
配
布

し
、
銀
行
が
来
店
者
増
を
狙

う
な
ど
の
使
い
方
が
想
定
で

き
る
。
資
金
を
借
り
た
い
中

小
企
業
と
資
金
を
運
用
し
た

い
投
資
家
を
結
び
つ
け
る
小

口
融
資
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
中

小
企
業
の
資
金
需
要
に
柔
軟

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

可
能
性
も
あ
る
。

金
融
サ
ー
ビ
ス
は
お
金
を

扱
う
た
め
に
高
い
信
頼
性
が

求
め
ら
れ
る
。
I
T
大
手
が

金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
築
経
験

を
生
か
し
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
技
術
力
の
目
利
き
や
技

術
検
証
を
担
う
こ
と
で
、
金

融
機
関
は
新
技
術
や
ア
イ
デ

ア
を
導
入
し
や
す
く
な
る
。

強
に
伸
び
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。
三
菱
東
京
U
F
l
銀
行

が
有
望
な
ア
イ
デ
ア
を
募
集

す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
く
な

ど
、
金
融
機
関
は
ベ
ン
チ
ャ

ー
の
技
術
取
り
込
み
に
意
欲

的
だ
。
た
だ
、
特
定
の
分
野

で
先
端
技
術
を
持
つ
有
望
ベ

ン
チ
ャ
ー
を
見
つ
け
る
の
は

難
し
い
こ
と
か
ら
仲
介
し
て

市
場
拡
大
を
後
押
し
す
る
。



γ
撮
影
画
像
自
動
で
分
類

弼
　
富
士
フ
イ
ル
ム
が
保
存
機
器

富
士
フ
イ
ル
ム
は
2
1
日
、

写
真
を
取
り
込
み
自
動
で
分

類
す
る
画
像
保
存
機
器
「
ワ

ン
ダ
ー
フ
ォ
ト
ボ
ッ
ク
ス
」

左
内
蔵
し
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー

別
に
写
真
を
分
類
す
る
ほ

を
6
月
5
日
に
発
売
す
る
と
㌣

絹
詐
錮
絹
純
一

指
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス

マ
ホ
）
の
普
及
で
写
真
を
撮

る
機
会
が
増
え
て
お
り
需
要

は
大
き
い
と
み
て
い
る
。

独
自
の
画
像
解
析
ソ
フ
ト

か
、
写
真
に
写
っ
た
人
物
の

表
情
や
ピ
ン
ト
な
ど
を
分
析

し
て
星
田
で
評
価
を
付
け
る

こ
と
も
で
き
る
。

店
頭
販
売
価
格
は
税
抜
き

で
3
万
2
5
0
0
円
前
後
遺

徳
定
し
て
い
る
。



飲食店割引とW

ベネフィット・ワンなど

訪
日
客
に
セ
ッ
ト
提
供

福
利
厚
生
代
行
の
ベ
ネ
フ
ィ

ッ
ト
・
ワ
ン
は
通
信
サ
ー
ビ
ス

の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ゲ
ー
ト
と
組
ん

で
、
訪
日
外
国
人
向
け
に
飲
食

店
の
割
引
と
、
公
衆
無
線
L
A

N
 
r
W
・
1
－
F
l
」
の
利
用
を

セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
る
。
ま
ず
2
2
日
か
ら
訪

日
を
予
定
す
る
人
に
台
湾
で
販

売
す
る
。
1
年
後
に
は
東
南
ア

ジ
ア
や
米
国
な
ど
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

卜
・
ワ
ン
の
7
つ
の
海
外
拠
点

で
販
売
す
る
。

台
湾
で
は
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・

ワ
ン
が
現
地
の
旅
行
会
社
な
ど

を
通
じ
て
販
売
す
る
。
料
金
は

8
0
0
台
湾
㌦
（
約
3
0
0
0

円
）
で
、
購
入
し
た
客
に
専
用

の
S
I
M
カ
ー
ド
を
配
布
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
挿
入
後
2
0
日

間
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
仕

組み。

飲
食
店
の
割
引
率
は
最
大
3
0

％
で
ベ
ネ
フ
ィ
デ
ト
・
ワ
ン
が

提
携
す
る
約
3
0
0
0
店
が
対

象
。
専
用
の
ア
プ
リ
の
ク
ー
ポ

ン
を
提
示
す
る
。

ア
プ
リ
で
通
信
設
定
す
れ

ば
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ゲ
ー
ト
が
提

供
す
る
「
W
・
1
1
F
・
1
」
の
ほ

か
、
高
速
通
信
の
「
L
T
E
」

も
利
用
で
き
る
。
台
湾
の
訪
日

客
が
多
い
こ
と
か
ら
サ
ー
ビ
ス

開
始
に
適
し
て
い
る
と
判
断
し

た
。
2
0
1
6
年
3
月
ま
で
に

2
万
人
の
利
用
を
見
込
む
ァ



つ〃汁．ナノγr

荷台数半減
「XP買い替え需要」からの反動減 ‾　が続いている 
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（注）JEIm調べ 

「ⅩP買い替え」反動大きく

電
子
情
報
技
術
産
業
協
会

（
1
E
I
T
A
）
は
2
1
日
、

4
月
の
パ
シ
コ
ン
国
内
出
荷

台
数
が
前
年
同
月
比
5
0
・
4

％
減
の
4
7
万
台
だ
っ
た
と
発

表
し
た
。
4
月
の
出
荷
金
額

は
4
4
8
億
円
で
、
4
3
・
2

％
減
だ
っ
た
。
2
0
1
4
年

6
月
か
ら
‖
カ
月
連
続
で
台

数
、
金
額
と
も
に
前
年
実
績

を
下
回
っ
キ

1
4
年
4
月
に
米
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
が
基
本
ソ
フ
ト
（
O

S
）
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ⅹ
P
」

の
サ
ポ
ー
ト
を
終
え
た
影
響

が
色
濃
く
表
れ
た
。
1
4
年
5

月
ま
で
は
Ⅹ
P
搭
載
パ
ソ
コ

ン
か
ら
の
買
い
替
え
需
要
が

旺
盛
で
、
出
荷
台
数
は
8
カ

月
連
続
2
桁
増
だ
っ
た
が
、
　
（
6
5
万
台
）
も
下
回
っ
た
。

同
年
6
月
以
降
は
一
転
し
て
　
タ
イ
プ
別
で
は
、
デ
ス
ク

2
桁
減
。
1
5
年
4
月
の
出
荷
ト
ッ
プ
塾
が
6
3
・
9
％
減
の

台
数
は
2
年
前
の
1
3
年
4
月
1
0
万
台
で
、
金
額
は
5
7
・
6

4
月
、
1
1
カ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス

％
減
の
9
7
億
円
。
ノ
ー
ト
型

は
型
9
％
減
の
3
7
万
台
で
、

金
額
は
3
7
・
3
％
減
の
3
5

0
億
円
だ
っ
た
。
出
荷
台
数

に
占
め
る
ノ
ー
ト
型
の
比
率

は
7
g
・
8
％
で
、
前
年
同
月

か
ら
8
習
上
昇
し
た
。

M
M
総
研
（
東
京
・
港
）

は
1
5
年
4
～
9
月
期
の
出
荷

台
数
が
Ⅹ
P
買
い
替
え
需
要

の
反
動
減
継
続
で
前
年
同
期

比
1
8
・
1
％
減
と
予
測
す
る
。

た
だ
、
1
5
年
1
0
月
～
1
6
年
3

月
期
に
は
8
・
l
％
増
と
回

復
基
調
に
な
る
見
通
し
。
1
5

年
夏
に
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が

投
入
予
定
の
新
O
S
「
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
1
0
」
が
需
要
を
喚

起
す
る
と
み
て
い
る
。



帯庁r聞　　　　▼‾　m▼5年（平成27年）5月2‾2日（金曜B）

店内タブレットで「通販」
イ
オ
ン
、
2
5
0
店
で
l
方
品

小
売
り
大
手
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多
機
能
携
帯
端
末
）
を
店
舗
で
活
用
す
る
新
サ
ー
ビ
ス
を
広
げ
る
。
イ
オ
ン
は
来

春
ま
で
に
2
5
0
店
で
売
り
場
に
な
い
多
様
な
家
具
や
ワ
イ
ン
な
ど
約
1
万
品
目
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
良

品
計
画
は
家
具
を
自
宅
に
置
い
た
様
子
を
再
現
す
る
仕
組
み
を
本
格
的
に
導
入
す
る
。
成
長
が
続
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
に
対
抗
す
る
た
め
、
接
客
な
ど
店
舗
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
弱
み
で
あ
る
売
り
場
の
品
ぞ
ろ
え
の
限
界

を
広
げ
る
戦
略
だ
。

良
品
計
画
は
部
屋
3
D
再
現

．
総
合
ス
ー
パ
ー
を
約
3
5

0
店
運
営
す
る
イ
オ
ン
リ
テ

ー
ル
は
家
具
、
ベ
ビ
ー
用
品
、

ワ
イ
ン
の
3
つ
の
売
り
場
に

専
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入

す
る
。
売
り
場
の
制
約
で
置

け
な
い
商
品
を
ネ
ッ
ト
で
検

索
で
き
、
店
員
が
説
明
し
な

が
ら
購
入
を
促
す
。

・
色
や
サ
イ
ズ
が
違
う
品
や

自
社
の
ネ
ッ
ト
通
販
で
扱
う

商
品
を
含
め
、
端
末
を
通
じ

て
新
た
に
1
万
品
を
購
入
で

き
、
顧
客
は
従
来
の
3
倍
以

上
の
商
品
か
ら
選
べ
る
。
注

文
し
た
品
は
店
舗
か
顧
客
宅

に
届
け
る
。

現
在
は
7
2
店
で
導
入
済
み

だ
が
、
ネ
ッ
ト
に
流
出
し

て
い
た
顧
客
の
つ
な
ぎ
留
め

な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
み

て
、
早
期
に
全
店
に
広
げ
る
。

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
の
2
0
1

4
年
度
の
営
業
利
益
は
前
の

年
度
比
9
割
減
と
苦
戦
し

た
。
店
舗
と
ネ
ッ
ト
の
融
合

を
集
客
力
の
回
復
に
つ
な
げ

る。
ネ
ッ
ト
通
販
市
場
は
1
0
兆

円
を
超
え
た
。
従
来
は
店
舗

で
確
か
め
て
か
ら
等
つ
人
が

多
か
っ
た
分
野
に
も
ネ
ッ
ト

が
浸
透
し
て
い
る
。
矢
野
経

済
研
究
所
（
東
京
・
中
野
）

は
1
4
年
度
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
イ
ン
テ
リ
ア
・
雑
貨
」

の
ネ
ッ
ト
通
販
の
売
上
高
は

1
兆
2
6
1
4
億
円
と
前
の

年
度
を
2
割
上
回
っ
た
と
推

定
す
る
。
店
舗
を
も
つ
小
売

業
は
対
抗
策
を
急
ぐ
。

ニ
ト
リ
は
こ
の
ほ
ど
大
型

店
約
3
2
0
店
で
、
商
品
情

報
を
検
索
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
接
客
を
始
め

た
。
販
売
員
が
売
り
場
に
陳

列
で
き
な
い
商
品
も
提
案
す

る
。
ほ
か
に
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

品
を
検
索
で
き
る
据
え
置
き

型
の
設
置
も
現
在
の
1
0
0

店
か
ら
、
夏
ご
ろ
ま
で
に
全

大
型
店
に
広
げ
る
。

端
末
を
新
し
い
商
品
提
案

に
つ
な
げ
る
動
き
も
あ
る
。

「
無
印
良
品
」
を
展
開
す
る

良
品
計
画
は
、
東
京
都
内
の

2
店
で
実
験
的
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
導
入
し
て
き
た
が
、
家

具
や
イ
ン
テ
リ
ア
製
品
を
豊

富
に
そ
ろ
え
る
大
型
店
を
中

心
に
数
十
店
に
広
げ
る
。

来
店
客
が
持
参
し
た
部
屋

の
間
取
り
図
を
3
D
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
に
入
力
し
、
無
印

の
家
具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
を

置
い
た
場
合
の
様
子
を
画
面

に
表
示
す
る
。
消
費
者
は
買

う
前
に
部
屋
の
雰
囲
気
を
想

像
し
て
判
断
で
き
る
。

三
越
伊
勢
丹
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
は
伊
勢
丹
新
宿
本
店

（
東
京
・
新
宿
）
の
婦
人
靴

売
り
場
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
た
接
客
を
本
格
的

に
始
め
る
方
針
だ
。
端
末
に

は
同
店
で
扱
う
婦
人
娘
の

写
真
左
あ
ら
か
じ
め
登
録
し

て
お
く
。
靴
を
試
着
し
た
来

店
客
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、

服
と
の
組
み
合
わ
せ
を
映
し

出
す
。
売
り
場
の
垣
根
を

越
え
て
全
身
の
着
こ
な
し
を

提
案
し
、
販
売
力
を
高
め

る。



久
ネ
ヅ
ト
に
つ
な
い
だ
車
や
家
電

｝

音
イ
ヾ′

政
府
は
新
た
な
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
案
を
ま

と
め
た
。
自
動
車
や
家
電
、

医
療
機
器
な
ど
の
「
モ
ノ
」

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な

ぐ
－
O
T
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
オ
ブ
・
シ
ン
グ
ス
）
＝

よ
う
の
こ
と
ば
＝
の
安
全

策
を
重
視
し
、
サ
イ
バ
ー

撃
に
備
え
た
安
全
指
針
を

業
界
と
協
力
し
て
r
つ
く

府

ー
攻
撃
対
策
指
針
政

る
。
必
要
な
技
術
開
発
や
実

証
実
験
に
助
成
す
る
方
針
も

打
ち
出
す
。

2
5
日
に
開
く
政
府
の
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
本

部
の
会
合
で
示
す
。
1
3
年
に

つ
く
っ
た
現
行
の
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
を
改
定

す
る
も
の
で
、
「
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ

る
J
O
豆
に
対
応
し
た
初
め

て
の
戦
略
に
な
る
。

I
O
T
は
ネ
ッ
ト
の
情
報

を
使
い
、
自
動
車
や
家
電
な

ど
を
制
御
し
た
り
す
る
。
安

全
対
策
は
各
企
業
が
製
品
に

合
わ
せ
て
対
応
し
て
お
り
、

政
府
は
業
界
と
連
携
し
て
企

業
ご
と
の
取
り
組
み
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
I
O
T
の
安
全

対
策
を
指
針
と
し
て
整
備

し
、
安
全
対
策
の
底
上
げ
を

は
か
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
動
車
、

医
療
を
重
点
分
野
と
し
、
必

要
な
実
証
実
験
や
技
術
開
発

の
費
用
助
成
も
検
討
、
製
品

の
設
計
・
開
発
段
階
か
ら
安

全
対
策
を
組
み
込
む
よ
う
促

す
。
指
針
作
成
に
よ
り
今
後

本
格
化
す
る
国
際
標
準
規
格

や
各
国
で
の
相
互
承
認
の
枠

組
み
づ
く
り
で
「
国
際
議
論

を
主
導
す
る
」
と
し
た
。

情
報
処
理
推
進
機
構
な
ど

に
よ
る
と
、
医
療
器
具
の
通

信
デ
ー
タ
が
読
み
と
ら
れ
て

患
者
や
診
療
の
情
報
が
流
出

し
た
事
例
や
、
不
正
操
作
で

難
を
防
止
す
る
警
報
が
一
斉

に
鳴
っ
た
事
例
が
あ
る
と
い

う
。
I
O
T
が
急
速
に
普
及

す
る
自
動
車
や
家
電
、
医
療

機
器
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
さ
れ

た
場
合
、
人
命
に
か
か
わ
る

危
険
性
も
あ
る
。

戦
略
案
に
は
政
府
系
フ
ァ

ン
ド
の
活
用
に
よ
っ
て
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
関
連

産
業
を
支
援
し
、
専
門
家
を

育
成
す
る
方
針
も
盛
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
1
0
月
導
入
に

合
わ
せ
た
地
方
自
治
体
へ
の

支
援
や
、
公
衆
無
線
L
A
N

な
ど
の
安
全
確
保
策
を
検
討

す
る
と
し
て
い
る
。
日
米
サ

イ
バ
ー
対
話
の
継
続
や
、
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
S

E
A
N
）
各
国
で
の
人
材
育

成
の
支
援
な
ど
も
盛
り
込

む。
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〒二企業の節税策報告義務

税
理
士
・
コ
ン
サ
ル
に

政
臥
討
税
逃
れ
防
止
へ
罰
金
も

政
府
は
税
理
士
に
対
し
、
■
企
業
に
提
供
し
て
い
る
節
税
策
の
報
告
を
2
0
1
7
年
度

に
も
義
務
づ
け
る
検
討
に
入
っ
た
。
大
き
な
税
収
減
に
つ
な
が
る
節
税
を
対
象
に
し
、

報
告
を
拒
む
場
合
は
罰
金
も
検
討
す
る
。
過
度
な
節
税
へ
の
け
ん
制
効
果
を
見
込
み
、

税
収
減
や
企
業
間
の
不
公
平
を
和
ら
げ
る
。
企
業
の
租
税
回
避
の
防
止
へ
国
際
的
な
枠

組
み
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
夢
見
、
米
欧
な
ど
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
。

与
党
の
税
制
改
正
の
議
論

を
経
て
、
早
け
れ
ば
1
7
年
の

通
常
国
会
で
関
連
法
を
改
正

す
る
。
節
税
策
を
作
る
税
理

士
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
に
加
え
、
節
税
策
の
提
供

を
受
け
る
企
業
も
報
告
義
務

づ
け
の
対
象
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
税
理
士
に
は
顧
客

企
業
の
リ
ス
ト
の
提
出
を
求

め
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

米
英
や
韓
国
な
ど
は
す
で

に
当
局
へ
の
報
告
を
義
務
づ

け
て
い
る
。
日
米
欧
な
ど
が

加
盟
す
る
経
済
協
力
開
発
機

構
（
O
E
C
D
）
は
今
年
9

月
に
ま
と
め
る
企
業
の
節
税

へ
の
対
抗
策
の
な
か
で
、
日

本
な
ど
に
も
義
務
づ
け
を
呼

び
か
け
る
見
通
し
だ
。
主
要

7
カ
国
（
G
7
）
が
2
7
日
か

ら
独
ド
レ
ス
デ
ン
で
開
く
財

務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議

で
も
、
企
業
の
租
税
回
避
を

ど
う
防
ぐ
か
が
主
要
な
論
点

に
な
る
。
政
府
は
今
後
、
ど
ん
な
節

税
策
を
報
告
の
対
象
に
す
る

か
を
詰
め
る
。
節
税
策
で
代

表
的
な
の
が
グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
損
失
を
移
し
た
り
、
航

空
機
の
リ
ー
ス
費
用
を
複
数

の
会
社
で
分
け
た
り
し
て
利

益
を
意
図
的
に
減
ら
す
挽
失

取
引
と
い
う
手
法
だ
。

1
年
間
で
億
円
単
位
の
損

失
を
意
図
的
に
作
り
出
す
よ

う
な
節
税
策
が
報
告
の
対
象

に
な
り
そ
う
だ
。
節
税
策
を

提
供
す
る
税
理
士
に
企
業
が

割
高
な
報
酬
を
支
払
っ
て
い

た
り
、
企
業
が
提
供
を
受
け

だ
節
税
策
を
他
社
に
伝
え
な

い
よ
う
守
秘
義
務
を
負
っ
て

い
た
り
す
る
場
合
に
も
報
告

を
求
め
る
見
通
し
だ
。

1
9
8
4
年
に
各
国
に
先

駆
け
て
報
告
義
務
を
入
れ
た

米
国
で
は
、
年
間
1
千
万
㌦

（
約
1
2
億
円
）
以
上
の
損
失

を
出
す
取
引
な
ど
を
対
象
に

し
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
で
は
資

産
を
取
得
し
て
か
ら
4
年
間

で
実
費
以
上
の
損
失
を
出
し

た
取
引
な
ど
が
対
象
だ
。
英

国
で
は
1
千
万
噂
（
約
1
9
億

円
）
以
上
の
価
値
の
工
場
や

機
械
を
使
っ
た
リ
ー
ス
取

引
な
ど
を
対
象
に
し
て
い

る。
税
理
士
が
企
業
か
ら
錆
万

㌦
（
約
3
千
万
円
）
を
超
え

る
報
酬
を
得
た
場
合
を
報
告

対
象
に
す
る
米
国
の
よ
う

に
、
税
理
士
の
契
約
内
容
に

着
目
す
る
方
法
も
あ
る
。
日

本
政
府
は
先
行
す
る
国
々
を

参
考
に
義
務
づ
け
の
金
額
基

準
な
ど
を
設
け
る
見
通
し

だ。
罰
金
も
海
外
を
参
考
に
す

る
。
報
告
し
な
か
っ
た
場
合
、

米
国
は
5
万
㌦
、
英
国
は
最

大
ユ
0
0
万
増
を
科
し
て
い

る。
米
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
英

国
法
人
に
よ
る
ス
イ
ス
や
オ

ラ
ン
ダ
の
関
連
会
社
を
使
っ

た
節
税
の
よ
う
に
、
手
の
込

ん
だ
節
税
策
が
世
界
的
に
増

え
て
い
る
。
日
本
で
も
国

庁
が
関
知
し
な
い
節
税
策

使
う
企
業
が
増
え
つ
つ
あ

と
み
ら
れ
、
報
告
を
求
め

把
達
で
き
る
よ
う
に
す
る

節
税
策
は
藩
法
で
は
な

が
法
制
度
を
か
、
い
く
ぐ
る

法
的
な
手
法
が
多
く
、
政

は
報
告
を
受
け
た
節
税
策

情
報
を
も
と
に
法
制
度
を

直
し
す
る
。
法
制
度
の
不

が
解
消
さ
れ
れ
ば
、
宇
の

ん
だ
節
税
策
を
防
止
す
る

異
も
見
込
め
る
。



出故の
席革引
者もき
か求上
らめげ
はたな
r Oど

（　　　の
財　　大

政　　胆

二
だ
。
雇
用
の
安
定
や
技
能
の

就
業
支
援
、
国
も
動
く

企
業
へ
の
助
成
金
、
増
額
検
討

厚
生
労
働
省
も
働
く
高
齢

者
を
後
押
し
す
る
た
め
、
6
5

歳
以
上
の
人
を
琴
つ
企
業
向

け
の
助
成
金
を
増
や
す
検
討

に
入
っ
た
。
初
年
度
で
最
大

9
0
万
円
と
し
て
い
る
助
成
金

の
額
を
引
き
上
げ
た
い
考
え

向
上
の
た
め
に
積
み
上
げ
た

雇
用
保
険
の
積
立
金
を
活
用

する。シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
規
制
を
緩
め
る
こ
と
も
検

討
す
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
登
録
し
た
人
に
巌

車
場
の
管
理
や
介
護
の
補
助

と
い
っ
た
仕
事
を
紹
介
し
て

い
る
。
し
か
し
、
働
け
る
時

間
は
週
2
0
時
間
ほ
ど
に
限
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
時
闇
の
制
限
を
緩
め

れ
ば
1
つ
の
職
場
で
長
く
働

け
る
よ
う
に
な
る
。
受
注
で

き
る
仕
事
の
種
類
も
広
が
る

期
待
が
あ
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
が
広
が
れ
ば
働
く
高

齢
者
も
一
段
と
増
え
る
。

長
く
働
く
人
が
増
え
て
生

活
に
l
定
の
ゆ
と
り
が
生
ま

れ
れ
ば
、
税
制
の
改
正
に
つ

な
が
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
人

向
け
の
税
優
遇
は
現
役
世
代

の
会
社
員
よ
り
も
手
厚
い
と

さ
れ
、
見
直
し
を
求
め
る
声

が
多
い
た
め
だ
。

年
金
の
受
け
取
り
開
始
年

齢
を
原
則
6
5
歳
か
ら
一
律
で

引
き
上
げ
る
議
論
も
課
題
に

な
り
そ
う
だ
。
既
に
米
国
や

英
国
な
ど
他
の
先
進
国
で
は

6
7
～
6
8
歳
へ
の
引
き
上
げ
を

決
定
済
み
だ
。
日
本
は
平
均

寿
命
が
長
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
受
け
取
り
開
始
は
6
5
歳

と
先
進
国
の
な
か
で
早
い
。

同
省
は
日
本
医
師
会
な
ど
を

刺
激
す
る
抜
本
改
革
の
検
討

を
本
音
で
は
避
け
た
い
。
参

院
選
へ
の
影
響
を
「
盾
」
に

不
人
気
政
策
か
ら
逃
げ
る
梼

周
は
各
省
に
共
通
す
る
。

一
方
、
自
民
党
の
財
政
再

建
に
関
す
る
特
命
委
員
会

（
委
員
長
・
稲
田
朋
美
政
調

会
長
）
は
首
相
官
邸
の
改
革

路
線
に
近
く
、
む
し
ろ
積
極

的
な
姿
勢
を
打
ち
出
す
。

党
行
政
改
革
推
進
本
部

（
河
野
太
郎
本
部
長
）
は
2
6

日
、
所
得
や
資
産
に
応
じ
て

負
担
す
る
「
応
能
負
担
」
の

癒
大
を
求
め
る
改
革
案
を
特

蚕
に
提
示
し
た
。
高
齢
者

医
療
費
を
め
ぐ
り
7
5
歳
以

の
窓
口
負
担
や
、
高
額
療

費
制
度
で
定
め
る
負
担
上

健
全
化
計
画
で
）
9
・
4
兆

円
分
の
歳
出
抑
制
を
す
る
な

ら
、
こ
れ
く
ら
い
の
こ
と
は

し
な
い
と
い
け
な
い
」
　
（
中

堅
）
と
理
解
を
示
す
声
も
相
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流通・介護・・・人手不足補う

年
金
を
も
ら
い
な
が
ら
働
く
人
が
増
え
て
い
る
。
6
0
代
後
半
の
う
ち
、

働
く
人
の
割
合
を
示
す
就
業
率
は
2
0
1
4
年
度
に
4
0
・
7
％
と
前
年

度
を
1
・
1
8
澤
上
回
■
う
た
。
5
人
に
2
人
が
働
い
て
い
る
計
算
で
3
9
年

ぶ
り
の
高
さ
と
な
る
。
か
つ
て
は
働
く
高
齢
者
と
い
え
ば
自
営
業
主
が

大
半
だ
う
た
が
、
今
は
流
通
・
介
護
・
製
造
な
ど
人
手
不
足
の
業
界
で

雇
わ
れ
る
人
が
多
い
。
働
き
手
が
増
え
れ
ば
、
消
費
の
押
し
上
げ
や
年

金
制
度
の
安
定
に
も
つ
な
が
り
そ
う
だ
。

6
0
代
後
半
5
人
に
2
人

る
。
年
金
と
給
与
の
両
方

受
け
取
り
な
が
ら
暮
ら
す

が
増
え
て
い
る
わ
け
だ
。

消
費
を
押
し
上
げ
川

働
く
高
齢
者
が
増
え
れ

ば
、
消
費
の
押
し
上
げ
効
果

も
大
き
い
。
現
役
世
代
よ
り

も
多
く
消
費
す
る
た
め
だ
。
“

経
済
産
業
省
の
分
析
で
は
、

い
る
の
も
医
療
・
介
護
（
7

万
人
増
）
、
製
造
業
（
6
万

人
増
）
、
宿
泊
・
飲
食
（
5

万
人
増
）
、
建
設
業
（
4
万

人
増
）
と
人
手
が
足
り
な
い

業
種
に
集
中
し
て
い
る
。

え
た
。
そ
の
ほ
か
に
伸
び
て
蚕
を
餌
歳
か
ら
m
歳
に
引
き

締
務
等
の
労
働
力
調
査
で

集
計
し
た
。
6
5
～
6
9
歳
の
就

業
率
は
1
9
7
5
年
度
以
来

の
高
さ
で
、
4
0
％
台
も
2
1
年

ぶ
り
だ
。
男
性
に
絞
れ
ば
5
1

％
と
1
6
年
ぶ
り
に
5
0
％
を
超

え
た
。
女
性
も
3
1
％
と
初
め

て
3
割
を
超
え
た
。
働
く
6
0

代
後
半
は
男
女
合
わ
せ
て
3

7
4
万
人
と
前
年
度
よ
り
1
0

％
増
え
て
お
り
、
1
0
年
間
で

5
割
伸
び
た
計
算
だ
。

す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る

国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
は

原
則
6
5
歳
か
ら
受
け
取
れ

る
。
個
人
の
希
望
で
受
け
取
”

り
開
始
を
早
め
た
り
遅
ら
せ
叫

緋
弼
緋
冊
遇

い
て
い
た
。
最
近
は
大
型
小

売
店
の
拡
大
や
農
業
の
衰
退

で
自
営
業
主
は
3
割
以
下
ま

で
減
っ
た
。
会
社
や
団
体
、

官
公
庁
な
ど
に
雇
わ
れ
て
お

金
を
稼
ぐ
高
齢
者
が
主
流

だ
。
労
働
力
調
査
を
も
と
に

推
計
す
る
と
、
会
社
員
の
平

∵∵㍉∴■

了
F
E
ス
チ
ー
ル
も
生
産
現

場
の
若
手
を
育
て
る
た
め
に

6
5
歳
を
超
え
た
退
職
者
を
起

均
年
収
（
全
世
代
）
は
約
3
有
す
る
制
度
を
始
め
た
。

4
0
万
円
と
自
営
業
主
よ
り

も
2
割
高
い
。

6
5
歳
以
上
で
働
く
人
を
産

業
別
に
み
る
と
、
前
年
度
に

比
べ
て
最
も
大
き
く
伸
び
た

の
は
流
通
業
で
、
8
万
人
増

た
。
意
欲
と
体
力
が
あ
れ
ば

ず
っ
と
働
け
る
。
不
動
産
仲

介
大
手
の
東
急
リ
バ
ブ
ル
も

昨
年
4
月
か
ら
再
雇
用
の
上

介
護
中
堅
の
ケ
ア
2
1
は
昨

年
4
月
に
定
年
を
廃
止
し

隅

店
や
農
業
で
収
入
を
得
て
働
「
め
た
7
4
0
0
人
の
全
社
員

た
。
3
0
年
前
は
6
0
代
後
半
で
一
天
き
な
戦
力
だ
。
日
用
品
卸

働
く
人
の
う
ち
6
割
以
上
が

自
営
業
主
だ
っ
た
。
中
小
斎

師順

老
後
に
向
け
て
貯
蓄
し
て
い

る
5
9
歳
以
下
で
は
7
割
に
と

ど
ま
る
。
働
き
方
も
大
き
く
変
わ
っ

6
0
歳
以
上
の
人
は
所
得
の
9
劇

年
金
制
度
の
支
え

人
手
不
足
の
企
業
に
と
っ

の
P
a
l
l
a
C
は
昨

月
か
ら
、
パ
ー
ト
を
含

対
象
に
再
雇
用
の
期
間
を

歳
か
ら
Ⅷ
歳
ま
で
引
き
上

た
。
「
若
い
人
材
の
採
用

上
げ
た
。
豊
か
な
老
後
を
過
ご
す
た

め
に
は
生
活
資
金
の
足
し
を

得
た
い
の
が
高
齢
者
の
本
音

だ
。
今
年
4
月
か
ら
公
的
年

金
は
支
給
額
を
毎
年
1
％
ず

つ
実
質
的
に
減
ら
す
仕
組
み

が
始
ま
っ
た
。
今
後
3
0
年
で

2
割
目
減
り
す
る
見
通
し

で
、
年
金
だ
け
に
頼
っ
て
生

活
す
る
に
は
不
安
が
あ
る
。

公
的
年
金
は
「
世
代
間
の

支
え
合
い
」
と
い
わ
れ
る
。

会
社
員
と
し
て
働
き
続
け
れ

ば
、
7
0
歳
ま
で
は
厚
生
年
金

の
保
険
料
を
払
う
た
め
、
年

金
制
度
の
支
え
手
に
回
る
。

働
く
こ
と
を
通
じ
て
高
齢
者

が
社
会
保
険
料
や
税
金
を
納

め
れ
ば
、
年
金
制
度
や
財
政

も
よ
り
安
定
し
て
い
く
。

割
を
消
費
に
回
し
て
い
る
。
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省人化で接客に人手割く

小
売
店
や
外
食
店
が
顧
客

と
売
り
場
を
結
ぶ
最
新
技
術

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
の
導
入

を
競
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
通

販
の
普
及
で
、
実
際
の
店
は

商
品
を
確
か
め
る
だ
け
と
い

う
シ
ョ
ー
ル
ー
ミ
ン
グ
と
呼

ぶ
購
買
行
動
に
対
す
る
危
機

感
も
あ
り
、
リ
ア
ル
の
店
が

持
つ
強
み
を
探
っ
て
い
る
。

J
R
横
浜
駅
の
繁
華
街
の

ビ
ル
に
あ
る
低
価
格
カ
ジ
ュ

ア
ル
衣
料
「
ジ
ー
ユ
ー
」
横

浜
ビ
ブ
レ
店
。
「
ユ
ニ
ク
ロ
」

を
展
開
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
リ

テ
イ
リ
ン
グ
が
運
営
す
る
実

験
店
だ
。
ず
ら
り
と
並
ぶ
9

台
の
レ
ジ
の
う
ち
7
台
は
無

人
レ
ジ
。
バ
ー
コ
ー
ド
の
読

み
取
り
機
も
な
い
。

▼
　
T
シ
ャ
ツ
、
ジ
ー
ン
ズ
、

ワ
ト
し
ノ軋加

商
品
を
カ
ゴ
に
入
れ
た
ま
ま
一
括
精
算
で
き
る

（
横
浜
市
の
「
ジ
ー
ユ
ー
」
横
浜
ビ
ブ
レ
店
）

▽
上

1
分
の
ゆ
と
り
探
し
出
せ

靴
下
Ⅰ
－
。
レ
ジ
下
の
ボ
ッ

ク
ス
に
買
い
物
か
ご
を
置
く

だ
け
で
精
算
で
き
る
。
商
品

に
付
け
た
2
増
×
7
．
・
5
増

の
I
C
タ
グ
の
デ
ー
タ
を
ま

と
め
て
読
み
取
る
か
ら
だ
。

「
う
わ
ぁ
。
ほ
ん
と
一
瞬
」
。

1
0
品
ほ
ど
買
い
込
ん
だ
横
浜

市
内
に
住
む
2
0
代
の
女
性
会

社
員
は
、
精
算
か
ら
商
品
の

袋
詰
め
ま
で
9
0
秒
ほ
ど
で
済

ま
せ
店
を
出
た
。
有
人
レ
ジ

な
ら
4
分
以
上
は
か
か
る
。

7
人
い
た
レ
ジ
対
応
の
盾
員

は
3
人
に
減
っ
た
。
顧
客
1

人
あ
た
り
「
3
分
の
貯
金
」

は
接
客
に
回
す
。

省
人
技
術
は
単
に
人
件
費

を
削
減
す
る
た
め
だ
け
で
は

な
い
。
リ
ア
ル
な
店
の
強
み

で
あ
る
丁
寧
な
接
客
や
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
ヒ
ト
を
割
く

た
め
の
技
だ
。
単
純
に
割
り

算
す
る
と
、
ユ
ニ
ク
ロ
で
働

く
店
員
が
1
分
間
に
生
む
売

上
高
は
約
3
0
0
円
。
接
客

の
充
実
で
販
売
効
率
は
さ
ら

に
高
ま
る
。

今
は
2
0
0
人
の
I
T
技

術
者
を
来
春
ま
で
に
3
5
0

人
に
増
や
し
、
デ
ー
タ
分
析

を
専
門
に
す
る
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
」
を
育
成
。

購
買
履
歴
と
連
動
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
し
て
い
く
。

ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
の

平
均
時
給
は
上
昇
し
て
い

る
。
リ
ク
ル
ー
ト
ジ
ョ
ブ
ズ

に
よ
る
と
4
月
の
三
大
都
市

圏
は
9
6
1
円
。
2
0
0
6

年
1
月
の
調
査
開
始
か
ら
4

月
と
し
て
は
最
も
高
い
。
な

か
で
も
飲
食
業
（
フ
ー
ド
系
）

の
伸
び
が
目
立
つ
。

「
こ
れ
な
ら
シ
ニ
ア
や
女

性
で
も
2
0
㌔
の
米
袋
を
簡
単

に
運
べ
る
」
。
吉
野
家
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
店
で
装

着
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
で
き

な
い
か
ど
う
か
検
討
す
る
。

重
い
調
理
用
具
や
食
材
が
多

く
、
店
に
は
若
い
男
性
の
配

置
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
導

入
に
向
け
た
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
が
、
人
手
不
足
が
深
刻
な

外
食
業
界
は
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

技
術
に
も
目
を
向
け
る
。

す
か
い
ら
ー
く
は
「
ガ
ス

ト
」
約
1
3
0
0
店
で
向
こ

う
1
カ
月
の
来
店
客
数
を
予

測
し
、
店
員
を
最
適
に
配
置

す
る
試
み
を
始
め
た
。

コ
ン
パ
ク
ト
化
や
軽
量
化

で
世
界
市
場
で
勢
い
を
誇
っ

た
日
本
の
技
術
力
。
一
時
は

競
争
力
を
失
い
か
け
た
が
、

復
悟
の
兆
し
は
あ
る
。

技
術
革
新
や
労
働
能
力
の

向
上
な
ど
に
よ
る
進
歩
を
示

す
全
要
素
生
産
性
を
み
る

と
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

後
の
日
本
の
上
昇
率
は
平
均

1
・
6
％
と
ド
イ
ツ
や
米
国

を
上
回
る
。
主
要
先
進
7
カ

国
で
最
も
高
い
伸
び
だ
。

成
長
市
場
の
ア
ジ
ア
で
も

人
件
費
が
上
が
る
な
か
、
高

コ
ス
ト
環
境
に
対
応
す
る
た

め
、
磨
い
て
い
る
省
人
技
術

も
日
本
の
競
争
力
に
な
っ
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
。



需要予測で購買意欲刺激

「
顧
客
が
ほ
し
い
タ
イ
ミ

シ
グ
で
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
配

り
購
入
の
背
中
を
押
し
た

い
。
店
の
近
く
を
通
る
潜
在

客
ま
で
呼
び
込
む
」

日
本
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ

ラ
イ
ド
・
チ
キ
ン
（
東
京
・

渋
谷
）
は
7
月
に
も
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
の
全

地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
（
G
P

S
）
を
使
っ
た
販
促
を
始
め

る
。
都
心
な
ら
店
か
ら
数
百

㍍
圏
内
に
入
る
と
ア
プ
リ
に

割
引
券
を
自
動
配
信
す
る
。

実
店
舗
だ
け
で
な
く
、
商

圏
を
丸
ご
と
店
内
と
し
て
捉

え
顧
客
に
接
す
る
試
み
だ
。

寺
湯
香
名
女
D
I
G
I
T
A

L
・
C
R
M
推
進
室
長
は
「
来

年
に
は
購
買
履
歴
と
来
店
頻

度
を
連
動
し
、
顧
客
が
そ
の

勇．Lrへゎ
▽
下

日
本
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
は
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
店
の

近
く
に
い
る
潜
在
客
を
呼
び
込
む
（
都
内
店
舗
）

う
つ
ろ
う
心
逃
さ
ぬ
目

と
き
に
食
べ
た
く
な
っ
て
い

る
商
品
を
提
案
。
ア
プ
リ
で

注
文
か
ら
決
済
ま
で
憐
む
よ

う
に
し
た
い
」
と
話
す
。

「
ほ
し
い
」
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
買
え
る
ス
ピ
ー
ド
感
は

ネ
ッ
ト
通
販
の
得
意
技
だ
っ

た
が
、
リ
ア
ル
の
店
で
も
似

た
機
能
を
取
り
込
も
う
と
検

討
を
進
め
る
。

伊
勢
丹
新
宿
本
店
（
東
京

・
新
宿
）
で
は
、
5
6
0
個

の
通
信
機
が
売
り
場
を
見
守

る
。
会
員
登
録
し
た
顧
客
が

近
づ
く
と
、
商
品
情
報
を
ス

マ
ホ
画
面
に
送
り
「
話
し
か

け
る
」
。
顧
客
の
場
所
か
ら

は
見
え
な
い
売
り
場
に
あ
る

お
薦
め
品
を
案
内
す
る
な
ど

し
て
買
い
回
り
を
誘
う
。
デ

ジ
タ
ル
の
日
を
持
つ
仮
想
の

販
売
員
た
ち
だ
。

う
つ
ろ
い
や
す
い
消
費
者

心
理
を
I
T
（
情
報
技
術
）

で
捕
ま
え
る
1
－
。
外
食
や

小
売
り
の
店
頭
で
需
要
を
引

き
出
す
試
み
が
広
が
っ
て
い

る
。
事
前
の
需
要
予
測
に
加

え
、
来
店
し
た
そ
の
場
の
「
キ

モ
チ
」
も
推
測
し
な
が
ら
購

茎
息
欲
を
刺
激
す
る
。

「
買
わ
な
か
っ
た
商
品
こ

そ
大
切
。
次
に
売
れ
る
理
由

が
潜
ん
で
い
る
」

日
本
N
C
R
は
特
殊
な
ア

ン
テ
ナ
を
使
っ
た
販
促
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
。
天
井
か

ら
蜂
の
巣
状
に
5
2
本
の
電
波

を
飛
ば
し
、
I
C
タ
グ
を
付

け
た
商
品
の
移
動
履
歴
を
1

㍍
単
位
で
把
握
す
る
。
「
消

費
者
の
心
変
わ
り
が
目
に
見

え
る
」
仕
組
み
と
い
う
。

デ
ー
タ
を
分
析
す
れ
ば

「
手
に
取
る
回
数
は
多
い
が
、

結
局
買
わ
な
い
服
」
や
「
同

じ
商
品
で
も
並
べ
方
で
変
わ

る
売
れ
方
」
な
ど
が
分
か
る
。

「
試
着
に
持
っ
て
い
っ
た
組

み
合
わ
せ
」
は
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
の
流
行
も
示
唆
す
る
。

買
っ
た
モ
ノ
だ
け
把
撞
す

る
P
O
S
（
販
売
時
点
情
報

管
理
）
デ
ー
タ
で
は
見
え
に

く
か
っ
た
消
費
者
心
理
が
浮

か
び
上
が
る
。
似
た
シ
ス
テ

ム
は
富
士
通
フ
ロ
ン
テ
ッ
ク

も
実
用
化
。
ア
パ
レ
ル
各
社

と
実
証
試
験
を
進
め
る
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
東

京
・
墨
里
の
商
業
施
設
「
東

京
ソ
ラ
マ
チ
」
。
4
月
に
洋

服
の
な
い
衣
料
品
店
が
開
い

た
。
来
店
客
が
鏡
の
よ
う
に

向
き
合
う
の
は
大
型
液
晶
。

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
ア
ー

バ
ン
リ
サ
ー
チ
（
大
阪
市
）

が
ネ
ッ
ト
企
業
と
開
発
し
た

試
着
シ
ス
テ
ム
だ
。

内
蔵
カ
メ
ラ
が
体
形
を
読

み
取
り
、
3
次
元
（
3
D
）

で
表
示
す
る
服
を
体
験
で
き

る
。
く
る
り
と
回
れ
ば
ス
カ

ー
ト
の
裾
も
ふ
わ
り
と
揺
れ

る
。
こ
れ
ま
で
出
店
で
き
な

か
っ
た
狭
い
場
所
で
も
O
K

で
「
在
庫
は
無
限
大
」
。
予

測
を
超
え
る
需
要
に
も
応
え

よ
う
と
し
て
い
る
。

早
川
麓
が
担
当
し
ま
し
た
。
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電車の運休
事前に防止

ビッグデータを分析
営業車両が鉄道設備に目を光らせる

架線の張りや温度を測り送信「

センサーで架線の異常を察知

カメラで枕木な
異常チェック

ヒ二二レ十でレルのゆがみ調べる

（注）機器類の形はイメージ

東
日
本
旅
客
鉄
道
（
1
R
東
日
本
）
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
を
利
用
し
、
レ
ー
ル
や
架
線
の
不
具
合
を
早
期
に
発

見
す
る
。
営
業
運
行
し
て
い
る
車
両
に
高
精
細
の
セ
ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ
を
載
せ
、
運
転
し
な
が
ら
膨
大
な
情
報
を
集

め
て
既
存
デ
ー
タ
や
担
当
者
に
よ
る
目
視
と
擦
り
合
わ
せ
る
。
線
路
の
異
常
な
ど
を
日
々
変
化
す
る
デ
ー
タ
で
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
将
来
起
こ
り
う
る
ト
ラ
ブ
ル
の
芽
を
摘
み
取
っ
て
、
運
休
・
遅
延
を
減
ら
す
狙
い
だ
。

童

瀾

輩

措

済

車
両
に
搭
載
し
た
レ
ー
ザ

ー
を
照
射
し
て
レ
ー
ル
の
ゆ

が
み
や
削
れ
具
合
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
デ
ー
タ
を
集
め
る
。

高
精
細
カ
メ
ラ
で
は
レ
ー
ル

・
や
枕
木
を
固
定
す
る
ボ
ル
ト

の
落
下
や
緩
み
を
検
出
す

る
。
集
め
た
デ
ー
タ
と
現
場

担
当
者
の
目
視
に
よ
る
検
査

の
結
果
と
の
誤
差
な
ど
を
分

析
し
、
ど
ん
な
数
値
が
出
た

ら
修
繕
や
補
修
が
必
要
か
を

精
査
す
る
。

4
月
に
中
央
線
で
デ
ー
タ

収
集
を
始
め
、
5
月
に
試
験

走
行
を
始
め
た
山
手
線
の
新

型
車
両
に
も
搭
載
し
た
。
今

秋
ま
で
に
京
浜
東
北
線
で
始

め
、
2
0
1
6
年
度
以
降
は

泉
北
本
線
な
ど
地
方
路
線
で

の
実
験
も
検
討
す
る
。

山
手
線
の
新
型
車
両
に

は
、
電
線
や
支
柱
を
調
べ
る

シ
ス
テ
ム
も
搭
載
す
る
。
電

線
と
接
触
す
る
車
両
の
パ
ン

タ
グ
ラ
フ
に
加
速
度
計
を
設

置
し
、
異
常
が
遜
れ
ば
警
報

を
鳴
ら
す
。
電
線
と
支
柱
の

つ
な
ぎ
目
に
は
通
信
機
能
付

き
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け

る
。
電
線
の
張
り
具
合
や
温

度
の
デ
ー
タ
を
、
近
く
を
走

る
電
車
を
経
由
し
て
修
繕
な

ど
を
管
轄
す
る
セ
ン
タ
ー
に

集
約
す
る
。

こ
れ
ま
で
レ
ー
ル
や
架
線

な
ど
の
状
況
は
現
場
担
当
者

が
目
視
で
調
べ
、
3
カ
月
に

1
回
の
ペ
ー
ス
で
検
査
用
の

専
用
車
両
を
走
ら
せ
て
い

た
。
営
業
車
両
を
活
用
で
き

れ
ば
、
運
行
し
て
い
な
い
夜

間
を
修
繕
工
事
な
ど
に
振
り

向
け
や
す
く
な
る
。
鉄
橋
の

上
や
ト
ン
ネ
ル
内
な
ど
担
当

者
が
入
り
に
く
い
エ
リ
ア
も

把
握
し
や
す
く
な
る
。
1
8
年

度
ま
で
に
本
格
的
に
運
用
で

き
る
体
制
を
つ
く
る
。

I
R
東
日
本
で
は
1
3
年

度
、
車
両
や
設
備
の
故
障
な

ど
に
よ
る
列
車
の
運
休
・
遅

延
が
1
3
8
5
件
発
生
し

た
。
路
線
の
相
互
乗
り
入
れ

運
転
が
増
え
、
一
つ
の
事
故

′
イ

が
他
路
線
へ
の
連
鎖
的
な
遅

れ
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
目

立
っ
て
い
る
。
4
月
に
は
山

手
線
の
架
線
の
支
柱
が
倒
れ

る
事
故
が
起
き
た
。
郡
山
駅

（
福
島
県
郡
山
市
）
近
く
で

架
線
が
切
れ
、
東
北
新
幹
線

ml‥mtl胤‥■㌧〟－■小－㌧ぺ叫‥小－‥へい小－‥いl■叫‥W‥い－

っ
た
と
い
う
。
奉
防
体
制

充
実
す
れ
ば
、
牢
ラ
ブ
ル

減
少
に
つ
な
州
執
ソ
そ
う
だ

－－■　｝
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及へ研究拠点

経済・法制度への影響調査

経
済
産
業
省
は
人
工
知
能

（
A
I
）
の
普
及
に
備
え
、

経
済
や
法
制
度
へ
の
影
響
と

課
題
を
洗
い
出
す
た
め
の
研

究
拠
点
を
経
済
産
業
研
究
所

（
R
I
E
T
I
）
内
に
設
置

経
産
省

す
る
。
今
夏
以
降
、
国
内
だ

け
で
な
く
海
外
か
ら
も
研
究

者
を
募
集
し
、
ア
ジ
ア
に
お

け
る
A
I
研
究
の
拠
点
に
育

て
る
こ
と
を
目
指
す
。
2
9
日

に
開
く
産
業
競
争
力
会
議
で

計
画
を
発
表
す
る
。

A
I
の
普
及
を
め
ぐ
っ
て

は
、
人
手
不
足
の
緩
和
や
生

産
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る

一
方
で
、
人
間
の
仕
事
が
奪

わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
懸
念
が
出
て
い
る
。
米
国

で
は
裁
判
で
大
量
の
証
拠
を

選
別
す
る
作
業
に
A
I
が
導

入
さ
れ
、
弁
護
士
の
仕
事
を

l
部
代
替
し
て
い
る
。

法
制
度
面
で
も
、
A
I
で

動
く
自
動
運
転
車
が
事
故
を

起
こ
し
た
場
合
、
誰
が
賠
償

責
任
を
負
う
か
が
明
確
で
な

い
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
莞
課
題
を

研
究
す
る
た
め
靂
産
省
は

今
夏
に
も
R
I
E
T
I
内
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
桑
－
ム
を
設

置
。
若
手
を
中
心
に
国
内
外

か
ら
A
I
に
関
心
を
持
つ
文

系
研
究
者
を
募
集
す
る
。

当
面
は
「
経
済
全
体
と
就

労
環
境
へ
の
影
響
」
や
「
A

I
と
法
的
≡
任
」
が
中
心
的

な
テ
ー
マ
に
な
る
見
通
し
。

A
I
の
暴
走
を
防
ぐ
た
め
、

学
習
機
能
に
ど
の
よ
う
な
制

約
を
か
け
る
べ
き
か
な
ど

「
A
I
と
倫
理
」
も
候
補
だ
。
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加甘．手刀

習
配
送
等
ト
が
提
供

中
小
ネ
ッ
ト
通
販
向
け

ヤ
マ
ト
運
輸
は
6
月
か
ら
個
人
商
店
や
中
小
企
業
向
け
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
通
販
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
事

業
者
の
受
注
管
理
か
ら
商
品
の
集
荷
・
配
送
ま
で
一
貫
し
て
提
供
す
る
。
ヤ
マ
ト
の
全
国
配
送
網
を
利
用
す
る
こ
と
で
自
前
で
は
難
し
か
っ
た
即

晶
等
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
受
け
取
り
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
中
小
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
で
消
署
の
利
便
性
が
要
る
と
同
時
に
、

1
3
兆
円
を
超
え
る
ネ
ッ
ト
通
販
市
場
の
裾
野
が
広
が
り
そ
う
だ
。

コ
ン
ビ
ニ
受
け
取
り
可
能

は
こ
う
し
た
手
間
を
軽
減

し
、
首
都
圏
内
な
ど
の
配
達

で
は
即
日
届
け
る
こ
と
も
で

き
る
。
ヤ
マ
ト
の
グ
ル
ー
プ

企
業
に
在
庫
管
理
を
委
託
す

る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
即
日

配
達
の
対
象
エ
リ
ア
を
広
げ

ら
れ
る
。
ヤ
マ
ト
は
中
小
の
事
業
者

が
ネ
ッ
ト
通
販
を
す
る
際
に

必
要
な
受
注
デ
ー
タ
や
配
送

履
歴
な
ど
を
管
理
す
る
I
T

（
情
報
技
術
）
シ
ス
テ
ム
を
提

供
。
事
業
者
は
ア
マ
ゾ
ン
な

ど
複
数
の
大
手
サ
イ
ト
や
自

社
の
サ
イ
ト
で
別
々
に
処
理

し
て
い
た
受
注
や
配
送
の
管

理
業
務
を
一
本
化
で
き
る
。

ヤ
マ
ト
の
配
送
網
に
即
座
に

乗
せ
る
こ
と
で
配
達
に
要
す

雑
貨
や
食
品
な
ど
を

こ
と
の
多
い
中
小
の
事

は
楽
天
や
ア
マ
ゾ
ン
ジ

ン
（
東
京
・
目
黒
）
と
い

大
手
の
通
販
サ
イ
ト
に

す
る
ほ
か
、
自
社
の
通

る
時
間
を
短
縮
す
る
。
コ
ス

ト
削
減
に
も
つ
な
が
り
、
車

マ
ト
の
試
算
で
は
事
業
者
の

、
作
業
に
必
要
な
人
件
費
を
3
．

割
削
減
で
き
る
と
い
う
。

ヤ
マ
ト
は
国
内
で
ネ
ッ
ト

通
販
を
手
が
け
る
事
業
者
が

イ
ト
で
も
商
品
を
販
売

い
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の

も
限
ら
れ
た
人
員
で
受

理
や
発
送
作
業
を
こ
な

要
も
あ
り
手
間
が
か
か

消
費
者
が
注
文
し
て
か

品
が
手
元
に
屈
く
ま
で

3
日
か
か
る
例
も
多
い

ヤ
マ
ト
の
新
サ
ー
ビ

約
2
0
万
あ
る
と
見
て
い
る
。

2
0
1
6
年
ま
で
に
ュ
万
5

0
0
0
事
業
者
の
利
用
を
め

ざ
す
。
宅
配
便
の
集
配
担
当

者
の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
の
I

T
企
業
の
営
業
担
当
者
ら
約

6
万
人
が
顧
客
と
な
る
事
業

者
を
開
拓
す
る
。

中
小
で
は
体
力
に
乏
し
い

事
業
者
も
あ
る
た
め
、
初
期

費
用
な
し
で
シ
ス
テ
ム
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
導
入

を
促
す
。
配
送
量
に
応
じ
て

業
の
拡
大
に
あ
わ
せ
て
使
い

や
す
く
す
る
。

ヤ
マ
ト
は
消
費
者
向
け
の

会
員
制
の
サ
ー
ビ
ス
で
コ
ン

ビ
ニ
に
荷
物
を
届
け
る
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
こ

の
仕
組
み
も
中
小
事
業
者
に

開
放
す
る
。
荷
物
1
個
あ
た

り
数
百
円
の
追
加
手
数
料
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
ど
全

国
約
2
万
店
の
コ
ン
ビ
ニ
で

受
け
取
れ
る
。
約
4
0
0
0

の
ヤ
マ
ト
の
営
業
所
で
も
受

け
渡
し
が
で
き
る
。

大
手
で
は
ア
マ
ゾ
ン
が
ロ

ー
ソ
ン
や
フ
ァ
ミ
マ
の
店
頭

で
商
品
を
受
け
取
れ
る
よ
う

に
し
て
い
る
が
、
中
小
事
業

者
で
は
難
し
か
っ
た
。

野
村
総
合
研
究
所
に
よ
る

と
1
4
年
度
で
約
1
3
兆
円
だ
っ

た
国
内
の
電
子
商
取
引
市
場

が
1
8
年
度
に
は
2
0
兆
円
超
に

鹿
ち
む
見
通
し
。
ヤ
マ
ト
は
、

事
業
者
数
で
は
大
半
を
占

め
、
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
中

小
の
成
長
を
後
押
し
し
て
宅

配
需
要
の
拡
大
を
狙
う
。

ヤ
マ
ト
は
宅
配
便
市
場
で

シ
ェ
ア
4
割
強
の
最
大
手
だ

が
、
日
本
郵
便
な
ど
ラ
イ
バ

ル
の
攻
勢
は
激
し
い
。
大
手

通
販
サ
イ
ト
の
商
品
配
達
は

値
引
き
圧
力
が
強
い
こ
と
も

あ
り
、
中
小
事
業
者
を
囲
い

込
み
採
算
を
確
保
す
る
。



「
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起
業
支
援
最
大
禦
円
に

政
府
自
社
株
で
返
済
可
能

政
府
は
6
月
末
に
ま
と
め
る
成
長
戦
略
の
柱
と
し
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
支
援
策
の
拡
充
を
打
ち
出
す
。
有
望

な
I
T
（
情
報
技
術
）
技
能
を
持
つ
個
人
へ
の
起
業
支
援
金
を
現
在
の
3
．
0
0
万
円
程
度
か
ら
最
大
2
0
0
0
万
円

に
引
き
上
げ
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
（
株
式
購
入
権
）
＝
3
面
き
ょ
う
の
こ
と
ば
＝
で
の
資
金
返
済
も
認
め
る
。

企
業
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
小
口
資
金
を
集
め
る
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
イ
ン
グ
」
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
環

境
も
整
え
る
。
会
社
員
な
ど
の
起
業
を
促
し
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

成
長
戦
略
I
T
分
野
の
目
玉
に

安
倍
政
権
は
6
月
末
の
成

長
戦
略
で
、
観
光
や
働
き
方

改
革
、
女
性
の
活
躍
と
と
も

に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
活
性

化
を
重
要
な
柱
と
位
置
づ
け

る
。
米
国
の
よ
う
に
企
業
が

短
期
間
で
成
長
で
き
る
土
壌

が
、
成
長
押
し
上
げ
に
は
不

可
欠
と
の
判
断
か
ら
だ
。

I
T
分
野
の
目
玉
と
し
て

独
立
行
政
法
人
の
情
報
処
理

推
進
機
構
T
P
A
）
を
通

じ
た
支
援
金
を
2
0
1
6
年

春
か
ら
5
0
0
万
～
2
0
0

0
万
円
に
大
幅
に
増
や
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
運
転
な
ど

の
分
野
で
起
業
を
め
ざ
す
有

望
な
学
生
や
会
社
員
の
起
業

を
後
押
し
す
る
狙
い
だ
。

起
業
時
に
は
国
が
株
式
購

入
権
を
取
得
し
将
来
、
企
業

価
値
が
高
ま
れ
ば
利
益
を
得

る
仕
組
み
も
設
け
る
。
こ
れ

ま
で
利
益
が
出
た
ら
現
金
で

返
済
を
求
め
て
い
た
が
創
業

間
も
な
い
企
業
は
資
金
が
不

足
し
が
ち
な
こ
と
に
配
慮
。

実
質
的
に
株
式
購
入
権
で
の

返
還
を
認
め
個
人
が
新
事
業

に
挑
戦
し
や
す
く
す
る
。

事
業
が
成
功
し
て
企
業
が

株
式
公
開
す
れ
ば
国
は
株
式

購
入
権
を
行
使
し
て
株
式
を

取
得
し
、
市
場
で
売
っ
て
差

益
を
得
ら
れ
る
。
株
式
公
開

前
で
も
買
い
手
が
現
れ
れ
ば

株
式
重
冗
っ
て
利
益
を
得
る

こ
と
が
可
能
だ
。
起
業
に
は

リ
ス
ク
が
伴
い
支
援
金
が
矢

わ
れ
る
可
能
性
は
商
い
が
、

こ
の
仕
組
み
で
国
の
損
失
は

あ
る
程
度
、
減
ら
せ
る
。

政
府
は
0
0
年
に
I
T
分
野

で
有
望
な
若
者
を
支
援
す
る

仕
組
み
を
開
始
。
こ
れ
ま
で

約
1
6
0

ニ
ュ
ー
ス

u
 
n
 
O
 
S

錮
謂
肇
同
調
週
一
駅
締
㍍
鞘
海

開
署
の
吉
崎
航
氏
な
ど
の
…

二

つ

　

／

．

．

・

．

1

J

（

＼

　

　

　

　

T

L

－

人

成
功
を
後
押
し
し
て
き
た
。

た
だ
日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
へ
の
投
資
件
数
は
米
国

の
1
0
分
の
1
以
下
。
技
術
が

あ
っ
て
も
資
金
不
足
な
ど
で

成
長
が
足
踏
み
す
る
企
業
も

多
い
た
め
支
援
策
を
手
厚
く

する。併
せ
て
政
府
は
海
外
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
V

C
）
と
共
同
で
新
興
企
業
に

一
方
、
ネ
ッ
ト
上
で
不
特

定
多
数
か
ら
小
口
の
資
金
を

一
票
墾
馴
配
れ
げ

ゐ
監
視
を
強
め
る
。
従
来
は

融
資
が
主
体
だ
っ
た
が
、
金

‥
醐
弼
鰯
緋
冊

痘
資
家
が
安
心
し
て
お
金
を

一
諦
配
開
脚
㌘
庁

業
資
金
の
8
5
％
を
拠
出
す

仕
組
み
も
設
け
る
。
国
外

金
の
誘
い
水
と
す
る
と
と

は
6
月
下
旬
か
ら
全
国
約
1
0

地
域
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、

地
元
経
済
界
、
地
域
金
融
機

る
。
企
業
の
資
金
ニ
ー
ズ
を

聞
き
取
る
ほ
か
、
成
功
例
も

紹
介
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
を
促
す
。
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る
し
、
1
0
円
だ
っ
て
い
い
J

と
話
し
た
。
作
品
数
は
「
す

ー
三
三
二

豊
富
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
そ

ろ
え
る
考
え
を
示
し
鷲

映
画
の
新
作
は
一
般
に
劇

場
公
開
が
終
わ
っ
て
か
ら
ネ

ッ
ト
配
信
さ
れ
る
。
新
設
サ

イ
ト
で
は
、
各
社
の
判
断
に

よ
る
も
の
の
自
宅
で
も
新
作

が
楽
し
誓
よ
一
つ
に
宿
意
と

い
う
。
既
存
の
動
画
配
信
サ

イ
ト
が
取
り
扱
っ
て
い
な
い

過
去
の
名
作
も
対
象
に
含
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
巡

っ
て
は
、
今
秋
に
ネ
ッ
ト
フ

リ
ッ
ク
ス
が
日
本
に
上
陸
す

る
。
同
社
は
世
界
5
0
カ
国
で

霹
開
し
、
6
2
0
0
万
人
の

視
聴
者
を
抱
え
る
。
月
額
1

賦
で
主
導
権
を
遮
ら
れ
る
恐
れ

が
あ
る
。
白
ち
自
由
に
配
信

で
き
る
手
段
雀
持
ち
、
配
信

事
業
者
に
対
す
る
交
渉
力
を

保
つ
狙
い
も
あ
り
そ
う
だ
。



タ

ブ

レ

ッ

ト

で

↓
電
子
」
小
テ
ス
ト

鱗
〆
　
大
日
本
印
刷
な
ど

㌔
日
裔
刷
は
日
本
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
と
組
み
、
学
校

で
の
紙
を
使
っ
た
小
テ
ス
ト

や
ド
リ
ル
を
電
子
化
す
る
。

課
題
を
文
審
作
成
ソ
フ
ト
の

「
ワ
ー
ド
」
に
変
換
す
る
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
、
児
童
や

生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多
機

能
携
帯
端
末
）
で
学
習
で
き

る
環
境
を
整
え
頂
2
0
1

8
年
ま
で
に
、
1
万
校
で
の

電
子
化
実
施
を
目
指
す
。

6
月
か
ら
、
東
京
都
や
京

都
府
な
ど
の
自
治
体
や
学
校

で
実
証
研
究
す
る
。
例
え
ば
、

都
内
の
小
学
校
で
は
、
5
年

生
向
け
の
算
数
教
材
を
中
心

に
1
千
ペ
ー
ジ
分
を
独
自
開

発
の
シ
ス
テ
ム
で
ワ
ー
ド
に

変
換
す
る
。
電
子
化
の
際
、

回
答
形
式
や
配
点
な
ど
も
同

時
に
登
録
し
、
採
点
の
手
間

を
軽
減
で
き
る
。
回
答
が
選

択
式
の
場
合
、
教
師
が
児
童

・
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら

回
答
を
集
め
る
と
、
即
座
に

採
点
で
き
る
と
い
う
。
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米
グ
ー
グ
ル
が
2
8
日
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
な
ど

携
帯
端
末
向
け
に
検
索
機
能
な

ど
を
高
め
た
次
期
基
本
ソ
フ
ト

（
O
S
）
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
M
」

を
公
開
し
た
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
だ
っ
た
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
社
の

買
収
か
ら
川
年
。
ス
マ
ホ
O
S

で
圧
倒
的
シ
ェ
ア
を
握
り
、
独

走
状
態
の
中
で
投
入
す
る
新
O

S
に
は
、
先
行
き
に
見
え
隠
れ

す
る
不
安
を
払
拭
し
た
い
と
の

思
い
も
託
さ
れ
て
い
る
。

次
期
O
S
に
つ
い
て
説
明
す
る

グ
ー
グ
ル
の
ど
チ
ャ
イ
上
級
副

社
長
（
2
8
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

スコ）

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
存
在
感

は
断
ト
ツ
だ
。
「
昨
年
、
世

界
で
出
荷
さ
れ
た
ス
マ
ホ
の

1
0
台
に
8
台
は
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
が
搭
載
さ
れ
て
い
た
」
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
い

た
開
発
者
向
け
会
議
で
グ
ー

グ
ル
の
ス
ン
ダ
ル
・
ピ
チ
ャ

イ
上
級
副
社
長
は
約
6
千
人

を
前
に
胸
を
張
っ
た
。

新
O
S
の
売
り
物
の
一
つ

が
「
ナ
ウ
・
オ
ン
・
タ
ッ
プ
」
。

人
工
知
能
を
使
っ
て
利
用
者

が
そ
の
と
き
必
要
と
し
て
い

る
情
報
を
提
供
す
る
検
索
・

情
報
サ
ー
ビ
ス
「
グ
ー
グ
ル

ナ
ウ
」
の
新
機
能
だ
。

「
こ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

本
名
は
？
」
。
デ
モ
で
は
担

当
者
が
使
い
方
を
披
露
。
ス

マ
ホ
で
音
楽
を
聴
い
て
い
る

最
中
に
音
声
で
尋
ね
る
と
、

再
生
中
の
曲
を
分
析
し
て
答

え
て
み
せ
た
。
ス
マ
ホ
画
面

で
読
ん
で
い
る
メ
ー
ル
の
文

面
を
分
析
し
て
関
連
情
報
を

提
示
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

端
末
メ
ー
カ
ー
に
無
償
提

供
し
て
い
る
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

は
、
新
興
国
向
け
の
1
0
0

㌦
以
下
の
入
門
機
種
か
ら
韓

国
サ
ム
ス
ン
電
子
の
「
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ー
S
6
」
の
よ
う
な

高
級
機
層
ま
で
幅
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
の
が
強
み
だ
。

高
価
格
帯
に
特
化
し
た
米
ア

ッ
プ
ル
の
「
・
1
0
S
」
や
、

パ
ソ
ゴ
ン
か
ら
ス
マ
ホ
へ
の

移
行
が
遅
れ
た
米
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
の
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
」

を
大
き
く
引
き
離
す
。

た
だ
勢
い
に
や
や
陰
り
も

み
え
る
。
l
～
3
月
の
中
国

の
ス
マ
ホ
出
荷
台
数
は
前
年

同
期
比
4
％
減
と
6
年
ぶ
り

に
縮
小
。
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
端

末
の
出
荷
台
数
の
3
6
％
を
占

め
る
最
大
市
場
だ
け
に
影
響

は
小
さ
く
な
い
。
米
調
査
会

社
H
D
C
は
1
5
年
通
年
で
も

中
国
の
伸
び
率
は
2
・
5
％

増
と
世
界
全
体
（
1
1
・
3
％

増
）
を
下
回
る
と
予
想
す
る
。

ア
ッ
プ
ル
の
攻
勢
も
目
立

つ
。
大
画
面
の
T
P
h
O

n
e
6
」
が
人
気
で
、
中
国

で
1
～
3
月
に
サ
ム
ス
ン
を

抜
き
端
末
シ
ェ
ア
首
位
に
立

っ
た
。
ア
ッ
プ
ル
の
・
1
0
S

は
米
国
で
も
同
時
期
に
シ
ェ

ア
を
伸
ば
し
、
首
位
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
に
肉
薄
し
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
も
今
夏

に
提
供
を
始
め
る
次
期
O
S

「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
1
0
」
を
反

攻
の
起
点
に
す
る
。
基
本
機

能
を
無
料
に
し
た
業
務
ソ
フ

ト
「
オ
フ
ィ
ス
」
や
無
料
通

話
ソ
フ
ト
「
ス
カ
イ
プ
」
な

ど
を
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
端
末
に

榛
準
搭
載
し
て
も
ら
い
、
モ

パ
イ
ル
広
告
な
ど
で
稼
ぐ
し

た
た
か
な
一
面
も
み
せ
る
。

中
長
期
的
な
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
の
は
欧
州
の
独
占
禁

止
法
達
反
問
雷
だ
。
欧
州
委

員
会
は
4
月
、
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
を
巡
る
グ
ー
グ
ル
の
ビ
ジ

ネ
ス
慣
行
が
E
U
競
争
法

（
独
禁
法
）
に
違
反
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
し
て
正
式
な

調
査
開
始
を
発
表
し
た
。
規

制
当
局
の
目
を
常
に
意
識
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
長
く

続
け
ば
、
社
員
が
萎
縮
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
停
滞
を

招
き
か
ね
な
い
。

グ
ー
グ
ル
は
昨
年
の
開
発

者
会
議
で
、
テ
レ
ビ
や
自
動

車
、
腕
時
計
型
ウ
ユ
ァ
ラ
ブ

ル
端
末
な
ど
幅
広
い
機
器
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
広
げ
る
戦

略
を
打
ち
出
し
た
。
だ
が
、

ア
ッ
プ
ル
に
先
ん
じ
た
腕
時

計
型
端
禾
の
販
売
は
総
じ
て

低
調
で
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
端

末
と
車
載
情
報
シ
ス
テ
ム
を

連
携
し
た
■
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

・
オ
ー
ト
」
対
応
の
自
動
車

の
発
売
も
遅
れ
気
味
だ
」
。

開
発
者
会
議
に
姿
を
見
せ

た
ラ
リ
ー
・
ペ
イ
ジ
最
高
経

営
責
任
者
（
C
E
O
）
は
「
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
が
電
話
で
普
及

す
る
の
に
9
年
か
か
っ
た
。

時
間
が
か
か
る
の
は
織
り
込

み
済
み
だ
」
と
語
っ
た
が
、

ラ
イ
バ
ル
が
待
っ
て
く
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
外
部
の
開

発
者
や
利
用
者
の
期
待
に
ど

う
応
え
続
け
て
い
く
か
。
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
の
成
長
戦
略
も

更
新
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

．
一
“
小
旧
義
也
「



「D E COK EY」でフォントを

変更したキーボード師㊨と「絶
対フォント感」のゲーム所　－

篭匡妄ニー

お気に入り、アプリで共有

交
流
サ
イ
ト
（
S
N
S
）
の

普
及
に
伴
っ
て
、
若
者
や
女
性

の
闇
で
好
み
の
フ
ォ
ン
ト
（
事

体
の
形
）
を
作
り
、
共
有
す
る

動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
「
友

達
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
時
は

丸
み
の
あ
る
文
字
で
琴
b
か
さ

を
出
す
」
な
ど
、
状
況
や
相
手

に
よ
っ
て
フ
ォ
ン
ト
を
使
い
分

け
て
い
る
。
気
持
ち
を
壇
接
書

く
よ
り
、
フ
ォ
ン
ト
で
伝
え
た

い
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
の
微
妙
な

心
理
を
く
み
取
っ
た
ア
プ
リ
が

人
気
を
集
め
て
い
る
。

謬
犀
訝
睦
◎
心
蜃
毘
薩
齢
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‘

　

　

い

つ

E

・

二

■

　

雪

．

”

U

　

も

「
同
じ
内
容
で
も
、
よ
り
自

分
の
気
持
ち
が
伝
わ
る
気
が
す
T
　
ち
　
軌
　
に
　
永

る
」
と
話
す
都
内
在
住
の
2
0
代

女
性
が
使
う
の
は
、
・
1
P
h
O

n
e
（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）
向
け

ア
プ
リ
「
D
E
C
O
K
E
Y
」

だ
。
ア
プ
リ
開
発
の
ク
オ
ン
（
東

L

　

　

　

；

，

　

　

　

r

 

r

l

　

　

と

T

l

■

京
・
渋
谷
）
が
配
信
し
て
お
り
、

か
わ
い
ら
し
い
丸
み
の
あ
る
字

体
や
独
特
の
角
張
っ
た
字
な

ど
、
十
数
種
類
の
フ
ォ
ン
ト
が

ある。利
用
者
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
文
字
を
打
つ
キ
ー
ボ
ー
ド
画

面
に
つ
い
て
、
自
分
の
好
き
な

フ
ォ
ン
ト
を
使
え
た
り
、
背
景

の
画
像
を
変
え
た
り
で
き
る
。

好
み
の
キ
ー
ボ
ー
ド
画
面
を
作

っ
た
ら
、
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と

呼
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
イ
ト

で
公
開
で
き
る
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
他
の
利

用
者
の
キ
ー
ボ
ー
ド
画
面
で
気

に
入
っ
た
作
品
が
あ
れ
ば
、
自

分
の
キ
ー
ボ
ー
ド
に
反
映
す
る

こ
と
も
可
能
だ
。
ア
プ
リ
は
無

料
で
、
主
に
1
0
～
2
0
代
が
利
用

し
て
い
る
。

フ
ォ
ン
ト
を
靂
材
に
し
た
ゲ

ー
ム
ま
で
登
場
し
た
。
ゲ
ー
ム

制
作
の
C
y
g
a
m
e
S
（
東

京
・
渋
谷
）
は
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ

■
yH

　

ド

畔

　

ンぷ
「
絶
対
フ
ォ
ン
ト
感
」
を
こ
の

ほ
ど
発
売
し
た
。
画
面
に
並
ん

だ
フ
ォ
ン
ト
の
中
か
ら
、
1
つ

だ
け
他
と
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
の

フ
ォ
ン
ト
を
探
し
当
て
る
。

ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
の
利
用
者
は

発
売
後
約
2
か
月
で
2
万
人
に

達
し
た
。
ユ
ー
ザ
ー
の
2
0
代
女

性
は
「
形
の
違
い
を
見
分
け
る

の
が
楽
し
く
、
最
近
は
身
の
回

り
に
あ
る
文
字
を
観
察
す
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
、
す
っ
か
り

フ
ォ
ン
ト
の
魅
力
に
は
ま
っ
た

よ
う
だ
。

フ
ォ
ン
ト
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

仕
事
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い

る
。
フ
ォ
ン
ト
開
発
大
手
の
イ

ワ
タ
（
東
京
・
千
代
田
）
が
最
近
、

事
体
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
複
数
人
の
学
生
が
集

ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
数
年
に

1
人
程
度
だ
っ
た
と
い
う
。

懐
か
し
い
フ
ォ
ン
ト
を
探
す

動
き
で
は
昨
年
末
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
に
長
年
読
み
継
が
れ
て
き
た

1
9
3
4
年
発
行
の
文
字
集
が

「
新
装
復
刻
版
　
現
代
図
案
文

字
大
集
成
」
　
（
青
幻
舎
）
と
し

て
出
版
さ
れ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
な
手
段
に

定
着
す
る
な
か
、
フ
ォ
ン
ト
や

絵
文
字
に
気
持
ち
を
込
め
る
ユ

T
ザ
ー
は
今
後
も
広
が
り
そ
う

だ
。
　
～
l
」
随
時
掲
載
）


